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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。

また、作中のチアリーディング描写は実際の競技や技術と異なる場合があります。
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　──チアガールなんか、賑にぎやかしのコスプレだと思ってた。










　神か奈な川がわ県、横よこ須す賀か市。

　軍港が有名なこの町の、住宅地に──

　総合体育校として知られる女子校、南みなみ高こう校こうは在った。

　浅あさ羽ば舞ま桜おは今日から、そこの２年生だ。

（あたし、今年……）

　桜の舞う校門を、くぐる。

　グレージュの短いツインテールが、風に靡なびく。

　子供の頃からずっと同じこの髪型に似合うといえば似合う、１４５㎝しかない小ぶりな身長と……小ぶりな胸。

（これから、どうしたらいいんだろ……）

　ブレザーに包まれたその胸には今、何の希望もなかった。

　新学年が始まる、その日だというのに。

　自分が何をすればいいのか──

　生きる上で最も大切なそれを、舞桜は見失っていたのだ。今日、この瞬間までは。

「──ヒュー！」

　それは、鮮烈な。

　全すべての始まりを告げるホイッスルのような。

　──掛かけ声。

「クィーンズ！　Sambaサンバ deデ Janeiroジヤネイロ!!!」

　コンマ１秒のズレもない、女子たちによるコール。

　元気な声だけじゃない。アップテンポの音楽も始まった。校門を入ったすぐ先にある、小さな広場から。

　ハッ、と、足を止めた舞桜は──

　クリクリしたふたえの目で、広場に鮮やかな色を見つけた。

　青空のようなブルー。雲のようなホワイト。

　それを縁取る、お日さまを切り取ったようなイエロー。

　遠目にもハッキリ目立つ、キラキラ煌きらめく白銀のポンポン。

（……チアガールだ……！）

　それが、５……10……11人いる。

　歳としは舞桜と同じぐらいの高校生だ。

　肌を大きく露出させるノースリーブはスポーツブラのように胸のすぐ下までしかなく、揃そろってキュッと括くびれた腰、おヘソもみんな丸見えだ。

　一糸乱れぬダンスで舞うスカートも、校則のスカート丈を嘲あざ笑わらうように短い。だけど、不思議な事に全く下品な感じはしない。

　リズムを刻んでステップを踏む美脚は、どの角度から見てもしなやか。ほぼ付け根まで剝むき出だしの太ももが蠢うごめくように形を変え、健康的な魅力を誇っている。

　一ひと目め惚ぼれしてしまうほど可愛かわいくて、見とれてしまう──

　チアガールの衣装。

　目を灼やかれるような素肌と、笑顔の輝き。

　何の合図にも頼らず、横一列だった11人は……ちょっとのズレも無く、５人が前列に、６人が後列にとジグザグのフォーメーションを組む。

　そして音楽に合わせ、くるりっ！

　前の５人が一斉に、笑顔で華麗なバック宙を披ひ露ろうし──キレイな横一列に戻った。

（なにこれ……!?　すごい……！）

　今やビックリする舞ま桜おの他にも、多くの生徒がチアガールたちを見ている。

　登校中の子たちだけじゃない。校舎側からも、体育校ならではのフットワークの軽さで続々と観客が集まってきた。今は広場が、ちょっとした騒ぎになっている。












　ブレザーとチェックスカート姿の南高生たちに囲まれた、チアガールたちは……極端に小柄な１人を除いた全員で、カッコ良くポンポンを後ろへ放ほうった。

　見ていない背後にもかかわらず、銀に煌きらめくポンポンが植え込みの手前に落ちていく。手で並べたかのように、20個、ほぼピッタリと列をなして。

　それに観客が驚くヒマも与えず、チアガールの列からは──最初から一番目立っていたセンターの金髪チアガールが、見とれてしまうほど色っぽい足つきで前に出てくる。

　見ている皆が、彼女の優雅にウェーブを描く金糸のようなロングヘアや、欧米人の血を感じさせる美しい目鼻立ちに心を奪われてしまう。

　ハーフかクォーターらしい彼女は──凹おう凸とつに恵まれた抜ばつ群ぐんのプロポーションと、女優のような極上の美び貌ぼうを誇っている。

　チアガールの女王といった感じの、完かん璧ぺきな美人だ。

　一目で、このチアガールたちのリーダーだと分かる。

「Sambaサンバ!!!」

「──Sambaサンバ deデ Janeiroジヤネイロ!!!」

　中央の彼女にリードされて10人のチアガールが声を合わせ、生徒たちからは拍手が湧わく。

　その拍手の中、チアガールたちは中央に集まっていき──

　そこから、驚きよう愕がくのアクションを見せた。

　まずは──ぱっ！

　センターの金髪チアガールの前で、彼女に背を向けた最も小さいチアガールがジャンプする。

　そのジャンプに合わせて、センターのリーダーが小柄なチアガールの腰を両手で支え、押し上げ、上昇に勢いを加える。

　続けてリーダーは──自分の肩の高さまで来た小さなシューズをパッと真下から摑つかみ、まっすぐ立った小柄なチアガールをさらに真上へと持ち上げていく。

　リーダーが両腕を頭上へ伸ばして突き上げ、チアガールがその手のひらの上に直立する光景──

　瞬時に３ｍを超した組体操のような技に、わあ！　と、観客が声を上げる。

　リーダーの手の上で腰を左にクリッと捻ひねった小柄なチアガールのスカートが、遠心力でヒラリと広がる。驚いた事に、彼女はそのスカートを蹴けり上げるように左ヒザを上げた。片足立ちしたのだ。

　頭上に人１人を掲かかげ上げたリーダーも、フラミンゴみたいな決めポーズを取った小さなチアガールも、一切、全く、バランスを崩さない。

　その技の最後に、小さなチアガールが──

　ポンポンを持った両手をＶ字の形に上げ、愛らしいウィンクをして見せた。

　４ｍ近い高さから、世界を照らすかがり火トーチのように。

　その瞬間、舞ま桜おは──

　自分の胸の奥から、きゅっ、という音を聞いた。

　ハートを射い貫ぬかれた、音を。

（チアガールなんか……チアなんか……賑にぎやかしのコスプレだと思ってた……）

　わざと後ろに倒れて落ちた小柄なチアガールを、下で待ち構えていた複数の仲間たちがしっかりキャッチする。

　彼女らが息もつかせず再開したダンスから、１秒たりとも目が離せない。

（でも……違う……！）

　かわいくて。

　カッコ良くて。

　華やかで。

　心躍る。

（チこアれは……スポーツだ！）

　新学年を迎えたみんなを激励するような、チアガールたちの声。

　その応援を受けて、舞桜の中に直感が閃ひらめいた。

　ずっとずっと曇り続けていた自分の心に、青空と太陽が戻ってきたかのように。

　──これだ。

　スポーツ科学センターであの宣告を受けた日から、今日この時まで……

　自分がやるべき事、自分に出で来きることを、ずっと見失ってきたけど。

　これだ。

　これなら、きっとできる！









　チアは世間的に、その可愛かわいさばかりが有名で……

　実際、男性の心も女性の心も構わずトリコにしてしまうほど可愛いものだ。

　だけど決して、それだけじゃない。

　チアとは人を励はげます応援であり、その応援には技術がある。

　その技を競い合うスポーツにしたものが、現代の競技チアだ。

　多た岐きに亘わたるチア技術の１カテゴリ──少人数で行う組体操を、チア用語ではパートナースタンツ、略して『スタンツ』という。

　そのスタンツが決まるたび、南高の広場には拍手と歓声が起こっている。

　……あの青と黄色のチアユニに身を包んだ彼女らは、ここ南みなみ校こうの生徒ではない。近隣にある別の体育校・イレーネ学院のチア部なのだ。

　──その名も、クィーンズＱＵＥＥＮＳ。

　競技チアで県内最強を誇るイレーネ学院のチーム名にふさわしい。

　華麗なスタンツで観客の度ど肝ぎもを抜いた後、彼女たちのチアは愛らしくも妖よう艶えんなダンス・シークエンスで皆を魅み了りようしていく。曲はSambaサンバ deデ JaneiroジヤネイロからMisirlouミシルルーに変わる。

　南高のチア部長・福ふく原はら直なお子こは──地味な三つ編みおさげとメガネで、地味な裏方としてその音響機器を調整していた。地味に、木の陰で。

　今や広場には南高の生徒が50人、いやそれ以上集まっている。

（朝の登校時間を狙ねらってやってもらった甲か斐いがありました。これだけ集まれば……！）

　南高チア部への、新入部員の勧誘──

　最低でも２名。

　直子の目標も、達成できるかもしれない。

　……それにしても、イレーネ学院のチアは本当に完かん璧ぺきだ。

　見てるだけで勉強になるので、直子は彼女らの女王然としたダンスに見とれてしまう。

　たいていのチームには選手のレベルにばらつきがあるものだが、イレーネは１人１人が県大会上位レベルに十分達している。

　特に、観客の度肝を抜いた最初のスタンツ──トス・トーチで小柄なメンバーを難なく突き上げてプレスアツプしてみせた、クィーンズ不動のエース。伊い蝶ちよう白はく亜あ。

　直子がダメ元でこの催もよおしを頼んでみたら快諾してくれた、イレーネ学院チア部の部長。

　彼女の実力は、ズバ抜けている。間違いなく全国レベルだ。

　他の団体競技と同様、チアに於おいても、優秀なエースがいるチームは全体のレベルが底上げされる。

　その白亜は──足下が安全なマットではないここでは、行わないものの──競技チアでスタンツを重ね合わせて３層にする時は、組体操の中段となる『ミドル』をポジションにしている。

　これもあのチームクイーンズにとって大きい。

　チアで最も目立つのは『トップ』、スタンツの最上段に跳び乗るポジションだ。従って、トップがエースを務めるチームも少なくないが──

　データ魔の直なお子この統計では、優れたミドルがエースを務めるチームの方が強い。

　ミドルを中心とした結束力・安定感があるチームは、全体が引き締まるのだ。

　あらゆる意味に於おいて、白はく亜あというエースを擁ようするイレーネ学院クィーンズは……

　素晴らしい。理想的なチームに思える。

（ああ、うちにもああいうエースが居れば……）

　他力本願なところのある直子は、自分が部長なのにそんな夢を心に描く。

　美しくて、カッコ良くて、さらに可愛かわいさもあって、頼りになり、もちろんチアの技術も誰より秀でたエースがいれば──

（……チアーズも、輝けるのに……！）

　青と黄を基調としたクィーンズのチアユニが、いつしか自分の着ている赤と白の……

　チアーズのユニフォームに見えてきて、直子はウットリとしてしまう。

　はかない幻想は、しかし、

「──Ｏ．Ｋ．！」

　クィーンズが演技を終えた掛かけ声と共に、終わる。

　──いけない。

　今だ。急がないと。

　南高生たちのチアへのイメージが最高潮になった今が、部員勧誘のチャンスなのだ。

　音響の入力端子を切り替え、アセアセと音量を調節し──

　マイクを手に、木陰からチア姿の直子が前に出る。

「あー……」

　ちょっと声を出してみたが、マイクの電源が入ってなかった。

　誰も見てないのにムダにドジっ子をやってしまった直子をよそに、クィーンズはキャーキャー黄色い声を上げる南高の生徒に取り囲まれていく。

「チアを生で見るの、初めてー！」

「イレーネのチアが見れるなんてラッキー！」

「どうして来てくれたんですか？」

　南高生たちは１年、２年、３年を問わず、イレーネのチア選手たちに興味を示している。

　用意していたチラシも小脇に抱えた直子は、マイクの電源をＯＮにするその手で──

　チアーズのチームカラーに揃そろえた赤のアンダーリムのメガネを整え、

「──イレーネ学院チア部の皆さんでした！」

　地味な商店をやってる自宅から持ってきたプラスチックのコンテナケースに立ち、元気に喋しやべり出す。

「今、この南高は体育校としての実績が低迷しています！　それを救うのがチアです！　優れたチア部のある学校は、あらゆるスポーツの勝率が上がる統計もあります！　そして実は……なんと！　この南みなみ高こう校こうにもチア部があるのです！」

　マイクの音量は学校側から事前に指示があって、あまり上げてはいけない。なので自然、直なお子この声は大きくなる。

　努めて明るい声で、三つ編みおさげの黒髪を跳はねさせるほど快活に、今は知名度の低い南高チア部をアピールする。

　直子はそのために、チアーズのユニフォームにも着替えてきたのだ。

　そのＶネックの赤いオーバーウェアには、しっかりCHEERSチアーズの文字もプリントされてある。人間看板作戦だ。

「私がその部長、３年の福ふく原はら直子と申します！　南高チア部のチーム名は──チアーズ！　いま私が着ているものが、伝統あるチアーズのユニフォームになります！」

　クィーンズのユニよりも露出控えめでウェストやヘソも覆おおうチアーズのユニなら、抵抗なく着られるだろうという目もく論ろ見みもあり……そんな話もみんなにするのだが……

「ぜひ見学に……あのぅ……」

　誰も、直子の話を聞いてない感じだ。

　生徒たちの視線と興味は、クィーンズが独占している。

　チアは見るもの、憧あこがれるだけのもので、やるものではない──とばかりに、誰も直子の勧誘に耳を貸そうとはしない。

　また、今見たクィーンズのチアのレベルが高すぎて、誰も自分がやるという意識を持てないようだ。

　過ぎたるは及ばざるがごとし……！

　だけど、それでも。

　と、直子は１人１人に直接チラシを配ろうとするが、

「うわわ」

　白はく亜あに夢中になっていた生徒にぶつかり、何枚かのチラシを落としてしまった。

　バラバラと散らばり、何枚かは生徒に踏まれてしまったビラを慌てて集めていると……

「──いい朝練になりましたね、白亜さん。アウェー環境で練習ができる機会も、いつもあるワケじゃないですし」

　クィーンズの副エース、鋭するどい目付きの中なか田たリエが挨あい拶さつも無く隣を通っていく。

　集まる南高の生徒らを笑顔であしらいつつ、自分のポンポンをスクエアのチアバッグに収めるリエの顔には──今のチアをクィーンズの練習としてだけ捉とらえている、実利主義的な色が浮かんでいる。

　彼女が歩み寄った先には、クィーンズのエース・伊い蝶ちよう白はく亜あの姿があり──

　白亜は一瞬、直なお子この方に目を向けてから……リエに、

「人前でやるからには、全すべて本番よ」

　完かん璧ぺき主義者っぽい口調で、諫いさめるように言っている。

　その声には優秀な人間特有の──弛たゆみない努力に基づく、自信が感じられる。

　大きな胸を張り、背筋を常に伸ばしている白亜は、クィーンズを統べる女王の中の女王といった威厳がある。

　そんな白亜には何を言われても光栄なのか、リエは嬉うれしそうだ。少し叱しかられたのに。

　──イレーネ学院は未いまだ、春休み中との事だったが……

　クィーンズは、チア部の午前練習に向けて帰り支度を整えていく。

　さっき植え込みの近くに放ほうったポンポンを、クィーンズのメンバーが各々取りに行く中……その１人が、南高の生徒にチヤホヤと囲まれたまま取りに行けないでいて、

「すみませーん！　ポンポン取ってもらえますか？」

　済すまなさそうに、１人の南高生徒に声を掛かけていた。

　白銀のポンポンのそばを歩いていた、登校中の生徒は……

　美形だが、ちょっとイカツイ子だ。

　校則が緩い南高とはいえ、ブレザーのボタンを１つしか掛けず、リボンも長めに垂たらし、肩の高さでフワッとスタイリングした髪はキャラメルブラウン。鞄かばんを背に垂らす右手にはシルバーのリングが光っている。

　この広場の騒ぎに、露骨に不機嫌そうな顔をしていた彼女を──

（あ……）

　直子は、知っていた。

　──川かわ澄すみ千ち愛あ。

　１学年下の、新２年生。

　美人で、目鼻立ちがカッコ良くて、それでいてセミロングの髪にはふんわりした可愛かわいいクセのある子だ。クールな性格なのに、そのキャラメルブラウンの前髪に……直子はどう見てもポンポンだろうと思うのだけど、本人曰いわくタンポポのヘアピンをしていて、これもかわいい。

　カッコ良さと、本人は意識してないのだろうけど──可愛さ。女の子がどっちも欲しいものを両方持っている千愛は、南高では密ひそかな人気がある。

　密ひそかな、というのは──

　千ち愛あが、ちょっとコワイ子だというウワサがあるからだ。千愛と何度も話した事のある直なお子こも、噂うわさ通り彼女が人付き合いを避け、他人に心を閉ざしている冷たい印象は受けた。

　その、千愛は……クィーンズやそれに夢中の生徒たちを、わざと無視するように歩いていたのだが……いま呼び止められて、イラッとしたような顔をしてる。ポンポンを取ってほしいと頼んだクィーンズの子を、鋭するどい目で睨にらんだ。

　そして──

　──バシッ！

　千愛が足元のポンポンを思い切り、あさっての方向へ蹴けり飛ばした。ずっと、遠くまで。

「……！」

　思いがけないその行動を見た皆が、驚く。

　直子の隣でチラシを１枚拾っていた小柄な子も、ツインテールを跳はね上げて驚いていた。

「ちょっとあなた！　なんて事するのよ！　ポンポンを蹴るなんてッ！」

　千愛に声を掛かけたクィーンズの選手は、その行動に激怒する。

　当然だ。

　ポンポンはチアリーダーにとって、ただの手しゆ具ぐではない。象徴だ。

　それは誇り、愛すべきユニフォームの一部であり、チームごとに色や形も異なる。あの白銀のポンポンを蹴る行為は、クィーンズを、ひいてはチアそのものを足あし蹴げにするという意味になる。

　──それを知らない千愛では、ないはずなのに。

「自分が何をしたか分かってるの!?　それはチアの命よ！」

　クィーンズの副エースのリエも声を荒げ、他のメンバーたちも騒然となるが……

　千愛は悪びれる事なく、キャラメルブラウンの髪を後ろ手で払い、その場を通り過ぎていく。

　その背を──ただ１人──

　クィーンズのエース・白はく亜あだけは、表情を変えずに見ていた。ただ、真剣な眼まな差ざしで。

　千愛と白亜、それぞれの事を知る直子は……

「……千愛さん……」

　メガネの下の目を弱らせ、彼女の名を呟つぶやく事しかできなかった。

　──千チ愛アという、その名を。









　今朝、メガネの先輩がマイクで言ってた通り──

　南みなみ高こう校こうは最近、スポーツで目立った成果を出せていない。

　スポーツ実績しかウリがない体育校なのに、だ。

　年々志望者は減り、さらに各部の試合の結果は悪くなっている。いわゆる悪循環というやつに陥おちいっているのだろう。

　いまいち頭に自信のない舞ま桜おにも、そのぐらいは分かる。

　校舎の壁には『祝　軟式テニス部　県大会準優勝』『祝　水泳部　地区大会３位』などの横断幕が掲かかげられているが……昔なら、あの程度の成績は褒ほめられはしなかったそうだ。各スポーツの全国大会、全国高等学校総合体育大会インターハイで優勝・準優勝して、初めて横断幕が掛かかるものだった。

　教務課の近くを通ると、ガラス戸の棚にはソフトボール、剣道、フェンシング、自転車、バドミントンなど──いろんな部の勝利を称たたえるトロフィーやメダル、表彰楯たて、旗などが飾られている。しかしそれらに刻された年は、どれも古いものだ。

　けれど、その辺のことは……今の舞桜には、関係ない。

　なんといっても、

（見つけたよ！　チアガールだよ、チアガールなんだよ！）

　今朝から頭の中が、チアガールの事でいっぱいなのだ。

　始業式とホームルームを終え、今日は早めの昼休みになったので──

　さっそく舞桜は、短いツインテールをスキップでピョンピョンさせながら第３体育館に向かう。

　南高校には体育館が３つあり、第１、第２体育館はバレーボールやバスケットボールといったメジャーな部が主に使うもの。剣道場や柔道場、射撃場といった専用の施設はまた別にあり、南高校の生徒数が減った今、第３体育館はマイナーなインドアスポーツが時々部活をやってたりやってなかったりの空き地みたいな体育館だ。

　──今朝、メガネの先輩が落としたのを拾ったチラシによれば……チア部の練習場所は、その第３体育館。

　今日あれだけ盛大に勧誘をやってたんだから、行けば誰かいるだろう。

　と、ウキウキしながら学校を横断していくと……

　構内の各所で、部活の勧誘をやっている声が聞こえてくる。

　南高校には大抵、県内の各中学の運動部で鳴らした生徒がやってくる。スポーツ推薦で来る生徒も多い。なので何部に入るかは入学前にみんな決まっているのが普通、だったが……近年の実績低迷でその法則も崩れつつあり、ただ体育が得意なだけで入学する生徒も増えたらしい。

　それで、舞ま桜おのように中途で入ろうとする生徒だけでなく、そういったノラ女子の獲得合戦が過熱しているのだ。

　また、南高には文化部も存在している。舞桜には縁の無い話だが──進学コースというものがあり、いわゆる普通の大学を受験する成績のいい子たちもいるのだ。彼女たちは、スポーツで実績を出さなくても南高に通う事が許される。とはいえ独立したクラスになるほど人数はいなくて、スポーツが出で来きる子が偉いこの体育校では、いつも肩身が狭そうにしている。

　その進学コースの生徒が入る文化部も勧誘をやっているが、そもそも人数が少ないのでどうもうまくいってないらしい。屋外の道端には料理部の気の弱そうな黒髪ロングの子と園芸部の留学生が机を並べ、イスに座っていたものの……

「あ、あの、料理部……」

「園芸部デース……」

　渡そうとした手作りのパンフレットは、通りかかった１年生に丸っきり無視されていた。

　舞桜も、悪いけど文化部に入るつもりはない。

　──チア部だ。チア部に、入るのだ。

　今朝のカッコ良くて可愛かわいいチアガールたちを思い出しながら、ワクワクしつつ──

　舞桜は第１・第２と違って長年建て直されていない、ボロい第３体育館に辿たどり着ついた。

　しかし、

（あれ……？）

　館内に、練習している気配が無い。

　元気な掛かけ声も、明るい音楽も聞こえてこない。

（チア部の練習場所は……ここだよね？）

　チラシには確かに、『第３体育館でお待ちします！』と書かれているのだが。

　不思議に思いつつ、舞桜が……中を……覗のぞくと。

　──いた。

　１人だけ。

　静まり返った館内に、赤と白のチア衣装を着た生徒の後ろ姿がある。

　あの黒い三つ編みおさげには……見覚えがある。

　今朝、チア部のチラシを配っていたメガネの先輩。

　チア部の部長で、たしか名前は……ナントカ、直なお子こ。

　直子先輩は何やら背を屈かがめ、ポンポンを持った両手を左右ともに水平に上げる不思議なポーズをしている。

　まるで、見えない誰かと肩を組んでいるかのような……

　とりあえず……と、舞ま桜おが声をかけようとした時、

「みんな肩組んで」

　……なんか、直子先輩が喋しやべった。

　まるで、ではなくて、本当に見えないチームメイトと……

　エア・チアガールたちと肩を組んでいるつもりっぽい。

「勝つぞ！　全日本カップ！　ゴー、チアーズ！」

　先輩は元気な声を上げ、バッ、と。

　背を伸ばし、ポンポンを持つ両手をＶの形に上げた。

　ちなみに先輩はまだ向こうを向いてるので、舞桜の視線に気付かない。

「ヒュー！　チアーズ！　ゴッゴー！　観客、盛り上がってますよー！」

　盛り上がってるのは先輩だけで、舞桜はドン引きである。

　見えない仲間どころか、音楽も無しで──

　先輩はテンションを上げていき、脳内観客にポンポンを振っている。

　かわいい、けど、コワイ。

「──はい、トップはクライミング！　いいディスマウントです！　続いてラインダンス、ハイ・ハイ！」

　今度は仲間を持ち上げたり下ろしたりする仕草。続けて、また見えない左右のお仲間と両肩を組んで片足を高く振り上げている。

「ハイ！　ハイ！」

　さらに角度を変え、体育館の入口を向きながら右足を大きく上げたところで──

「ハ……」

　ついに、舞桜と目が合った。

　メガネの先輩は──

　片足を上げたまま、笑顔のまま、ピタっと固まってしまう。

　舞桜も……

　どうしようもない。これは。

　そのまま、２人して固まるしかない。

　チアガールを志し、意気揚々と来て、部長に会えたまでは良かったが──

　何だったんだろう……今の、空想チア……けっこうやり慣れてた感じだったし。

　大丈夫なんだろうか、この部。いろんな意味で。




　……しばらくの後……

　真っ赤になった直なお子こ先輩に、舞ま桜おは体育館奥の用具室へと案内されていた。

　第３とはいえ体育校の体育館なので、用具室は幾つもある。先輩が取っ手に手を掛かけた小さな用具室は、どうやらチア部専用らしかった。

　だが『チア部』のプレートが付いたスライド扉は古く、立て付けが悪くなっており……

「ん～、んぬ～」

　それをムリに開けようと、先輩はおさげを震わせて苦戦中だ。

「あのー……なんで……１人で、練習してたんですか……？」

　今から自分が入ろうとしている部で行われていた珍ちん事じなので、聞かないワケにもいかず……舞桜が尋たずねると、

「チ……チアリーダーたるもの、どんな時でも、日々の練習は欠かせませんからね。ん～」

　先輩はドアを開けようと頑張りつつ、なんかモヤッとした答えを返してきた。

　ドアはガタガタ鳴るだけで、まだ開かない。












「そうじゃなくて、他の部員は……？」

　舞ま桜おが改めて尋たずねると、

「今、チア部は私ひとりなんです。先輩たちが、卒業しちゃって。ぬぬ～」

「えっ」

　舞桜は短いツインテールを跳はね上げ、驚きの声を上げてしまう。

「じゃあ、今朝のチアガールたちは……？」

　イレーネがどうのとか言ってたような気もするが、舞桜は興奮して話をよく聞いていなかった。

　なので、あのチアガールたちが何者だったのか改めて聞いたら、

「チアリーダーですっ」

　振り返ったメガネの先輩が、キリッと訂正してきた。

　なんかちょっと、怒られてしまった。

　チアガール、という呼び方が良くなかったっぽい。

　なんでだろう。

　チアガールはチアガールだと思うんだけど……

「今朝は、近所のイレーネ学院から、チアの宣伝に、来てもらったんです。んぬ～！」

　先輩が事情を説明してくれたところで、ガラガラッ──

　ようやく、用具室のボロい扉が開いた。

　開いて見えた室内も、ボロい。

　廃屋みたいなカンジだ。

「あれ……？　でも部活動って、たしか３人切ったら廃部じゃ……？」

　──南みなみ高こう校こうの校則では、運動部の最低人数は３人。

　２人以下になってしまったら、その時点で廃部が言い渡されるルールだったはずだ。

　そこを舞桜が尋ねると、

「４月14日までは、猶ゆう予よ期間なんですよ。３年が卒業するタイミングで、一時的に３人を割ってしまう部もありますからね」

　人数の話をあまり長引かせたくないのか、先輩はいそいそと用具室へ入っていく。

　なんか……

　いきなり、不安になってきた。

　自分を入れてもまだ２人しかいない部で、マトモに活動ができるんだろうか。

　という舞桜の不安をウヤムヤにするように、

「──そんな事より。チアは楽しいですよ！」

　あからさまな営業スマイルで、先輩は用具室の奥からミニトランポリンを出してくる。

　どうやらこれでポンポン跳はねさせて、楽しい！　という印象を与えたいらしい。

　だがそのトランポリンは錆さび錆さびのボロボロで……

　……ゴンッ。

「!?」

　先輩が持ち上げた拍子に、脚が１本外れて床に落ちてしまった。

　その振動で、舞ま桜おの背後の入口ドアもガタンと少し傾く。

「!?」

　前にも後ろにも引く舞桜……に、

「……よ、良い用具や体育館が良いチアを生むとは限りません」

　先輩は平静を装ってメガネを整え、回れ右。

　スカートの意味があるのかってぐらい短いチアのスカートでしゃがみ、プラスチックの衣装ケースをゴソゴソやった。

「──そんな事より。チアは可愛かわいいですよ！」

　再び笑顔で振り返った、先輩の手には──

　赤と白を基調とした、チアのコスチューム。

　それと、まばゆい金色のポンポンがあった。

（かわいい……！）

　舞桜がチア部に来た理由はそれではないが、女の子がチアに好印象を抱く理由は大抵、この衣装の圧倒的な可愛さだろう。

　アニメのコスプレみたいに、ビビッドなカラー。

　Ｖネックが胸元を見せる、ノースリーブのシャツ。

　ちょっと短すぎるが、そのぶん元気いっぱいに動けそうなプリーツスカート。

　着るだけで周囲を応援できちゃいそうな、魔法のコスチュームだ。

「たぶん３Ｓサイズでピッタリだと思うんです。着てみます？　着てみましょう！」

　メガネ先輩も、これを着せれば舞桜が入部してくれるかもと思っているのだろう。

　確かにチアガールの服には、そういう計り知れない魅力がある。

　全すべての女の子が一度は着てみたいと夢見ている、憧あこがれの衣装なのだ。

「はい、お借りしますっ」

　──しかし。

　先輩からチアのコスチュームを受け取って、その場で着替える舞桜は──生き地じの素材や造りをつぶさに調べる。

（見た目より動きやすそう）

　これは……

　単なるコスプレ衣装ではない。

　適度に伸縮し、通気性の高い化か繊せんで出で来きている。縫ぬい目めは細かく、頑がん丈じよう。

　表面はざらつきがなく、柔らかく、ぶつかっても擦り傷が出来ない布だ。それでいて、滑りにくい。激しく動いても破れない耐久力、ケガをしない保護力も十分ありそうだ。

　外せるパーツ、ボタンやポケットは無く、スカートのウェストに最小限のファスナーとホックがあるだけ。

　胸の真っ赤な『ＣＨＥＥＲＳチアーズ』のロゴにも厚みはなく、ピッタリと圧着されている。

　──どんなに可愛かわいく見えても、やっぱりこれは遊びの服ではない。

　競技用のユニフォームだ。

　真剣勝負の、服だ。

「……」

　チアーズのユニフォームを着た舞ま桜おは──

　続けて、黄金色のポンポンにも触れてみる。

　ヒマワリみたいな、太陽みたいなそれは……最初は持ち方も分からなかったが、すぐ、内側に取っ手がある事が分かった。メタリックな幅広のカットテープで出来たポンポンの中に、しっかりとハンドルがある。

　これも、オモチャじゃない。

　ガチの競技用具だ。

「ユニフォームは昔作りすぎてまして、各サイズ新品がタダですよ。あと、うちは髪形も自由です。個々の表現力を活いかすのが、チームの特色なのです」

　先輩は今２人しかいないのにチームの特色なんかを語りつつ、チア部のアピールをしてくるが……

　その笑顔は、ちょっと固めだ。

　真剣にユニフォームやポンポンをチェックしている舞桜が──チアの服を着たら喜んで、はしゃぐと思ってたのだろう。

　ちがう。

　ちがう。

　舞桜は、そんな思いで来たのではない。

　可愛さに憧あこがれて来たのではない。

　冷やかしで来たのではない。

　遊びに来たのでは、ない。

「あの、先輩」

　衣装ケースに入った大量のチアユニ、段ボール箱に積まれたポンポン、『CHEERS』のロゴ入りドラムバッグやジャージなどを見回して──

「さっきの独り言で、『全日本カップ』って言ってましたけど。それって大会ですか？　優勝すればうちの学校でＡランクの運動部実績として認められる、全国規模のものですか。そもそもチアって競技なんですよね？」

　舞ま桜おが、尋たずねる。

　──体育校・南高における運動部実績。

　出場生徒の評価に直結するそれは、出場した大会の規模やレベルによって厳格にランク分けされている。

　Ａランクとは、その最高位。高校日本一か、それに準ずる実績だ。

　小さな体に宿す、舞桜の大きな炎──には気付かず、メガネ先輩はさっきの１人チアを見られてた事を思い出して赤くなる。

　しかし怒ったりはせず、苦笑いの勧誘スマイルを保ってくれた。

　どうやら優しくてマジメな人らしい。

「もちろんです！　チアは他の競技を応援するだけじゃなくて、それそのものが競技でもあるんです。うちは昔その全国大会、もちろん南高でＡランク実績として認められる──チア全日本カップで優勝した事もあるんですよ！」

「……優勝……！　先輩も出たんですか!?」

　優勝。

　それも全国大会の。

　そこに食いつく舞桜だったが、先輩は……

　恥ずかしげに、メガネの下の垂たれ目を逸そらす。

「いえ……その……私は、大会というものに出た事はないんです。ここ数年、部員不足で……アハハ……」

　……どうやら全国優勝は、だいぶ昔の話らしい。

　いきなり出鼻をくじかれて、舞桜はチア衣装のままコケそうになったが……

　腕組みし、目を閉じ、考える。

　舞桜には今──

　──『実績』が、必要なのだ。どうしても。

　トロフィーが欲しいのだ。

　メダルが欲しいのだ。

　楯たてや旗が、欲しいのだ。

　それを手にしなければ、いけないのだ。

　学校は──大人は、それしか認めないから。

　今朝イレーネの実演を見て、今このユニフォームを見て、先輩の話を聞いて……チアが単なるコスプレではなくスポーツとして存在している事は分かった。

　また、ソフトボールやバスケットボールほどメジャーな競技ではない事も、なんとなく察した。

　スポーツに於おいて、いきなり始めてすぐ実績を作れるなんて甘い話はまずない。

　しかしそれに近いのは、競技者の少ないマイナースポーツだろう。

　それは舞ま桜おにも分かる、単純な理屈だ。

　敵が少なければ、栄冠は最初から近くにある。

（──金メダルなら何でもいいんだ。あたしは何かを獲とらなきゃいけないんだ）

　とはいえ、もちろん向き不向き──

　その競技が自分に出で来きるかどうかも、重要だ。

　どんなにライバルが少なくても、向いていないスポーツでは勝てない。

　だが、そこにも舞桜には確信があった。

　──チアなら出来る。

　ここでなら、活躍できる。

　きっと。いや、必ず！

「えーっと……どうですか？　チア部……」

　先輩に話しかけられても気付かないぐらい舞桜は考え込んでいて──

「……やっぱり、イヤですよねー……」

　そのガッカリしたような声に、ハッと目を開ける。

「でも、いつか興味が湧わいたら、お友達とまた見学に来てくだ……」

　メガネ先輩は悪印象を与えないようにか、最後まで笑顔を保ち続けながら言う。

　しかし、舞桜は首を横に振る。

　ここが運命の分かれ道。

　行くか、戻るか。

　──その答えは決まってる。行く。行くんだ。今朝の直感を信じて。

　いま聞いた事は全すべて、確認に過ぎなかった。その確認は全て取れた。だから。

「ううん、やります！　チアガール！」

　舞ま桜おが、そう──宣言した。

「チアリーダーですよぉ……」

　諦あきらめムードのまま、立てた手を振って訂正する先輩だったが……

「……えっ!?」

　少しのタイムラグの後、『入部する』と言われた事に気付いてくれた。

　舞桜は笑顔で右手を差し出し──

　握手を、求める。

「──あたし、舞桜。２年の浅あさ羽ば舞桜です」

　今年のチア部の新入部員、その１人目──

　舞桜は、それになった。

　そう。自分は、１人目だ。

　まだ部員は足りないみたいだけど、それなら集めればいい。

　そうすれば大会にも出られる。

　出られれば、勝てる可能性が生じる。

　今まず必要なのは、その可能性なのだ。

「さ……３年の、福ふく原はら直なお子こです」

　いきなり部員が獲得できると思っていなかったらしいメガネ先輩──

　──直子先輩が、舞桜と握手してくれた。

　きっとこれから、この手を何度も繫つなぐことになる。何百回も、いや、何千回も。

　そんな予感と共に──

　南高に１人しかいなかったチア部のチアガール……いや、チアリーダー、直子先輩は。

　舞桜と、２人になった。

　──チアーズが、復活したのだ。

　今、この時。




　昼休みは、間もなく終わる。

　用具室で、チアユニ姿の舞桜と直子はいそいそと制服に着替えていく。

「ちなみに……舞桜さん、ダンスや体操のご経験はありますか？」

　地味な白いコットン下着の直子先輩が、チア部員となった舞桜に聞いてくる。

「ないです」

　そこは正直に、舞桜は答えておく。

　なお、舞桜の下着は……自分ではオシャレのつもりだけど身長が小学５年生平均なので子供っぽくしかならない、パステルカラーのやつである。

「──でも、あたしは１度見た動きはすぐマネできます」

　説明されるまでもないが、競技チアには体操やダンスの能力が求められるのだろう。

　その経験が無いというネガティブな回答だけにしないため、舞ま桜おはこれも正直に自分の特技を言っておいた。

　大抵ウソだと思われる、この話は──

「またまた、ご冗談を」

　直なお子こ先輩からも、案の定の反応をいただく。

　まあ、どう受け止められても構わない。

　もう入部はできたのだから。

（そんな事よりも……）

　舞桜には、もう１つ詳細を確認しておきたい事がある。

「直子先輩。チアって背が低くてもできますよね？」

　下着の上に制服のワイシャツだけを着た状態で、舞桜は前のめりになりつつ尋たずねる。

　その勢いに少しキョトンとしながらも、

「はい。もちろんですよ！　体格だけで決める事でもないのですが、身長によって適したポジションというものはあります」

　直子先輩は、欲しかった回答をくれる。

　小学生みたいに背が低い舞桜を安心させるような、お姉さんっぽい笑顔で。

「あたしの体型だと、なんていうポジションがいいんですか？」

「舞桜さんは体重も軽そうなので『トップ』がいいと思いますよ。トップには求められる性格もありますが、なんとなく合ってそうですし」

　話し方からして、直子先輩はチアの事にいろいろ詳くわしそうだ。

　チア部の部長なんだから当然と言えば当然だが、マイナーな部だとその当然が通じない場合もある。知識面においては頼れる人だろう。

　舞桜を安心させてくれた直子は、足下のドラムバッグを開け──タブレット端末ｉＰａｄを取り出した。

「──うちの全日本カップ優勝世代のエースも、舞桜さんと同じぐらいの身長でしたよ。えーっと、動画があって……」

　サッサッと、直子先輩がタッチパネルを操作し……

　ブックマークしてあったらしいYouTubeの動画を再生してくれる。

「……」

　着替えもそこそこに、舞ま桜おが画面を覗のぞき込こむと。

　大きい、いや、巨大な体育館──多分、国立代よ々よ木ぎ競技場だ──その中に、さっきまで着てたチアーズのユニフォームの女子たちがいる。それも、何人も。

　みんなが青いマットの上で、可愛かわいい笑顔いっぱいでポンポンを振っている。大会の参加チームが座っているらしく、観客席もほぼ満員だ。

　──全盛期のチアーズは、こんなに凄すごい全国大会に出ていたんだ。

　驚く舞桜をよそに、直なお子こが動画を一時停止し……

　静止画になった画面の一部を、指さす。

「この人です」

　と、直子先輩が示したのは──

　キャラメルブラウンの髪をセミロングにした、チアガール。

　とっても可愛くて、ひときわ輝いてる。

　画面越しに見てるだけでも元気になれそうな、フシギな力を感じる女子だ。

　そして──

　小さい。

　舞桜よりは背が高く見えるが、１５０㎝前後といったところだろう。

「──彼女は、川かわ澄すみ百もも愛あさん。後にアメリカでＮＦＬチアリーダーに上り詰めた、伝説の選手です」

　敬意を込めた口調で、直子先輩が彼女の説明をしてくれる。

　その百愛を食い入るように見ていた舞桜は……

　ある事に、気付く。

「あれ？　この人、誰かに似てる」

　小首を傾かしげて舞桜が言うと、

「……２年の川澄千ち愛あさんですね」

　ちょっと悩み顔の直子が、そう返してくる。

　──チアさん？

「千愛さん……？　あの、盗み聞きしたっぽくてアレなんですけど──今朝、直子先輩、イレーネのポンポン蹴けった人を……『千愛さん』って言ってませんでしたか」

「……あの人です。この百愛さんの妹さんで、小学生の頃、チアのジュニア選手権で優勝してる人なんです」

　直子先輩はｉＰａｄをションボリ見つめつつ、まさかの情報を語る。

「……えっ！」

　伝説の選手、川かわ澄すみ百もも愛あと──

　あのちょっとヤンキーっぽい、川澄千ち愛あが。姉妹。

　しかも妹の千愛も、チアガールだった？

　それも、ジュニア優勝クラスの名選手だった？

　ちょっと信じられない話だけど、直なお子こ先輩はそういう冗談を言う人じゃなさそうだし。

　でも、それならなんで千愛は今朝のような行動をしたんだろう。

　いや、それ以前に──

「そんなスゴイ人が、どうしてチア部にいないんですか。それにあんな事……」

「何度か勧誘してみたんですが……千愛さん、チアをやりたくないみたいなんですよね」

　直子は残念そうに──

　そして、すでに千愛を諦あきらめているように言う。

　しかし、この耳よりな話をただ見過ごす舞ま桜おではない。

　全国大会での優勝。輝くトロフィー。煌きらめくメダル。川澄千愛は、それらを舞桜が手にするための願ってもない人材だ。

　それが同じ学校にいるのを、逃す手はない。ちょっとコワモテの子だろうと関係ない。

「──あたしも勧誘してみます！　３人いなきゃ廃部なんだし！」

　今朝の直子先輩の勧誘は、お世辞にも上手とは言えなかった。

　アプローチ次第では、千愛はスルッと入ってくれるかもしれない。

　よし、頑張って誘って──

　どんな手を使ってでも、絶対に入部させてみせる。

　──川澄千愛。名前からしてチアガールっぽい子なんだし。




　新学期オリエンテーションの済すんだ、放課後──

　舞桜は直子と２人で、千愛のいる２年Ａ組の教室前にやってきた。

　帰り支度をしているクラスに入る前、直子が……

「千愛さんは、お姉さんの事を言うとなぜか怒るんです。なので、その事は言わない方がいいですよ」

　何度も千愛に勧誘を断られているせいか、気弱な口調で言ってくる。

「はいっ」

　昼休みからモチベーションを保ち続けている舞桜が、勢いよく２年Ａ組に入ると……

　教室には、まだクラスの生徒がほとんどいるのだが……

「……あれ……？」

「いませんね」

　千ち愛あの姿は、ない。

　なので、入口付近で黒い鞄かばんにノートをしまっている黒髪ロングの子に、

「あの！　すみません！」

　と、舞ま桜おは勢い余って強めに尋たずねてしまう。

「ひい！」

『２─Ａ　鳩はと屋や多た恵え』と書かれたノートで頭を守るようにして縮こまった黒髪ロングの子……多恵ちゃん？　に、舞桜はそのノートをどけて、

「川かわ澄すみ千愛さん、どこ？」

　改めて尋ねる。

　そこで気付いたが、この子──多恵は……

　昼休みに、料理部の勧誘をしてた子だ。

　という事は、進学コースの賢い生徒。スポーツは出で来きるけどアタマが残念な生徒が多く南サファリパークとアダ名されちゃってる南みなみ高こうでは、何かを尋ねるには適した人のはずだ。

　しかし多恵はよっぽど気が弱いのか、ビクビクと舞桜を見上げてくる。そして、

「……か、川澄さんは、ご、午後の授業……来なかったんで……」

　掠かすれるような声で、今度は鞄で顔の下半分を隠して答えてくる。

　長い黒髪で顔のサイドは隠れているので、もうお目々しか見えない。

　すると、助け船を出してくれるつもりか──

「サボりじゃない？」

「屋上だろ」

　少し離れた机に座ってお喋しやべりしていたレスリング部の女子たちが、教えてくれる。

「案内してやりなよ、多恵。千愛、怖いからなぁー」

　その中の１人が、ニヤけながら多恵にそんな指示をした。

　なんか新学期早々、イジメられてる感じだ。多恵ちゃん。

　レスリング部の女子たちにも『怖い』と言われる千愛の所へ、案内……ということで、多恵は怯おびえ顔。でも気が弱くて逆らえないっぽい。




　舞桜と直なお子こ先輩は、多恵に案内され──

　千愛がいるという屋上へ上がっていく。

　ドアを開け、心地よい陽ひ射ざしと春風に包まれた屋上を見渡す。すると、

（いた……！）

　今朝見た、川かわ澄すみ千ち愛あの姿があった。

　屋上の片隅にあるベンチに座り、スマホを片手でいじっている。

　こっちに背を向けてるので顔は見えないが、なんか不機嫌そうなムードだけは伝わってくる。

　……たしかに、ちょっとコワイ。

　ここまで案内してくれた多た恵えが、Ｘ脚になって怯おびえてるのも分かる気がする。

　だがあれは川澄千愛。

　全日本カップ優勝者・川澄百もも愛あの妹で、自身も優秀なチアガールなのだ。

（虎こ穴けつに入らずんば──えっと……ナントカだ！）

　と、舞ま桜おは直なお子こと多恵の手を取り、３人で千愛の方へソロリソロリと歩み寄る。

「私は何度か勧誘して断られてますので、舞桜さん、行ってみて下さい」

　その途中で直子が囁ささやいてくるが、たしかにその方が良さそうだ。

　なんとなく、千愛は気むずかしそうな子って印象がある。

　その子に同じ話をまた直子がするよりは、舞桜が話した方がいい。

　けれど、面識の無い舞桜がいきなり声をかけるのもナニだ。

　これはレスリング部の子が言ってた通り、多恵に間に入ってもらった方がいいだろう。

「同じクラスの子が紹介して」

　と、舞桜が多恵に小声でお願いすると──

「え、えっ」

　多恵は、長いツヤツヤした黒髪を震わせてオロオロしちゃう。

　とはいえ、イヤとは言わなかった。イヤと言えない性格なんだろう。

　このオドオドした感じといい、なんか妙に人のＳエス心ごころをくすぐる子だ。

　やがて……ベンチの真後ろに３人が着き、舞桜が多恵に『声掛かけて』と目配せする。

　多恵は震えたのか頷うなずいたのか分からない動きを見せると、

「……あ、あの、川澄さん……」

　めっちゃ小声で、千愛に声を掛けた。

「──何？」

　振り返らない千愛から、不機嫌そうな声だけが返ってくる。

　スマホを操作する指の爪つめは長く、先端にはネイルがしてあった。

　耳には、校則で『好このましくない装飾品』とされていたピアスもある。

「……」

　それっきり言葉は途切れ、その場には千愛がやっているゲームの音だけが流れる。

　ゲームはノルノルという、女子向けの落ちゲーだ。

　ただ、熱中しているというよりは、ヒマ潰つぶしのために適当にやってる手つき。

　それでも千ち愛あはノルノルを中断せず、こっちに振り向きさえもしないから──なおさら改めて話しかけにくいムードがしてくる。

　重苦しい空気の中、ビクビクと千愛の後頭部を見ていた多た恵えの顔に……

　……ぢわ……

　緊張してるせいか、顔汗が滲にじむ。

　……ぢわり……

　それが、増える。

　額からも汗が出てきた。

　そして、10秒……20秒……

　限界が訪れる。

　──とた、たた、たたた、と。

「あっ……！」

　回れ右をして、多恵が逃げ出したのだ。

　そう来るとは思っていなかった舞ま桜おと直なお子こが振り返ると、多恵は何もない屋上で左右のヒザをぶつけ、自分で自分にヒザかっくん。やれと言われても難しいレベルの、驚くべき運動神経の悪さを見せた。

　それでもなんとか、ヨロヨロと走り続け──

　屋上から、いなくなってしまう。

　……残された舞桜と直子は、顔を見合わせ……

　もう、自分たちだけで行くしかないのだと悟る。

　決意した舞桜は、千愛の背中を見て──小声で直子に、

「……友好的に迫ってみます……！」

　と、耳打ちする。

　そして千愛の後ろから──つまらなそうにスマホの画面を見ている目を、

「だーれだ♪」

　パッ、と、両手で覆おおった。

　舞桜なりに、ツカミをフレンドリーにして警戒心を解こうとしたつもりなのだが、

「うぁぁ!?　……ほんとに誰よ！」

　千愛はベンチから転げそうな勢いで振り返り、立ち上がり、人差し指を突きつけてくる。

　舞桜は笑顔でウィンクし、

「はじめまして！　あたしチア部の浅あさ羽ば舞ま桜お！　千ち愛あちゃんに、一緒にチアガールやってほしいなーって」

　手を合わせ、見上げ目線でブリッコっぽくお願いした。

　通常、女子間でのブリッコは危険球である。しかし舞桜は周りより並外れて小さいため、これをやると意外に『カワイイ！』とウケてお願いを聞いてもらえたりするのだ。

　背後から直なお子こ先輩が、

「……チ、チアリーダーって言ってっ」

　また訂正してくるが、千愛に集中しなきゃならない今、それはとりあえずスルーだ。

　さて、千愛の反応は──？　と、顔色を覗うかがうと。

　……カワイコぶる舞桜を……

　とても冷徹な眼めで、見下ろしてきている。

（……スベったか……ッ！）

　千愛は直子をチラ見して、舞桜が直子の代打としてチア部の勧誘に来たのだという事も察したらしい。

　その冷ややかな視線を２人に投げつつ、

「やらないわ。あたしチア嫌いなの」

　スマホをしまい、指に引っかけた鞄かばんを肩から垂たらして帰ろうとする。

　でも、舞桜はめげない。

「千愛ちゃんスタイルいいし！　可愛かわいいチアの服、ぜったい似合うし！」

　今度は褒ほめてゴキゲンを取ろうとするが、

「可愛い？　似合う？」

　千愛の反応は、よろしくない。

　むしろ眉まゆを寄せ、怒りが増したような顔で振り向く。

「──あんた、そんな甘い気持ちでやってんなら、やめときなさいよ」

　厳しく言い残し、改めて立ち去ろうとする千愛に……

「なんでなんで。チアやろうよ！　千愛ちゃん、チアって名前なのにー！」

　なおも舞桜が、話題を作ろうとそんな事を言って縋すがると。

　──ビシッ！

　と、振り返った千愛が。

　キックしてきた。

　舞桜のスネに、強烈なローキックを。

「いたっ！」

　これがまるでムチで叩たたかれたかのように痛く、舞ま桜おはスカートを跳はね上げつつその場に尻もちをついてしまう。

　──怒り心頭の千ち愛あは、自分の顔を親指で指しながら、

「あたしは、この名前もキライなのよ！」

　そう怒鳴って、屋上から出ていってしまった。

　その背を見送る事しか出で来きなかった舞桜は……

　直なお子こに引っぱってもらいつつ、ヨロヨロ立ち上がる。

「いたたた……なに今の……ボーリョクは、いかんですよ……」

「だ、大丈夫ですか？　千愛さんって、脚力が人間離れしてますからね……今朝蹴けってたポンポンも、すっごく遠くまで飛んでましたし……」

　たしかに今のキック力は凄すさまじかった。イナズマみたいだった。

　けど、それはきっと足を振り上げたりジャンプしたりするチアでも有利な特長のはずだ。

　むしろ舞桜の中では、千愛という人物の必要度が一層増した気がする。

　足は折られかけたが、心は折れていない。

　チア部存続のため、それはつまり自分のため──

　絶対に、あの子を仲間にしてみせる……！




















　横よこ須す賀か中央駅に程近い、ワンルームマンション──

　そこが、川かわ澄すみ千ち愛あが１人暮らししている部屋だ。

　今日は朝から嫌な事ばかり。散々な１日。

　家に帰ってきた千愛は、無言で鞄かばんをソファーに放ほうる。

　自分もソファーに掛かけ、ノルノルを再開しようとする……

　が、スマホが電池切れだ。

「……なによ」

　スマホも鞄の上に放り、俯うつむくと……

　溜ため息いきが、漏れる。

　──やる事がない。

　千愛は勉強がニガテだ。やろうという気にはならない。

　千愛は本を読まない。マンガもだ。映画も見ない。その面白さを、知らない。

　千愛にはテレビを見る習慣もない。音楽も何がいいのかさっぱり分からない。美お味いしいお菓か子しも、食べる事を自ら制限していたため知らない。ファッションも分からない。

　だって、小さい頃から今まで──

　ずっと、１つの事ばかりしてきたから。

（あたしは……チアしか、知らない……）

　頭の中に。

　舞ま桜おの、「チアやろうよ！」という言葉が甦よみがえってくる。

　──チア──

　自分の名前でもあるその言葉を聞くたび、千愛はトラウマに眉まゆをひそませる。

（あの子のせいで……また、思い出しちゃったじゃない……！）




　９年前──横須賀市総合体育館。

　そこで行われたチアのジュニア大会の優勝表彰台には、小学２年生の千愛の姿があった。

　その隣、準優勝の位置には、後にイレーネ学院のチア部のエースとなる──伊い蝶ちよう白はく亜あの姿がある。小２の白亜は、悔し泣きを必死に堪こらえていた気がする。低学年の部の優勝・準優勝を決めた２人の表情は、対照的だった。

　小さな優勝カップを勝ち取った千愛は、笑顔で観客席の母親のもとへ戻っていく。

　ちょうど同じタイミングで、高学年の部に出場していた姉の百もも愛あも母親のもとへ来た。

　その手には千ち愛あのより一回り大きい優勝カップが握られている。

　当時の日本では珍しいチア経験者だった母は、２人の娘の頭を優しく撫なでてくれた。

　千愛は、いっぱいの笑顔になって──

「あたしチア大好き！　お姉ちゃんも大好き！」

　何をやっても自分より上手な百愛にも、抱きついた。

「えへへー」

　百愛も嬉うれしそうだった。

　３人とも、幸せだった。あの時は。




　それから６年後……

　姉の百愛は、さらなる栄冠を手にする。

　高校チアの最高峰となる大会、全日本カップ──

　チアリーダーなら誰もが憧あこがれる、代よ々よ木ぎ。高校野球に於おける甲こう子し園えん球場のような、国立代々木競技場。

　そこで百愛は、南高チアーズのエースとして見事に全国制覇を果たしたのだ。

　ロビーで優勝トロフィーを手に賑にぎわう当時のチアーズを、中２の千愛は憧あこがれの眼まな差ざしで見ていた。あの時の気持ちも、覚えている。

「お姉ちゃん、すごかったよ！」

　報道の写真撮影が一段落してから、百愛に駆け寄ると……

　百愛は白い歯を見せて笑い、Ｖサインで応こたえてくれた。

　そして……

「天国のママも見ててくれたかな」

　千愛の頭を、優しく撫でてくれた。

　かつて、生前の母がそうしてくれたように。

　それから百愛は妹の千愛に、

「はい、次は千愛の番」

　チアーズの、黄金のポンポンを手渡してきた。

　全日本カップ、その舞台でさっきまで使っていたポンポンを。

「……これ……くれるの？」

「いつか千愛も、この優勝カップを取るんだよ？　そん時は、何があっても見に来るからね」

　ひまわりが咲くような笑顔を見せた百もも愛あに、しかし千ち愛あはキョトンとしてしまう。

　ポンポンとはチアリーダーの命。チームに、チアーズに属する証あかし。

　それを姉は手放したのだ。そして、妹の自分に託した。

　高３だから、これでチアーズを引退するという意味もあるのだろう。

　だが、姉妹の間には言葉にせずとも──それ以上の何か大きな意味が伝わっていた。

　百愛は頷うなずくと、ぐい、と両手でサムズアップして、

「あたし、アメリカに行く。ＮＦＬのトライアウトに受かったんだ」

　幾つになっても少女のように純粋な笑顔で、伝えてきた。

　──ＮＦＬ。ナショナル・フットボール・リーグ。

　アメリカで最も人気のある、プロアメフトリーグの事だ。

　百愛が夏休みに渡米し、各地のチアリーダーの選抜試験トライアウトを受けた事は知っていたが──母が成し得なかった悲願でもあるそれに、受かっていたんだ。すごい！

　ＮＦＬのチアリーダーになるという事は、チアで世界一の舞台に立つという事。

　日本人では、現在Ｊリーグでアルビレックス・チアリーダーズのチーフディレクターを務める三み田たジョンストン智とも子こを皮切りに、史上19人しか成し得ていない偉業。しかも多分最年少での快挙だ。

　この話に、千愛は目を輝かせ──

「凄すごい……凄い！　お姉ちゃん凄いよ！　大好き、大好き！」

　感動のあまり、姉に思い切り抱きついてしまう。

　百愛もそれを受け止め、ギュッと妹の体を抱きしめて喜びを分かち合った。




　さらに１年以上が過ぎ、千愛の南高進学が決まった頃。

　百愛がアメリカ・ダラスで所属していたチアリーディング・チームのメンバーが掛かけてきた、国際電話が……

　全すべてを、引き裂いた。

　川かわ澄すみ姉妹を、そして千愛とチアリーディングを。

　百愛は、チアリーダーがタワーのように高く重なるスタンツ──そのトップから転落し、意識不明になる重傷を負ったというのだ。

　百愛が今どこなのか尋たずねかけた千愛に、電話先の通訳は逆に百愛が日本に戻ってないか尋ねてきた。

　アメフトの試合が行われていたスタジアムから搬送された後、百愛の行方は分からなくなってしまったというのだ。

　通訳の日本語は拙つたなく、多くの事が分からないままに……電話は、切れた。

　それきり掛かかってくる事もなく、こちらからチームに連絡しても『行方は分からない』としか返答は無かった。

　百もも愛あへの連絡は、付かないままだ。

　あれから２年以上経たった、今も。




　全日本カップの時、百愛から受け継いだポンポンは──

　今、高校２年生になった千ち愛あの部屋にまだ残っている。

　それが収められた籐とう編あみの箱を開ける、千愛の胸に……

（チアなんかが存在してるせいで、姉さんは……いなくなっちゃったのよ！）

　あの電話の記憶が、甦よみがえってきてしまう。

（あたしは……チアが憎いんだ！）

　百愛を奪った、チアそのものへの──怒りも。

（……姉さん……！）

　姉さんはいったい、どこへ行ってしまったの……？

　ああ、考えたくない事だけど──もう……どこにも、いないのだろうか……？

（……姉さん、会いたい……もう一度、会いたいよ……！）

　姉の形見となったポンポンを抱き寄せ、千愛は──

　辛つらい現実から逃げるように、俯うつむく。そのポンポンに、涙を落としながら。




　舞ま桜おによる妙な勧誘を受けた数日後の、放課後……

　千愛は、南みなみ高こう校こうの職員室にいた。

　新任の女教師から１人呼び出され、机の脇に立たされている。正対はしているものの、イスに座る女教師からは目を逸そらしての仏頂面で。

「──２年になって早速の呼び出しで、悪いんだけど。授業サボりすぎ」

　やっぱりその話か。

　千愛は──

「すみません」

　投げやりに、返事をする。

　大学を出たての先生は、溜ため息いきをついて千愛の個人的なデータが書かれた資料をめくる。

「南高は試合とか多いから、普通の学校と体育の出席のカウントの仕方が違うでしょ？　川かわ澄すみも知ってると思うけど──欠課は１年の４月から累積して数え、出席率で毎月計る。で、川かわ澄すみの欠課率、もうこれ留年決定よ。今月の残りの体育の授業に全部出ても足りないわ」

　──留年。

　姉の事があってチアが、スポーツが、体育までもが嫌いになっていたから……

　こんな学校に通いながらも、かなり体育をサボっていたのは事実だが。

　我ながら、そこまで出てなかったとは思わなかった。

　ゲッという顔をしてしまった千ち愛あに、先生は千愛の経歴欄を読みつつ、

「うちが体育高で良かったわね。体育は運動部で学校認可のイベントに出れば、出席数にカウントできるから……そうねェ。授業は今月残り全部出る前提で、それと──チア部の応援、手伝ったら？　川澄は昔チアやってたんでしょ」

　そんな救済措置を提案してくれる。

　しかし、

「──他の事にさせて下さい。チアだけはイヤです」

　千愛は先生の話に食い気味で、断る。

　その反抗的な態度に、事情を知らない先生はキッと怖い目をする。そして、

「状況分かってんの？　月末締めの欠課数カウント日までに川澄が参加できるイベントは、チア部の応援だけよ。他の部はみんなレギュラーいるんだから。やりなさい」

　と、有無を言わさない態度で命じてくるのだった。




「……失礼しました」

　ムスッとしながら、千愛が職員室を出てスライド扉を閉めると……

　……廊下に。

　舞ま桜おと、直なお子こがいる。

　無言で眉まゆを寄せた千愛に、

「千愛ちゃんが呼び出しを受けてたんで、尾つけてみた」

　理由を聞いてもいないのに、舞桜がニヤケ顔で言ってくる。その手に何やら服の一ひと揃ぞろえぐらいが入りそうな紙袋を提げて。

　千愛を──チア部に引き込む、その糸口を摑つかめたとでも思っているのだろう。

　このチビっこ。この間わざとらしいブリっ子の仕草をしてきた時からなんとなく感じてたけど、妙に熱心だ。

『チアリーダー』を俗称の『チアガール』と言ってたから、シロウトのハズなんだけど。

「あの、盗み聞きする気は無かったんですが……」

　直なお子こは直子で、申し訳なさそうに立っている。

　この先輩は人としてはマジメそうなので、きっと舞ま桜おに引っぱられてきたのだろう。

「ピンチだねー、千ち愛あちゃん」

　舞桜は手を背後で組み、ちょっと腰を屈かがめて千愛を見上げてくる。

　千愛の弱よわ味みを握り、チェスでチェックメイトを掛かけてきたような顔だ。イラッと来る。

「今度は何？　勧誘のやり方、変えたの？」

　千愛はそう言い残し、その場を立ち去ろうとするが──

「チア部のイベントってのは、バスケ部の応援だよ。バスケは一試合、40分。たった40分チアをやれば留年しないで済すむんだよ？」

　すかさず、舞桜がそんな話をしてくる。

　その言葉に、

「……」

　つい、千愛は足を止めてしまう。

　それが留年を阻止する唯一の手段だという事も、分かる。

　でも、だけど。

　チアをやるのは、イヤだ。

　自分と、大好きな姉さんを引き裂いた──

　チアなんかを。

　やるもんか。絶対に。

　唇を嚙かんで、千愛が２人の間を通り抜けると……

　その行く手を、後ろから回り込んできた直子に塞ふさがれた。

「どうか……チア部に力を貸して下さい！」

　メガネの下の目をギューっと閉じて、後輩である千愛に頭を下げ──

　それまでおとなしかった直子が、声を上げている。

　この先輩は……

　チアが好きなんだ。

　チアをやりたいんだ。

　それが、伝わってくる。

　だから今、チア部を潰つぶさないために必死なんだという事も。

　けれど、それはそっちの事情だ。千愛には関係ない。関係ないはずだ──

「──入らないって言ったでしょ！」

　繰り返し勧誘された事もあり、千愛の声も荒くなる。

　いつもはすぐ引き下がっていた直なお子こ先輩だが、しかし今日は違った。

　もう、これが最後のチャンスだと思っているのだ。きっと。

「千ち愛あさんが入ってくれなくても……千愛さんのハイレベルな応援を見れば、誰かが……入ってくれるかもしれない……！　バスケ部の試合は、週末の14日です。部員が３人未満でも廃部にならない猶ゆう予よ期間は、その日までなんです。お願いです、チア部に力を貸して下さい！」

　顔を上げた直子は、千愛を拝んでくる。

「やめてよそういうの！」

　直子の手をバチッと払うと、今度は舞ま桜おが、

「ふーん。じゃあ留年しちゃえばー？」

　押してダメならとばかりに、横から言ってくる。

　小学生みたいなカワイイ顔をしてるくせに、こういう挑発が得意らしい。

　腹が立つ。腹は、立つが……

　腹立たしいのは、つまり舞桜が言ってる事が事実だから。

　この話に乗らなければ、千愛は本当に留年してしまう。

（……っ……）

　やりたくなくても──

　やるしか、ないのか。

　でも。やりたくない。

　グルグルと考え、苦悩を顔に滲にじませていると……

「はい、千愛ちゃんの」

　ぽふ。と、舞桜が紙袋を胸に押しつけてきた。

　千愛は──

　それを受け取ってしまう。

　紙袋の中身が、チアーズのユニフォームだと分かっていながら。









　神か奈な川がわ県は、日本屈指の女子体育高校の密集地だ。これは大正時代、オランダの教育者サラ・ファン・ホーテン女史が当時遅れていた日本女子体育教育を進歩させようと志した政治的活動の名な残ごりである。

　それからおよそ１００年の時を経た、今──４月14日。

　放課後の南高第１体育館に、グレーのブレザーとネイビーブルーのチェックスカートを着た南高生たち、それと、白いセーラー服を着たイレーネ学院の生徒たちが集まっていた。

　南みなみ高こう校こうとイレーネ学院は徒歩圏内にあるほど近所の女子体育校同士で、長年のライバル関係にある。

　今日は、その両校がバスケットボールの県大会予選で対戦するとあって──応援として、双方の生徒が大勢集まったのだ。

　一昨年建て替えられた広い体育館、そこに仮設の雛ひな壇だんを設置してビッシリと並べられたパイプ椅い子すの応援席は、南側が南高校、北側がイレーネ学院の生徒で埋まっている。

　創立99周年になるイレーネ学院は良く言えばレトロで、マンガに出てくるお嬢様学校をそのまま現実にしたような学校だった。直なお子こは何度か行った事があるが、校舎も体育館も国の有形文化財に登録されている優雅な洋館だった。ちょっと、古かったけど。

　なのでイレーネ学院から来た白いセーラー服の生徒たち、特に１年生と思われる子たちは──元々は団だん塊かい世代のためにマンモス校として建てられた、この大きいだけが取り柄の南高の校舎や体育館を見て、少々はしゃいでいる。みなさんお行儀良く、お上品さは保ちつつ。

　一方、南高の生徒たちは……

　これも良く言えば自由な校風でノビノビと放任されてるところがあるので、お喋しやべりしてたり、スマホを見てたり、中にはムシャムシャお菓か子しを食べている子もいる。

　こういうメジャースポーツの応援は、体育校では言わば学校行事。部活の活動日でない生徒は、みんなして行かないといけないような空気がある。なので自発的に来てはおらず、観戦・応援するモチベーションが低い生徒もいっぱいいるのだ。

　グダグダ感のある南高側の観客席前で、直子は──

（今日は、みんなの応援をしっかりリードしなきゃですね……！）

　体を解ほぐすため、舞ま桜おと共にストレッチを行う。

　ストレッチ運動は、筋肉や軟なん骨こつの柔軟性を高め、関節可動域を拡張する。さほど激しい動きをする予定は無いが、運動パフォーマンスを高めるメリットに加え、ケガの予防にもなるのだ。

　──これはチア部の、今年最初の応援になる。

　部員が３人未満でも許される猶ゆう予よ期間は今日までなのだから、ここで良い応援を見せてチア部に新入部員も獲得しなければならない。

　そのような重要イベントで、ケガ人を出したら大変だ。

　特に舞桜は初心者なのだから、ストレッチは入念に行うべきだろう。

　と、ペアで静的ストレッチを行いつつ……

「よく……千ち愛あさんを参加させられましたね。すごくイヤがってたのに。なんだか、まだ信じられない気持ちです」

　舞桜に、そんな話を振ってみる。

　２人から少し離れた所では、千愛が１人で黙々とストレッチを行っている。

　──来て、くれたのだ。今日、川かわ澄すみ千愛が。

　留年しないために、出席数を稼ぎたいからだとは思うけど。

「ああいうタイプは、泣き落としより煽あおる方が効くんですよー」

　童顔に似合う可愛かわいいツインテールの舞桜は、小学生みたいに天てん真しん爛らん漫まんな笑顔をしているが……この子、ひょっとしてけっこう計算高いタイプなのだろうか。

　おかげで助かったワケだが、人は見かけによらないって事かも。

　と、苦笑いしてしまう直なお子この前で……

「ていうか、なんでチアガールのコス着てこなかったのー？」

　舞桜は千愛の方へ、不満げに声を掛かけている。

　ピリピリしてるのが丸わかりの千愛に舞桜が臆おく面めんもなく喋しやべりかけたものだから、直子は少し緊張してしまう。しかし、

「チアリーダーの、ユニフォーム、ですっ」

　チア部員に正しい用語を教えるのは先輩の責務なので、一応ツッコんでおく。

　……実際、舞桜の言う通り……

　３人は、チアーズのユニを着ていない。

　制服にスパッツという組み合わせで、今日の応援をする事になったのだ。

　１人でストレッチをこなす、千愛は──

「さっきも言ったでしょ。着たくないの。そもそもチアなんか、やりたくないのよ」

　舞ま桜おに視線も向けず、ぶっきらぼうに言う。

　千ち愛あが取り合わない事もあり、舞桜は直なお子こに向き直る。

「で、あたしたちもなんで制服なんですかー？」

　どうもチアユニを着て本格的にチアリーダーをやりたかったらしい舞桜が、ほっぺたを膨ふくらませてる。

　こういう所は、怒っててもカワイイ。

　千愛を責めているように聞こえても良くないので、直子は小さめの声で──

「チアリーディングには、統一性が必要です。千愛さんがどうしても着たくないとのことなので、ここは揃そろえましょう。制服でやるチアも、最近はトレンドですから」

　そう言って、舞桜を宥なだめておく。

　実際、チアはユニフォームだけではなく応援の動きそのものが人を元気付けるものだ。

　ユニフォームが無くて制服でチアダンスをやる学校もよくあり、直子の日々のチア動画リサーチによれば、それはそれでけっこうな人気を博している。

　それに、ユニでも制服でも、ジュニア選手権優勝の実力がある千愛がやってくれるなら……その応援は、素晴らしいものになるはずだ。

　と、直子の胸は期待に膨らむ。なんだか、ワクワクしてきた。

　ストレッチが終わると、直子は──

「さあ、試合前に少し、復習の時間を取ります。２人とも、ちょっといいですか」

　と、舞桜と……まだ目を合わせてはくれない千愛を、呼び寄せる。

「チアリーダーは、応援する競技に詳くわしくなければいけません。自校のチームが優勢な時、劣勢な時、反則の発生、時間経過ごとの盛り上げ方など、臨機応変な応援をするためにも──当然、ルールが頭に入っていなければいけないのです。２人とも、私が昨日ラインで送ったバスケのルールは確認しておきましたか？」

　などと語る直子は、このシチュエーションにもちょっと感動してしまう。

　なにせ今まで２年以上、直子には後輩となる部員がいなかったのだ。千愛はまだ正式なメンバーではないとはいえ、先輩として部員にチアを語れる日が来るとは。うれしい。

　と、気分を良くしていたら、

「先輩、どっかの古いサイトをコピペしたでしょ。バイオレーションの罰則規定、２カ所間違ってましたよ。ここが古いのと、ここ」

　言っちゃ何だが、意外な相手に出鼻を挫くじかれた。舞桜がそんな事を言ってきたのだ。

「え、そうだったんですか」

　先輩としての面目が立たない……！

　と思いつつも、直なお子こはマジメなので舞ま桜おからその辺の説明を受ける。

「バスケは２０１５年にルールが改正されたんです。あと、テクニカルファウルのフリースローは１本になったんですよ。ファウルアウトは２回。前は、５回だったんですけど」

　聞けば聞くほど、舞桜は妙にバスケのルールに詳くわしい。

　そんな舞桜を……

　バスケ部の選手たちが、何やらチラチラと見ていた。









　バスケットコートを挟んで、イレーネと南高の生徒がそれぞれの応援席を埋め尽くしている。

　その、イレーネ側の応援席の前に──

　イレーネ学院チア部、青と黄色のチアユニのクィーンズのメンバーが整列していた。

　彼女たちをさらに前から見渡すのは、エースの伊い蝶ちよう白はく亜あ。

　フランス人の祖母を持つ彼女は、金糸のような髪とエメラルドのような瞳ひとみを持つ。もうその時点で一般人と違う。

　誰より美しく、誰よりスタイルが良く、誰より優れたチア技術を備え、誰よりも努力し、誰よりも信頼され、気配りができて、頭脳も明めい晰せきで……

　欠点や欠陥は、無い。本当に、無いのだ。強しいて言えば、ちょっと天然な性格ぐらい。

　だがそれさえも、むしろ白亜の魅力をより完かん璧ぺきなものへと押し上げているような印象がある。

（ああ、白亜さん……今日も、あなたは完璧です）

　その白亜の隣に立つ副エースのリエの服装は、白亜とお揃そろいでイレーネ学院の制服──ワンピースの、白セーラー服である。

　ユニフォームを着てないのは、リエと白亜がチア部の１軍で、今日これからチアを行うメンバーが２軍だからだ。

　リエは鋭するどい眼めで横一列の２軍を素早く数え、

「試合開始５分前です。２軍選抜の24名、揃いました」

　隣の白亜に、時刻ピッタリの報告をする。

　蝶が羽ばたくように、長い睫まつ毛げの目をひとつ瞬まばたいた白亜は──24人のチアリーダーに、

「今日はあなたたちのテストも兼ねてるわ。クィーンズの誇りとプライドを持って、チアなさい」

　透き通るような声、凜りんとした態度で、訓示した。

　２軍の一同が、「はい！」と大きな声を揃そろえる。

　白はく亜あからはそれだけのようだったので、リエは、

「１軍に上がりたければ、ここでパフォーマンスを見せることね」

　そんな現実論を付け加え、彼女らの前から白亜と共に立ち去っていく。

　歩く、白亜についていくと……

　柔らかくウェーブした白亜の長い後ろ髪が、女神の翼のように見える。

　24人の前を威い風ふう堂どう々どうと横切るその姿は、女王の中の女王クイーン・オブ・クイーンズの名にふさわしい佇たたずまいだ。

（白亜さん……）

　その後ろに付き従っているだけで、リエは今日もウットリしてしまう。

　伊い蝶ちよう白亜。

　彼女に初めて会った時、リエは『この世にこんな完全無欠の人がいたのか』と驚きよう愕がくしたものだ。中学チアでは『茅ちヶが崎さきに中なか田たリエあり』と褒ほめそやされていた自信は１秒で崩れ、トラに出会ったキツネのように服従する気持ちになった。

　で、服従してみると、これがまた多幸感のある日々。

　女王様の側近、虎の威を借る狐きつねポジションは、案外いいものなのだ。

　まず、何より、この完かん璧ぺきな白亜のそばにいられる。毎日白亜に会えて、毎日白亜に声をかけてもらえる。これだけでリエは幸せである。

　それと、偉大な人のそばにいると自分まで偉くなったようで気が強くなる。リエは元々気の強い方だったが、白亜の下に付いてからは一層、自分にも周囲にも厳しくなれている。

　それもあり、また、自分以外の者が白亜に目を掛けられるとなんでかムカつくので……リエはクィーンズの選手兼コーチ役を買って出るようになった。クィーンズにはコーチが３人いるのだが、その大人たちを真ま似ねて──１軍に上がりたい２軍、２軍に落ちたくない１軍の人心を意地悪く掌握し、チーム全体のレベル上げに成功している。

　これはコーチたちにも高く評価され、今やリエはクィーンズの不動の副エースである。

　それもこれもクィーンズのため、その女王である白亜のためだ。白亜という人間には、白亜のために働きたい、白亜のために貢献したいと思わせる不思議な力がある。こういうのを、カリスマ性というのだろう。

（本当は、今日も一緒にチアをさせていただきたかったです……白亜様）

　できればもっと服従するために『白亜さん』じゃなくて『白亜様』って呼びたいけど、そしたら周りにアブナイと思われそうなのでリエはやめている。今、つい心の中で呼んでしまったが、やっぱりしっくり来る。何とかして、みんなで白亜様って呼ぶ事にできないかな？

『白はく亜あ様』

『何かしら、リエ』

『何でもありません。白亜様』

『おかしなリエ。ウフフ』

『ウフフ。白亜様』

　などと、幸せな脳内トークを勝手に……白亜の真後ろでやってるのは我ながらちょっと危険人物っぽいものの……繰り広げて、コッソリ笑顔になっていたリエが──

　サッ、と、その表情を曇らせる。

　──見えたのだ。

　あの女が。

「アイツ……！」

　つい、声に出てしまった。

　リエが睨にらみ付ける先は、南高の応援席前。

　腰に左右の手を当て、気だるそうにバスケットコートを見ている──

　川かわ澄すみ千ち愛あ。

　あの女だ。

　誇り高きクィーンズのポンポンを、蹴けったやつ。

　それは白亜様を蹴ったにも等しい行為。あの女は、重罪人である。

　リエの声で、白亜も……千愛の存在に、気づいたようだ。白亜のエメラルドグリーンの瞳ひとみが千愛に向けられたのは一瞬だったが、リエは──

　それに、何だかイヤな予感がするのだった。

　この応援合戦が、何か……とんでもない事の始まりになりそうな、予感が。









　──もうすぐ、始まる。

　出席数の補ほ塡てんのためとはいえ……

　やりたくないチアをやらなければならない、イヤな40分間が。

「あの、ポンポンを……」

　直なお子こ先輩が近づいてきて、チアーズの金色ポンポンを２つ渡してこようとする。

　メタルテープの房ふさを丁寧に磨いた、キレイなポンポンだ。

　だが、千ち愛あはそれに背を向けて片ヒザを付き、

「家にあったのを持ってきたから。借りは作りたくないわ」

　と、自分のスポーツバッグを開けた。

　中には、姉がチアーズ時代に使っていた同じポンポンがある。

　チアをやるのがイヤで乱れる心を抑えながら、それを手にしつつ……

（負ければいいのよ）

　千愛は何の罪も無いバスケ部の女子たちをチラッと見て、その顔に一瞬、悪どい笑みをよぎらせた。

（ううん、負けさせてあげるわ）

　──『応援』が勝敗に無関係で、選手だけが頑張れば勝てるというのは大間違いだ。

　応援勝ち・応援負けという言葉もあるように、応援が戦力になる事は経験でも知られてきた。現代のスポーツ心理学では、良い応援がアスリートの筋力・バランス系・持久力を軒のき並なみ高める事も統計的に証明されている。

　応援は選手に「注目されている」「賞賛されている」という快感や昂こう揚よう感を与え、交感神経を亢こう進しんさせ、血圧を高め、血液を脳と筋肉に集めて、心身を活性化させる。

　反対に、敵に良い応援が行われていると、選手はフラストレーションを溜ためる。重圧や動揺は脳に無駄なカロリーを消費させ、スタミナの低下を招き、パフォーマンスを下げる。

　審判の心証もバカにならない。審判も人間なので、際どい判定で会場の空気に流されることは往々にしてある。その流れを作るのもまた、応援だ。応援が盛り上がるホームでの試合は、アウェーでの試合より勝率が──世界平均だと──野球で12％、ラグビーで16％、アメフトで18％、サッカーでは20％も高まる事が知られている。いわゆるホームアドバンテージというものの裏には、応援の存在があるのだ。

　チアリーダーとはその応援を先導リードし、会場全体を戦力に引き込む勝利の女神。彼女らの応援が人を勝利に導く事は、出で来きるのだ。世間で思われているより、遥はるかにハッキリと。

　そして、恐ろしい事に……

　──その逆も、出来るのだ。千愛ぐらいのレベルになると。

　全体の応援を挫くじき、選手の志気を削そぎ、負けさせる事が。

　そもそも、イレーネ学院のバスケ部は南高よりやや強い。放ほうっておいても負けるだろう。

　それなら、むしろ惨敗させて──

　チア部の評判を落とし、潰つぶしてしまおう。

　確か今日中にあと１人部員が集まらなければ、廃部になるらしいし。

　そうすれば、もう煩わずらわしい勧誘に遭あうこともなくなるんだ。




　──ポンポンを手にした３人が、南高応援席の最前列、さらにその前のコート外に立つ。

　直なお子こを中心センターに、左に舞ま桜お、右に千ち愛あ。

　相あい対たいするのは、クィーンズのチアリーダー。３人１組の８班エイトグループスインナロー。しかし、白はく亜あの姿は……観客席、その貴き賓ひん席みたいな中央にある。つまり出ているのは２軍って事だ。

（イレーネにとっては、チアも本番じゃなくて予選ってことね）

　そこは千愛的にはどうでもいいのだが、面白くなさには拍車がかかる。

　バスケットコートに、南高とイレーネの選手たちが立ち……

　緊張感に一瞬、会場からざわめきが消える。

　そして──試合開始のホイッスルが鳴った。

　わぁああぁー！　と、観客席から応援の声が上がる。

　その声に負けない勢いで、

「ヒュー！　イレーッ、ネ！」

　──始まった。

　イレーネ学院クィーンズのチアが。

　チア経験の長い千愛には分かる。

　よく練習した、巧みな掛け声イエールだ。

　24人がコンマ半秒のズレも無く叫び、声のトーンも明るく元気良く、今の一瞬で客席に応援のスタートダッシュを切らせている。

　その勢いに乗るように、ポンポンを持つ腕を大きく振り回すアームモーション。前線のチアリーダーたちが全身を使って呼びかけ、観客を余さず応援に引き込んだ。

　波のように、イレーネ側からは応援の熱気がコートに降り注ぐ。

　──上う手まい。

　２軍でこれとは。

　さすが県内最強、イレーネのチアだ。

（でも……）

　千愛でないと分からない粗あらではあるが、イレーネ２軍には固さがある。実戦経験が１軍より少ないから？　いや、それ以上に何らかの雑念があるっぽい。

　とはいえ、続くダンスはキレッキレだ。他のダンスとは異なり、チアダンスは愛らしく、楽しく、それでいて統一感があり、力強くなければならない。イレーネのチアダンスでは、それら全すべてが表現されている。

　今や会場の応援は、アウェーのはずのイレーネが先手を取って圧倒している。

「ゴー！　ミナミコー！」

　──直なお子この、掛かけ声。

　チアーズでたった１人の３年として、８倍の敵陣に駆け込んでいくような勇ゆう敢かんさに──一瞬、南高側の客席がどよめく。

　直子がワンテンポ遅れて応援の指揮を執とり始めたのは、単にイレーネの勢いに吞のまれて出遅れただけっぽかったが……チアの戦略上、間違ったタイミングではなかった。不利な状況にある者に手を差し伸べたくなる、心理学でいうアンダードッグ効果が期待できる。

　けれど、それではいけないのだ。

　イレーネも勝利を確信してチアに２軍を使ってきてるように、この試合はどうせ南高の負け試合。それを大敗に導き、チア部のせいにしてやるのが千ち愛あの計画なのだから。

　とはいえ、放ほうっておいても……

　南高チアーズの応援は、波に乗りきらない。

　まず千愛が適当にやっているし──

　舞ま桜おは、シロウト。笑顔は百点満点だし割と動けてはいるのだが、ただ元気なばかりで独りよがりの応援だ。その活気を選手や観客に伝え広げる技術が、まだ無い。

（まあ、初心者にありがちなチアね）

　部長の直子も──

　丸顔やメガネに愛あい嬌きようがあり、腕のモーションや脚のステップは正確で、マジメな性格が感じられるのだけど……経験不足。チームで応援する事に慣れてない。典型的な、１人でチアをやっていた子の動きと言える。

（チアの知識量は豊富そうだったけど。ヘタだわ）

　この状況なら、南高側の応援はプラスに働かない。

　わざわざブチ壊す必要もない。このまま適当にやり続けて、ただ時が流れるのを待っていればいいのだ。そうすれば、イレーネの勢いにやられて南高が勝手に惨敗するだろう。




　バスケの試合展開は、千愛の予想と少し違って──

　イレーネ側に細かなミスが目立ち、南高バスケ部は粘りを見せていた。

　それでも実力差があるため、最終クォーター・残り５分半の時点で……イレーネが僅きん差さで勝っている。

　南高の応援席からは、「あー」という溜ため息いきや「おしい！」という悔しそうな声が多い。

　点差を詰めようとする南高のエースが、３ポイントエリアから果か敢かんにシュートを放つが──入るかと思われたボールはリングを２度弾はじき、イレーネ高のディフェンスに取られてしまう。

（あっ……惜おしい……！）

　腐っても南高の生徒だし、元は応援が仕事のチアリーダーだったので──

　今のには、千ち愛あも悔しさを感じてしまう。

　攻勢に移る仲間を応援するイレーネのチア部・クィーンズに負けじと、声援を送りたくなってしまう。

　しかし──

（……いけない。負けろ、負けちゃえ）

　今回、自分は反対のことをしに来たのだ。流されてはいけない。

　と、千愛は逆の意味で気を取り直す。

　ここはひとつ、南高が勝たないように……それが、チア部の評判を高める事がないように……手を打とう。

　と、千愛は──南高がトラベリングの反則をしてしまったタイミングを見計らって……

　応援を、やめた。

　イラついたように頭を振り、ポンポンを腰に当てて休む。

　それまでもグダグダの動きをしていた千愛が、勝負を諦あきらめたような仕草を見せたのだ。

　それも、南高のミスに失意が起きる絶妙なタイミングで。

　一度も勝ち越さない点差にもどかしい思いをしていた南高の応援席からは、

「あの子、応援やめちゃったよ」

「もう負けって事だよ」

「だよね。あと５分だし、帰ろうか」

　などと、今の千愛を起点に負けムードが広がっていく。

　そこにイレーネのファインプレー、それを称たたえる24人のチアリーダーたちの呼びかけで発せられた観客の「イレーネ！」のコールが畳みかけられる。

　よし。時間切れを待たず──

　もう、勝負はついた。

　もう、覆くつがえらない。

　南高の負けになる。

　小学校・中学校とチア漬けの日々を送ってきた千愛の経験から言っても、最後の５分でこの空気になって逆転できた試合はただの１つもない。

　あとは、諦めた南高からイレーネがどんどん点を奪っていけばいい。

　……いいんだ、それで。









　南高の生徒たちは──もう、ほぼ誰も応援していない。

　応援しているのは舞桜と、隣の直なお子こ、あとはベンチのバスケ部員だけという状況だ。

「イレーッ、ネ！　ビーッBeat、ビーッBeat！」

　聞こえるのは統制の取れた、イレーネのチア。それに導かれどこまでも勢いづいていく、イレーネの生徒たちの声ばかり。

　コート内では、また南高の選手がファウルを取られた。

　その顔は疲れ果て、辛つらそうだ。

「ファイ！　ミナミコー！」

　舞ま桜おは必死に声を出して応援するが、そのたびに笑顔を忘れそうになる自分に気づく。

　その点、隣の直子は常に笑顔を保っている。試合が続いている限り、すなわち、勝てる可能性がちょっとでもある限り──チアリーダーは、笑顔を失ってはいけないのだ。

　だが、その向こうにいる千ち愛あは……

　笑顔を浮かべていない。

　ていうか、チアをやってない。

　冷め切った表情で、不機嫌そうに立ってるだけだ。

　決死の抵抗を続ける南高がシュートを外すたび、だるそうに頭を振っている。

　あれじゃ応援にならない。逆応援だ。

　千愛は──きっと、わざとやっている。

　わざと応援せず、南高を負けるままにしている。

　でも。

　その事で、千愛を責めるつもりはない。

　チアを嫌がる千愛をここへ連れてきたのは、自分たちなんだから。

　そこに立ってくれているだけでも、感謝したいぐらいだ。やりたくない事は分かってる。

　だけど。

　もう一つ、分かっている。

　千愛は──きっと……いや、絶対、ムリをしている。

　だってほら。今も。ううん、試合中ずっと。

　南高がミスしたり、イレーネに得点されたりするたび──千愛は一瞬、その目を逸そらすのだ。まるでそれが、自分のせいだというかのように。

　本当は、応援したいんだ。

　本当は、勝たせたいんだ。

　勝ちたいんだ。この試合に。ううん、別の何かに。

　千ち愛あはその戦いから、逃げてる。背を向けている。

　──だから。

　引っ張り込まなきゃ。

　ムリにここまで連れてきたんなら。

　そのムリを強しいたんなら。

　強いきる。

（あたしと直なお子こ先輩だけが応援しても──ダメなんだ！　みんなで、応援しないと！）

　今、この実戦の場で──

　舞ま桜おが、それを悟る。

　チアとは、チームが一丸となってやるものなのだ。

　１人で応援しても、２人で応援しても、それが全員でない限りダメだ。１人欠けても、ダメなんだ。

　ああ、残り時間が４分を切った。

　点差は、４点。

　その４点差が、遠い……！

「負けるんだよ、もう」

　南高側の客席から、そんな声が聞こえてくる。

　さすがの直子の笑顔にも、今や悲壮感が滲にじんでいる。

　でも、舞桜は諦あきらめていない。

　この試合だけじゃない。

　千愛のこともだ。

　きっと千愛は、絶対、千愛は。

　完全にチアを捨てたわけじゃない。

　それを信じているから──

「ウィンＷＩＮ！　ミナミコー！」

　この局面でも、舞桜は必死に声を出す。

　その瞬間を待つ。

　壁の時計、その秒針が回る。

　時間は止まらない。

（あと２分……！）

　──ゴール下に何とか食らいついた南高の選手が、レイアップ・シュートを決めた。

　点差が、２点に詰まる。

　これにはむしろ、イレーネ側から驚きの声が上がる。この時間帯は──幸運にも、最初から飛ばし気味だったクィーンズの応援が疲労の色を見せたタイミングでもあった。

　イレーネの声が止やんだ体育館に、わあ！　と、南高の観客席の声が滑り込む。

（──今だ！）

　会場の熱が、こっちに移動した。

　今は僅わずかだが、確かに、こちらに火が移った。

　それを爆発させるんだ。それこそがきっと、チアなんだ。

　と、舞ま桜おは──

　──左足でピンとつま先立ちし、曲げた右ヒザを高く上げた。

　そのままポンポンを持った腕を振り子にし、クルリと１回転する。

　舞桜はそれが踵上げルルベ、ピルエット・ターンという技だという事は知らなかった。

　だって、あの始業式の朝、一度見たきりの動きだから。

　観客席の注目が、舞桜に集まる。

　それを察したタイミングで──









　──音。

　それは、音だった。

　小学校の頃、中学校の頃、チアリーディングの練習場にいつも響いていた音。

　体育館の床板を、チアリーダーの足が蹴ける音だ。これは──

（──タンブリング!?）

　体操競技の床運動と同じ、宙返りの音だ。

　反射的に振り向けば、舞桜が。ポンポンを手に、足だけで側方宙返りを切っていた。

　ぎこちなく、危険ではあったものの──本当に、側宙エアリアルだ。出で来きている。目の前を舞桜がクルリと通過していくのを目にして、直なお子こが息を吞のむ。アクロバティックな動きに、南高観客席がどよめく。全すべてが、一瞬の出来事。

　あの始業式の朝、イレーネの女子がやっていた動きとほぼ全く同じタイミングで──

　──宙から降り立ってきた。舞桜が。

　こっちを向いて、千ち愛あのすぐ目の前に着地したのだ。

　舞桜は、千愛を睨にらみ上げていた。

　千ち愛あはただ驚いて、見つめ返すしかない。

　次の瞬間、

「──ゴGーo！」

　叫んだ舞ま桜おは回れ右をして、千愛に背を向ける。

　そして──予想もできなかった事には。

　舞桜が千愛に背を預けるように接近し、中腰になってから伸び上がったのだ。跳はねる、バネのように。

（うそッ……!?）

　千愛の体が、勝手に動いた。

　その手が左右から、舞桜の腰をしっかりと抱き止める。

　小さい頃からこの体に覚え込ませたチアの技記憶が、無意識にそうさせたのだ。

　まるで、チアが──

　千愛を、叩たたき起おこすように。

　予想は出で来きなかったが、舞桜に動かれた瞬間に分かった。

　これはあの朝、イレーネの小柄なトップと白はく亜あが見せたスタンツわざ。

　あの時の白亜と同じように、千愛は舞桜を真上へ投げ上げる。舞桜が飛び上がるのと、全く同じタイミングで。

　背を伸ばしたまま、小さな舞桜が翔とぶ。上へ、上へと──！

　続けて舞桜のシューズを千愛が下から支えると、舞桜は、あの朝のチアリーダーと同じように腰を90度きっかり左に捻ひねって回していく。直立したまま、左ヒザを上げながら。

　ヒラリ、と、舞桜のスカートが遠心力で舞い広がる。

　そのスカートの下で、千愛は舞桜の足をまっすぐ頭上へと突き上げてプレスアツプしていく。

　──慌てて駆けつけた直なお子こは、しかし２人の技を止めなかった。

　舞桜の転落に備え、傍らで保護する動きスポツテイングに回ってくれている。

　千愛も、それでいいと思った。ここまで完成してしまうと、むしろ止める方が危険だ。

　──いくしかない。下段１人シングルベースで、動きを止めずポンプ・アンド・ゴー、放り上げ式トス・アツプ、腕を伸ばしエクステンシヨン──

　トップの子を炬火トーチのように頭上高く掲かかげる、パートナースタンツ。

　──トス・トーチだ──！









　左右のポンポンをＶ字に掲げた舞桜を、千愛が両手で高らかに持ち上げている。

　制服のスカートを蹴けり上げるように左ヒザを上げた舞ま桜おは、今、片足立ち。その右足のシューズだけを、千ち愛あが真下からまっすぐ支えているのだ。

　まるで舞桜が勝利のトロフィーとなり、千愛がそれを掲かかげて栄光を表現するかのような姿──

　それを後ろから見上げる直なお子こは、驚きを隠せない。

　この技が出で来きた事、それだけではない。

　教えていないのだ。舞桜には。

　下段ベースをやった千愛は知っていただろうが、上段トツプの舞桜は知らないはずなのだ。この技を、どうやるのか。

（……舞桜さんと千愛さんが、トス・トーチを……!?）

　出来ている。本当に出来ている。

　それも、美しく。

　──この技は、トス・トーチ。

　チアリーディング固有の組体操、パートナースタンツのバリエーションの１つ。それもトップの片足を抱きかかえるのではなく、高く頭上へ伸ばした両手に載せている。中級者以上の技、プレスアップ・トス・トーチだ。

　完成時の高さは３ｍを優に超え、会場中から見える。

　その頂点で燎かがり火びのように煌きらめくポンポンと、舞桜の笑顔が──

　自由の女神が大洋を照らすがごとく、敗色濃厚な南みなみ高こう校こうを照らし上げる。

　直子がこの技を直じかに見たのは、始業式でイレーネのクィーンズがやっていたのが最後だ。

　その時、舞桜もいた。舞桜は見ていたのだ。トス・トーチを。

（……舞桜さんは、あの時１度見ただけで……!?）

　チア部に入部してくれた、あの日──

　舞桜は、『１度見た動きはすぐマネできます』と言っていた。

　あの時の直子はその話を一笑に付したが、あれは、冗談じゃなかったのだ。

　昔、ネット記事で読んだことがある。生態心理学・知能情報学でいう『動態模写』──他人の動きを見ただけで再現できる特殊能力。その力を持つ者が役者・ダンサー・芸人に希まれにいる事は経験的に知られており、近年の生理学的な調査で彼らは大脳の体性感覚野が異常に発達している事が分かった。ひょっとすると、舞桜も、その１人なのかもしれない。

　──わぁあああぁあぁー！

　という、舞桜への観客の喝かつ采さい。拍手。

　その音で、我に返る。

　舞ま桜おは会場の視線を独り占めにしながら、

「ミナミコー！　──ファイFight！　ウィンWin！　チアァCheer！」

　戦え！　勝てる！　応援を！　と、叫ぶ。

　会場が。そして、選手が。

　──光に照らされたかのように、笑顔を取り戻していく。

　試合は、あと１分──！









　今までの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、一気に応援ムードに変わった会場が──

　千ち愛あに持ち上げてもらった、３ｍの高さから見渡せる。

（……すごい……！　世界が、違って見える……！）

　舞ま桜おの目に世界が違って見えたのは、錯さつ覚かくではない。

　確かに、変わったのだから。

　舞桜の世界は──今、この瞬間から。









　舞桜が、トス・トーチをやった事よりも……

（しまった……あたし、つい……）

　……千愛は、自分がそれを一緒にやってしまった事に驚いていた。

　この試合を負けで終わらせるために、真逆の行動をしていたハズなのに。

　体が、勝手に動いた。

　舞桜を受け止め、高らかに掲かかげてしまった。

　その舞桜を千愛が降ろすと、舞桜はさっきの睨にらみ目ではなく──

　礼を言うような、愛らしいウィンクをしてきた。

　沸わき立つ応援席を見た直なお子こが、

「……サイドライン！」

　このチャンスを逃すまいと、千愛と舞桜に叫ぶ。

　サイドラインとは、掛かけ声による応援のリードの事。

　会場に生じた活気の渦をチアリーダーが導き、波に変えて送るのだ。選手たちの元へと。

　試合は、残り20秒。

　点差は２点のビハインド。

「ミナミコー！」

　直なお子この呼びかけに、

「ゴGーO、ファイトFIGHT、ウWィIンN！」

　舞ま桜おが応じて、２人が声を合わせる。

　２人の声に背を押されるようにして、千ち愛あも……南高側の観客席の方を、向く。

　ああ、見える。

　バスケ部の勝利を──

　友の勝利を願う、たくさんの輝く瞳ひとみが。

「ミナミコー！」

　──再び直子が呼びかけ、

「ゴー、ファイト、ウィン！」

　今度は千愛も、２人と一緒になって叫んだ。もうヤケクソになって。みんなの輝きから、目をそらせなくて。

　初めて、チアーズの３人の応援が一つになり──

　気け圧おされるように、イレーネのシュートがリングに弾はじかれた。そのリバウンドを取った南高の選手が速攻のパスを出す。












　南高のパスが繫つながる。選手が、切り込んでいく。イレーネ側のコートへと。

「ミナミコー！」

　残り10秒。直なお子こが呼びかけ──

「ゴー、ファイト、ウィン！」

　とうとうチアーズだけでなく、南高の観客席が一つになって叫んだ。

　その大合唱サイドラインを背に、南高バスケ部のエースが……ゴールから遠い３ポイントエリアから、ボールに弧を描かせて……

　決めた。

　３ポイント・シュートフロム・ダウン・タウンだ。南高が１点勝ち越した、その次の瞬間。

　──試合終了のホイッスルが、鳴った。









　イレーネが、まさかの敗北を喫した直後──

　この日で一番の大歓声が、向こうの南高側の観客席から巻き起こる。

　啞あ然ぜんとする24人のチアリーダーを見回すリエは、

「……あーもうッ。やっぱり２軍じゃダメね」

　イライラと、吐き捨てる。

　この試合は、序盤からずっとイレーネのペースだったのに。

　そのペースを作り、選手を波に乗せたのは、クィーンズだったのに。

　最後の最後、応援は守りに入るように一瞬単調になり──バスケ部に、トドメを刺させ損ねた。

　その隙すきを突くタイミングで南高チア部が見せたトス・トーチと、それを見て勢いづいた南高の生徒たちに起死回生のムードを作られたのだ。そして南高バスケ部は、その流れに乗って逆転を実現した。

　試合の決着は劇的だったから、南高側では初め何の興味も無さそうだった生徒たちまで大喜びで拍手喝かつ采さいしている。逆にイレーネ側は、この負けを今後しばらく引きずりそうな感じだ。

　トス・トーチの起点となったチビはピョンピョン跳んで、福ふく原はら直子に抱きついて喜んでいる。

　──名前も知らないが、アイツは小さい。

　それだけで、チアリーディングに於おいては優れた上段トツプになる素質がある。

　愛あい玩がん動物みたいに可愛かわいらしくて、染めてるのか知らないがグレージュの髪色も視覚的に目立ってる。

　外見に魅力があり、人目を惹ひくのも、チアの才能だ。

　まだズブの素人らしいが……要チェックかもしれない。

　──それと、川かわ澄すみ千ち愛あ。

　てっきり引退したと思ってたのに。長いブランクのせいか、まるで応援できてなかったくせに。最後のトス・トーチだけパーフェクトに決めて、美お味いしい所を持っていった。

　さらに面白くないのは……

「……」

　その千愛を、白はく亜あが見つめている事だ。今は呆ぼう然ぜんとスコアボードを見てるだけで、結局やる気があったのか無かったのかすら分からない千愛を。

　その目付きは真剣で、普段の大らかな白亜が見せない厳しさがある。

　周りとの実力差がありすぎて、なかなか本気を見せる事のない白亜が──

　──本気の、目をしている。

　エメラルド色の麗うるわしい瞳ひとみが、宿敵を見つめるような熱を宿しているのが分かる。

（やっぱり、白亜さんは川澄千愛に拘こだわってる）

　白亜さんと千愛が小学生時代からライバル関係だった事は、資料を見て知っている。

　完全無欠のチアリーダーである白亜さんが、川澄千愛にだけは勝てなかった事も。

　白亜さんの敵は、アタシの敵だ──とばかりに、リエはギリッと唇を嚙かむ。残念だが、今はそれしかできなくて。









　南高が勝利の余韻に浸る中、舞ま桜おは──

「すっごい……楽しかった！」

　動き続けた疲れも吹っ飛ぶ喜びで、はしゃいでしまう。

「いやー、いきなりトス・トーチなんて組むからビックリしましたよ」

　直なお子こ先輩は苦笑いしながら、冷や汗混まじりの汗をタオルで拭ふいていた。

　一方、千愛は……

　南高が勝ったのに、なぜかまるでイレーネ側の生徒みたいなショック顔をしている。

「──千愛ちゃん！」

　舞ま桜おが声を掛かけると、千ち愛あはハッとこっちを向く。

　なんか、勝った事がまだ信じられないらしい。

「勝ったよ千愛ちゃん！　勝ったんだよ！　大成功だ！　さっきのあたしたち息ピッタリ合ってたね！　千愛ちゃん、もうこれチア部に入るしかないね！」

　流れで千愛がチア部に入ってくれる可能性も、今なら高いはず──

　と、舞桜は千愛に駆け寄って両手でサムズアップする。

　同じ事を考えたか直なお子こも近づいてきて、

「千愛さん。ご存ぞん知じとは思いますが、今日がチア部の存続可否が決まる最終日なんです。３人いれば廃部にならずに済すむんです。あの、改めて……もし、よろしければ……」

　千愛に、チア部への勧誘を試みている。

　しかし、千愛の返答は──

　まず、舞桜と直子からの回れ右。

　それから自分のスポーツバッグにポンポンを収めて、

「まぐれのスタンツひとつで舞い上がらないで。これであたしの仕事は終わり」

　そのまま２人と目を合わさず、キャラメルブラウンの髪を揺らして立ち去っていく。

　未いまだ喜びに沸わく第１体育館の、出入口へと。

「──千愛ちゃん！」

　舞桜の叫びにも──振り返らずに。




　……結局、千愛は舞桜と直子の元を去った。

　チア部には入らない、その意志が固いという事なのだろう。

　廃部の危機は続き、焦る舞桜ではあったが──

　今回のバスケ部のチアは、結果的に成功した。

　直子の考え通り、チアの魅力が観客の生徒たちに伝わった可能性は十分にある。応援に来た生徒たちは試合後すぐゾロゾロ帰ってしまっていたが、彼女たちから校内にチア部の話が広まっているかもしれない。

　だから──

　舞桜と直子は残りの僅わずかな時間、誰かが来てくれるのを待つ事にした。

　チア部の勧誘という事が分かりやすいようにと、チアの衣装に着替え……桜舞う正門の内側に机を置き、先日直子が作っていたチラシを配る。

「皆さんもチアを始めてみませんかー？」

　下校していく生徒たちを狙ねらい、舞桜も直子も元気よくチラシを差し出すが──

　今は４月も中旬。すでに所属する部が決まっている生徒が多く、受け取ってくれる子はいない。周囲にも、まだ他に勧誘しているような部は１つも無い。

　時間がムダに過ぎる内に、最初は笑顔だった舞ま桜おもだんだんと焦り顔になって──

「幽霊部員でもいいんで！　誰か入ってくださいー！」

　口を突いてそんな事を言ってしまうのだが。

「ダ、ダメですよ。名前貸しの人数確保を禁止するため、３人『活動』してなきゃ廃部になる校則なんです」

　と、直なお子こに小声で注意されてしまった。

　そんな２人の前を通って正門を出ていく、練習後のラクロス部員たちが……

「あのカッコ、恥っずかしー」

「チアってスポーツじゃないんでしょ？」

「南高チア部って、マジで人いないらしいよ」

　などと、笑い合っているのも聞こえてくる。

「……」

　チラシを持つ舞桜の手が、微かすかに震える。

　どうしよう。

　寮生は別として、南高は夜８時で完全下校。部活動も８時で原則終了であり、今日その時点で３人の部員がいなければチア部は廃部となる。

　時刻はもう５時半。

　校則上、新入部員は入部届けに自筆し、部長がその届けを受理した時点で部員となるのだが──生徒がいなければ当然、その自筆をしてもらえない。

　１人、また１人と生徒が下校していき……それも、まばらになってきた。

　もう校内に部活動をしてないような生徒が残っている可能性は、ほぼ無い。

　そこに……

　揃そろって乱暴な事で知られる、２年Ａ組のレスリング部の３人が通りかかった。

「あ、ぼっチア」

「こんなとこに机を置くなよ」

「躓つまずくだろ、石ころ」

　ベリーショートの１人が、石を蹴けるみたいに机を軽く蹴ってきた。

「まだ１人でチアやってんのかね？」

「ププっ」

「あれはウケたよな。見えないお友達とチアやってやがんの」

　３人は──どうやら直なお子こが１人でチアを練習してたのを見た事があるらしく、吹き出しながら門を出ていった。

「２人になってたな」

「マイナー競技がムダな抵抗してるよ」

　封ほう建けん主しゆ義ぎ的な体育校にも拘かかわらず、３人は先輩の直子に対して心無い言葉を吐いている。

　門の外からとはいえ、明らかに聞こえる事が分かってる声のボリュームで。

「……」

　それが悔しくて、でもケンカになったら１秒でボロ布みたいにされる事が分かってて、舞ま桜おは……

　もっと悔しいであろう、直子の方を心配して見る。

　すると、直子は──

　──笑顔で、いた。

　悲しみを打ち消すような、いや、ごまかすような……むしろ悲しい、笑顔で。

「──チアリーダーは、常に笑顔でなきゃいけないんですよ。へへ」

「直子先輩……」

「……チアは、確かにまだマイナーなスポーツ。人から誤解を受ける事もあります。でも、私、やりたいんです。黄金時代のチアーズの……百もも愛あ先輩みたいに、輝きたいから……」

　直子は縋すがるような手つきで、チアーズのチームバッグからｉＰａｄを取り出す。

　そして、ブックマークしていた百愛の映像を見ている。

　輝かしい全日本カップで、華々しく煌きらめく──黄金時代の、チアーズ。

　１人１人がダイヤモンドのように輝く、15人の先輩たち。

　そのキラキラした映像を思い出すと、舞桜は……

　……今の自分たちが、ほんとに石ころのように思えてしまう。

　それも、たった２つぶしかない石ころ。

　部員不足で、大会どころか廃部がほぼ確実な状態だ。

　なんという、差だろうか。石ころは石ころのまま終わるしかないのだろうか。永遠に、ダイヤモンドにはなれないのだろうか。

　いや、違うはずだ。

　だって自分たちは、石ころじゃない。人間なんだから。

　人間は、成長できるのだから。変われるのだから。

　だけど──

　それは、真実のはずなのに。

　分かってるはずなのに。直なお子こ先輩も、それが分かってるはずなのに。

　どうして、目にいっぱいの涙を溜ためているのだろうか。

　どうして、笑顔のままで泣いているんだろうか。

「……私、チアを、やりたいんです……この動画を見て、憧あこがれたんです……本当に自分がやりたい事はこれなんだって、思ったんです……でも、チア部が、チアーズが無くなってしまったら……私……」

　直子先輩は、今まで──

　ずっと、耐えてきたんだ。

　たった１人でチアをやって……笑われ、からかわれながら、それでも悲しみや悔しさに耐えて、頑張ってきたんだ。無くなってしまいそうなチアーズを、守ってきたんだ。

　その限界が、あと２時間と少しで訪れようとしている。

　南高チア部が、チアーズが。

　無くなってしまう……！

「……誰か……誰か……」

　もう、学校には──きっと、誰もいない。それでも、直子先輩は呼び続けている。待ち続けている。来るはずもない、誰かを。チアーズのユニフォームを着たまま顔を手で覆おおい、三つ編みを震わせて泣きながら。

「……あたしだって……あたしだって、チアをやりたいよ！」

　とうとう、舞ま桜おも感情的な声を上げてしまう。

　だが、直子は顔を上げただけだ。何かをする事も、何を言う事もできずにいる。

　──打つ手が、無いのだ。もう。

　舞桜は──

　なぜ自分がチアをやりたいのか、語ることはしなかった。

　それはあまりにも舞桜個人の内面に係かかわることだったし、今話しても時間をムダにするだけだと分かっていたから。

　時間は──

　あと、僅わずかだ。

　夕暮れの空を見上げれば、そこにはあの始業式の日にも見た桜がある。

　花は７割ほど散ってしまっており、もう葉桜だ。

「桜が……散っていく」

　落ちてきたピンクの花びらを右手で握りながら、舞桜は、

「時間は待ってくれないんだ」

　独り言するように、自分に言い聞かせるように、呟つぶやく。

　そして、

「……こんな所で待ってるだけじゃ、ダメだよ！　自分で摑つかみにいかなきゃ！」

　叫んで、走り出した。

　──千ち愛あ。

　千愛を、探すんだ。

　もう帰ってしまっただろうけど、そうじゃないかもしれない。

　いや、きっとまだ学校にいる。根拠は無いけど、そんな気がする。

　千愛を説得して、チア部に──

　チアーズに、入ってもらうんだ。

　もう、それしかない。それしかないなら、そうするんだ。何としても！

　直なお子この視線が、自分の背に掛かけられているのが分かる。

　どうして舞ま桜おがこんなにチアをやりたがっているのか──それが分からず、戸惑ってるのも分かる。でも、その説明はできない。









　──日が、沈んでいく。

　いろんな事に、終わりを告げるように。

　千愛は……

　みんなが下校するまで、校舎の屋上でしばらく時間を潰つぶしていた。

　チアをやった事で、誰かに何かを言われるのはイヤだったし……

　特に、イレーネ学院の伊い蝶ちよう白はく亜あ──バスケ部の応援中、ずっと何か言いたそうに千愛をチラチラ見ていた白亜には、絶対会いたくなかったのだ。

　だが、もうさすがに白亜も帰っただろう。イレーネ学院のお嬢様は、夜道を歩きたがらないものだし。

　しかしそっちはともかく、正門には──直子先輩と、舞桜がいる。それは今日の応援に先立って直子先輩と舞桜とグループを作っていたラインに、

［千愛ちゃん今どこ？］

［チア部が廃部になっちゃう！］

［今日が最終日なんだよ！］

［正門のとこに直なお子こ先輩がいるから！　来て！　お願い！］

　舞ま桜おから立て続けに送られてきていたメッセージで、分かっていた。

　なので、南みなみ高こう校こうにあるもう１つの出入口──東門から、こっそり出ることにする。

　スマホには、また舞桜から次々にメッセージが送られてくる受信音がする。

　つまり、まだ新入部員は誰も獲得できていないのだろう。

　何だかその悲痛な音を、聞いていられなくて──千ち愛あはスマホの電源を切り、チェックスカートのポケットにしまう。

　そうして校舎を降り、東門を出ようとした、そこで。

「……っ……」

　千愛は、足を止めた。

　一番会いたくなかった──

　伊い蝶ちよう白はく亜あが、いるのだ。

　正門にチア部がいるのを見て、千愛がそこを通らない事はお見通しだったらしい。頭のいい女だ。

　白亜は腕組みして、１人、東門の脇に立っている。

　千愛が来た事には気付いているはずだが、目は合わせてこない。

　黙って、ただそこにいる。

　千愛は白亜を無視して、門を抜けようとしたが……

「──今日、チアーズにいたわね」

　前を通ったところで白亜にそう声を掛かけられ、立ち止まる。

　まだ、目は合わせない。

　……しばらくしてから、

「で、またチアリーディングをやるの？」

　白亜が再び声を掛けてきたので──

「二度とやらないわ」

　──そう、応こたえる。

「私から勝ち逃げする気？」

　白亜の声には、微かすかな怒りの色がある。

　どこか挑発するようにも取れるセリフに、千愛は振り返る。

　そして、夕ゆう陽ひに透き通るエメラルド色の瞳ひとみを睨にらみ付けた。

「なんであたしにこだわるの。白亜」

　腹立たしくて──そう、問うと。

　白はく亜あもまた、千ち愛あを睨にらみ返してきた。

「私の目標は全日本カップ。その先、東とう京きようオリンピックよ。私はそこで、女王になる」

　この女は……

　天才肌には多いタイプなのだろうが、昔からちょっと何を言ってるのか分からない時がある。今がまさにそれだ。

　とはいえ、白亜は冗談を一切言わない性格。今の言い方も、一切ふざけてない。マジで言ってる。本気で、そういうご大層な目標をお持ちなのだろう。

「女王って」

　千愛はそれを鼻で笑ってやるが、白亜は表情を変えず──

「そのためには、あなたに負けた過去がそのままなのは気が済すまないのよ」

　高１の頃にも何度か言われた事を、繰り返してきた。

　──白亜が、千愛に負けた過去。

　それは９年前の、チアのジュニア大会の事だ。

　あの日、千愛は白亜に勝ち、白亜は千愛に負けた。

　その後──白亜は父親の仕事の都合で、祖父母のいるフランスに主な居住地を移し──帰国した時期も神こう戸べや札さつ幌ぽろに住んでいたため、それっきり千愛と白亜がチアの技を競ったことはない。

　そして、これは千愛も昔資料で見て知った事だが……

　白亜の競技チア経歴には、千愛との対戦を除いて１つの取りこぼしもないのだ。

　リヨン、ミュルーズ、ストラスブール、神戸。去年の全日本カップには海外にいたため不参加だったが、出た大会では全すべて常勝している。優れたチームに所属できていたこともあるのだろうが、それも白亜個人の実力が無ければ叶かなわない事だ。

　その白亜が、生涯１度だけ悔し涙を吞のんだ──

　その相手が、千愛なのだ。

「昔の話でしょ」

　だけれど、千愛と白亜の直接対決は９年も前のこと。

　千愛にとっては楽しくやって、楽しくやっつけた、幼いころの無邪気な思い出話だ。

　しかし白亜にとっては、それが拭ぬぐい去れない出で来き事ごとらしい。

「許してもらえないのよ」

「誰に」

「私によ」

　天才だけど天然な白亜が、また何やら分からない事を言う。

「どういうこと」

「自分に勝ったあなたをそのままにして、女王を名乗る事は──私が、私に、許さない」

　目を逸そらす事なく、白はく亜あが千ち愛あにそう宣言する。

　……プライドの高さ、完かん璧ぺき主義も、ここまで行くとギネスものだ。

　本気で、そういう事になっているんだろう。白亜の中では。

　言い回しがアレで頭の中での翻訳に時間が掛かかったが、白亜が千愛に言いたいのは……再び自分と戦い、負けろという事なんだろう。

　つまり、またチアをやれという意味だ。

「……付き合いきれないわ」

　千愛はそう言い残し、先に目を逸らして──

　改めて、その場を立ち去ろうとする。

　白亜はそれを追うでもなく、

「──百もも愛あさんはどう思うかしらね」

　カードを切るように、姉さんの事を持ち出してきた。

　絶対に触れられたくないそこを触られて、千愛は──

「……あんたに何が分かるのよ！」












　カッとなって、振り返る。

「姉さんはチアのせいでアメリカで大ケガして、そのまま失しつ踪そうしたのよ！　あたしは──姉さんの人生を狂わせたチアが、あたしから姉さんを奪ったチアが、大嫌いなの！」

　川かわ澄すみ百もも愛あ、つまり千ち愛あの姉が突如アメリカで姿を消した事件は……チアリーディングの狭い業界では、知る人は知っている話だ。

　ほとんどストーカーのように千愛にこだわっている白はく亜あが、知らないハズはない。

　事実それを知っていたらしく、白亜は別段驚いた様子もない。

　知っていて、持ち出したのだ。

　白亜の人格から考えて、悪意は無いのだろう。むしろ白亜は、千愛の過去に真剣に向き合っているのだ。ひょっとしたら、千愛本人よりもまっすぐに。

　だけど──千愛の感情は、子供のように爆発してしまう。

　胸に秘めていた想おもいが、口から溢あふれて止まらなくなる。

「──そのあたしに、なんでまたチアをやれって言うの!?　先生も、あんたも、あいつらチアーズも！」

　いつしか千愛は、白亜のセーラー服の白い襟えりを摑つかんでしまっていた。

　怒りと悲しみで、涙ぐむ千愛を──

「……」

　白亜は顔色一つ変えず、睨にらみ返してきている。

　こっちの心の奥底をも見透かすような、エメラルド色の瞳ひとみで。

「──千愛ちゃんの噓うそつき！」

　その、声は。

　背後から、掛かけられた。

　騒いだせいで、見つかったのだ──千愛を探して走り回っていたらしく、息を切らしている舞ま桜おに。

「何よ……！　あたしは噓なんかついてない！」

　千愛は白亜の襟を放し、涙を拭ぬぐいながら八つ当たり気味に喚わめいた。

　その言葉に、赤いチアユニ姿の舞桜が短いグレージュのツインテールごと首を横に振る。

「千愛ちゃんは、自分に噓ついてるよ！」

　自分に……？

「──さっきの試合で分かったよ。千愛ちゃんはチアを嫌ってない！　最初いいかげんな応援してたのはわざと！　千愛ちゃんは、ほんとは、チアが好きなんだ！」

「違うわ！　あんたに何が分かるのよ！　あたしはチアなんかやりたくない！」

「じゃあなんでさっき、あたしを受け止めたの！」

　……！

「なんでチアやったの！」

　舞ま桜おの叫びに──

「それは……！」

　言葉が、続かなくなる。

　白はく亜あが黙って２人を見つめる中、舞桜が言葉を続ける。もう、止まらない勢いで。

「直なお子こ先輩に聞いたよ、千ち愛あちゃんのお姉さんは伝説のチアリーダーだって。それなら、チアをやれば見てくれるよ！」

「……ッ……」

　さっき千愛が白亜に叫んだ事を、舞桜は聞いていたのだ。

　その上で、千愛の心の内を知った上で、叫んでいるのだ。

　白亜と同じで、まっすぐに。

「──全日本カップに出れば、見てくれるよ！　オリンピックに出れば、見てくれるよ！　お姉さんは絶対、見に来るよ！」

　姉さんが。

　見に来る。

　考えもしなかった、そんなこと。

　会いたくて、会いたくて、でも二度と会えないと絶望していただけの千愛は……舞桜のその言葉に、目を見開いてしまう。

　いや、そんな事は起きない。行方不明というのは──

　海外で、行方不明というのは──

　──きっと、姉さんは、もう……この世には……

　考えたくないそこに想おもいが至ってしまい、千愛がパニックになりかけたとき。

　舞桜が、ビシッと──

　人差し指を向けた。

　なぜか、白亜に。

「だいたい！　今日の応援、この人出てなかった！　始業式の日に来た凄すごいチアガールも１人も出てこなかった！　直子先輩が言ってたけど、今日のイレーネの応援団はメインのチームじゃなかったんだよ!?　イレーネに２軍出されて、練習台にされて、悔しくないの!?　あたしたちナメられてるんだよ!?」

　急に矛ほこ先さきを向けられて、白亜もキョトンとしてる。

　天白然亜の次は、バ舞カ桜が来た。話があっちこっち行く。

　だが──

　バカは、本当のことを言う。

　余計な事を考えない分、本質を突いてくる。

　本当に問うべき事を、問いかけてくる──

「──千ち愛あちゃん！　このまま逃げるの!?　チアから一生逃げるの!?」

　舞ま桜おが、迫ってきた。

　その身を迫らせつつ、選択も迫ってきた。

　これには──白はく亜あも『さあ、どうするの』という表情で千愛を見ている。

「……立ち向かうんだよ、千愛ちゃん！　直なお子こ先輩が憧あこがれたチアは、あたしがあの日見たチアは、みんなそんな顔でやってなかった！」

「……ッ……！」

　立て続けに、まっすぐな言葉をぶつけられて──

　千愛はもう、いっぱいいっぱいになってしまう。

　経験した事のない感情が昂たかぶり、胸が破裂しそうだ。

　──そして、混乱のあまり、

「──どいてよッ！」

「きゃっ！」

　千愛は、目の前の舞桜を突き飛ばしてしまった。

　もう、舞桜と白亜の前にいられなくて。

　走って、東門を飛び出す。春の夕ゆう陽ひが、なんでか背中を焦がしてくるように感じられる。

　走って、走って、走って──

　気が付いた時には、自宅のドアを開いて、その中にいた。

　暗い玄関で、両足から力が抜けてしまう。

　スポーツバッグを落とした千愛が、その場にしゃがみ込む。

『百もも愛あさんはどう思うかしらね』

　白亜の──

『チアから一生逃げるの!?』

　舞桜の声が、頭の中に響く。

　千愛は震える手で、スポーツバッグから姉のポンポンを出す。それを搔かき寄よせるように、抱きしめる。

「……姉さん……！」

　涙が、溢あふれてくる。

　眼めを強く閉じると、浮かんでくるのは過去の──

　チアリーディングが大好きだった頃の記憶。

　姉の百もも愛あに憧あこがれ続けた、小さな頃。

　このポンポンを託された、あの全日本カップの日。

『次は千ち愛あの番だよ』

　百愛の声が、ポンポンを抱きしめる胸に甦よみがえり──

　千愛は、泣いた。









　日の暮れた南高は、バスケ部の試合の余韻も消えて静まり返っている。

　暗い構内には……まだ、チアーズのユニフォーム姿の直なお子こと舞ま桜おが残っていた。

　正門そばから机を運んできた直子が、無言で第３体育館へと入る。

　後ろには、２人分のイスを持つ舞桜が続いていた。

　それらの備品はチア部の物だったので、用具室にしまっていると……

　灯あかりの付いている第３体育館へ、女性教諭が最後の巡回に来た。

　先生は中を覗のぞいて直子と舞桜を見つけると、

「早く帰りなさい。ここも、８時過ぎたら閉めるのよ？」

　と、手短に言い残して去っていった。

　直子がその背に、

「はい……」

　元気なく応こたえてから、体育館の壁の時計を見ている。

　時刻は、７時56分──

「結局、誰も来ませんでしたね……」

　消え入りそうな声で、直子が言う。

　しかし──

　舞桜は、短いツインテールごと首を横に振った。

「ううん。来る。きっと来る」

　明るい体育館から、出入口の外──

　暗い、闇やみに包まれた道を見つめながら。

　外には、桜の花びらが月明かりの下で舞っている。

　夜風の中、最後の希望を灯ともすように。

「……千ち愛あさんの事ですか」

　チアーズの赤いユニの背に掛かけられた、直なお子この声に……

　外を見て振り返らないまま、舞ま桜おは頷うなずいた。

「──千愛ちゃんは、いい子なんだよ。なんでかな……放ほうっておけない気がする。放っておいちゃ、いけない気がする」

　川かわ澄すみ千愛。

　チアの名を持つ、あの子は──

　来る。

　きっと来る。

　いや、来なくちゃいけないんだ。

　千愛自身のためにも。

　──チアガールなんか、賑にぎやかしのコスプレだと思ってた。

　でも、違う。チアは応援という、他に類を見ないスポーツだ。真剣勝負の場だ。

　その真剣勝負の場から、逃げちゃいけない。

　千愛は逃げちゃいけない。チアから──自分から──！

「でも、来るでしょうか」

「来る。信じてる」

　直子と舞桜が、言葉を交わす。

　続く静寂の中で、コトン、と壁の時計の針が動く。

　７時57分。

　桜の舞う、暗がりの道に──

「あたし、分かってる。ううん、分かってたよ」

　──その姿が見えてきて、舞桜は言い直した。唇に、笑みを浮かべて。

　ハッ、と、直子も顔を上げる。

　２人が見つめる、第３体育館への道を……

　夜風の中、桜に彩られながら、やってきたのだ。

　まっすぐと、こっちへ。

　その人影が、館内から外に届く光で徐々に見えてくる。

　燃えるようなチアーズの赤いユニフォーム。

　その耳に、先日見たピアスは無い。

　スポーツバッグを提げる手の爪つめは、短く切られている。

　２人を見つめながら、歩いてきた。確かな、足取りで。

　──千ち愛あが。

「……！」

　立てた両手を口に当てて驚く直なお子この隣で、

「よし」

　舞ま桜おはその小さな両手を、固く握りしめた。









　用具室に片付けられていた机に置いた、入部届に──『川かわ澄すみ千愛』と、自筆する。

　迷いは、もう無かった。

　目と鼻の先の自宅からとはいえ、このチアユニで来たのも……舞桜と直子への、それと自分への決意表明だったのだし。

　──チアは、自分と姉を引き裂いた。

　だけど、そのチアに背を向け続けるのは……白はく亜あにも言われた通り、チアを愛した姉の思いに反することだ。もちろん、自分の思いにも。

　だから、もう逃げない。

　チアに立ち向かう。

　それが何であれ、心に傷を抱えて何かに立ち向かうのは、辛つらく、勇気が要ることだ。

　でも、それと同じくらい。

　いや、それ以上に。

　逃げるのも、辛いことだった。

　逃げても逃げても、苦しみから逃れることはできない。心は苦しみと共に、自分の内にあるからだ。この１年で千愛の心の傷は深まり、日に日に自分が腐っていくのが分かった。

　このまま逃げ続ければ、その辛く耐えがたい時間が──

　さっき真っ正面から舞桜に言われた通り、一生続く。

　そんな人生を送るくらいなら。

　どうせ、どっちも辛く苦しい道なら。

　勇気を持って、立ち向かう道を選ぶ。

　人は多かれ少なかれ、みんなそうして、苦しみや悲しみと共に進んでいくのだ。人生のどこかで、何かのきっかけで、その覚悟を決める。いつか誰にも、その時は来る。

　──千愛にとっては、それが今日。

　そのきっかけは……

　あの時、夕ゆう陽ひの中、あの東門で──ああ、千ち愛あは確かに──

　──応チ援ア、されたから。

　同世代で最高のチアリーダー・白はく亜あと、全くの新人チアリーダー・舞ま桜おに。

　その舞桜が口走った、『お姉さんは絶対、見に来るよ！』という言葉……

　何の根拠も無いそれが、今は希望の星のように思える。

　そうだ。全日本カップ。東とう京きようオリンピック。遠い遠い目標になるだろうけど──千愛がそこでチアーズのポンポンと同じ金色のトロフィーやメダルを掲かかげた時、本当に姉さんが現れるかもしれない。いや、姉さんは必ず見に来る。それを信じる。

　姉さんはチアに潰つぶされ、消えた。それでも、姉さんのチアを愛する心はまだ消えてないはずだ。だって、この心からもそれは消えなかったから。何があろうと、千愛が、チアを愛しているから。チアの事では千愛より何でも優れていた姉の百もも愛あも、愛しているはずだ。

　それを、信じる……！

　チアは、そればっかりやってきた千愛と百愛の──絆きずな。

　その絆を、手た繰ぐる。

　姉が歩んだ道を、自分も歩む。

　その向こうに、姉がいることを信じて。

　チアーズ──南高チア部への──

　この入部届けが、その一歩目だ。

「千愛ちゃん……！」

　来ると信じてたと言うように、喜ぶ舞桜が力強い目でこっちを見てくる。

　だけど、あれだけ入部を嫌がってきた千愛は──舞桜の顔を、直視できない。

　心の内はどうあれ、やったことは人生最大の手のひら返し。

　鏡を見なくても、自分が赤面してるのが分かってしまう。

「……誤解しないで。あんたに言われたから来たワケじゃないわ」

　わざとツンツンした口調で舞桜に言い、直なお子こに入部届けを手渡す。

　校則では、直子がそれを受け取ったこの時点で千愛の入部が認められた事になる。

　風に乗って、少し離れたところから複数の鐘の音──

　近隣の住人には時報として親しまれている、イレーネ学院の組み鐘カリヨンの音が聞こえてくる。

　──今、８時だ。

「間に合いました……！」

　千愛の入部届けを抱きしめ、直子が安あん堵どの息をつく。

　これで、活動部員は３人。

　すんでの所で、チア部は廃部にならずに済すんだのだ。

　直なお子こはメガネの下の涙を指で拭ぬぐい、舞ま桜おはこれからの事を考えているのかワクワクした顔になってる。

　そんな２人を半ば無視して、千ち愛あは用具室の中を見回す。

（用具は……）

　──練習用のマットは、信頼できるセノー製。まだ柔軟。カバーも安物ではない。

　──古い物だが、トレーニング用のマシンも各種揃そろっている。

　──先輩たちの手作りらしい『CHEERS!』が１文字ずつ書かれたサインボードもある。

　経験者の目付きでそれらを１つずつチェックしていく千愛に……直子と舞桜が、頼もしそうな視線を向けてくる。

「……」

　チア部は、即日練習が可能な状態だ。

　少し古めかしいが、ここが──

　新たな、熱い、練習場になる。

　と、千愛は体育館に出て……ついてきた直子と舞桜には振り返らず、

「試合はいつ？」

　そう、尋たずねる。

「県大会が夏にあります」

　直子の声が、背に返ってきた。

　県大会。それは姉の百もも愛あも出ていたものだ。

　チアはまだ競技人口が少ないので、県大会に予選は無い。

　むしろ、それが予選なのだ。国立代よ々よ木ぎ競技場の全国大会──あの、全日本カップの。

「年次計画と、演技構成は」

　大会に向けたスケジュールや、そこで行うチアの内容を尋ねると……

「まだ……」

　直子からは案の定の回答があったが、それはしょうがない。

　チア部は数分前まで、廃部の危機にあったワケだし。

「じゃあ、あたしも作るわ」

　練習のプランナー役を買って出ながら、千愛は振り返った。

「簡易なパートナースタンツなら、３人でもできる。舞桜をトップに。あたしがベースで、先輩はスポットお願いします」

　組体操スタンツの上段は、小柄で軽量な舞ま桜お。安定感が求められる下段は、経験の豊富な自分。安全を確保する係──組み体操を解くデイスマウントする時の受け止め役には、堅実な性格の直なお子こ先輩。

　まずはポジションをそう定め、千ち愛あは──

　この２人とスタートを切る、その覚悟を決める。

　全くのシロウトの舞桜、知識だけで経験の無い直子。千愛はこんなレベルのメンバーと組んだ事も無ければ、たった３人しかいないチームに入った事も無い。

　生涯最悪の条件から、始める事になる。

　──でも。

　始まる。

　始めると決めたからには。

　そして、始まるからには──行くしかない。

　ただひたすらに、上へ。今、この時から。









　再び、チアのユニフォームを着た千愛を……

　白はく亜あは、第３体育館の窓から見ていた。

　近くには、クィーンズが帰る時に撒まいたと思っていたリエが戻ってきている。

「──私も、お人ひと好よしね。敵に塩を送ってしまったかしら」

　事実、半分はそうだったのだが……白亜の中では、千愛をチアに引き戻したのは自分という事になっている。

　川かわ澄すみ千愛。

　あの天才が、戻ってきた。

　打ち倒さなければならないライバルが、戻ってきた。

　その事実に胸が躍り、白亜は自分の顔が小さく笑みを形作っている事に気付く。

　今の白亜の言葉を聞き、この笑みを見たリエが──

　同じ窓から、憎々しげに千愛を睨にらみ付けていた。









　──そういえば。

　これは、言っておかなきゃならないだろう。ちっちゃくて可愛かわいくて、そのぶん小こ憎にくたらしい舞ま桜おに。

　さっき、あたしを『噓うそつき』呼ばわりした舞桜に。

　と、千ち愛あは……

「舞桜」

　名指しして、舞桜を見る。

　そう、あれは確かにウソだった。

　千愛は自分にウソをついていた。

　それを見抜かれたからこそ、腹立たしい。

　カワイイ顔して、小悪魔みたいなイヤな子なのだ。この、舞桜というチームメイトは。

　その舞桜と、バスケ部の応援では……何の打ち合わせも無く、非の打ち所のないトス・トーチが組めた。

　まるで運命が２人を引きつけたかのように息がピッタリ合ってしまい、磁力を持つかのように抱きとめ、その全身を文字通りトーチのように掲かかげてしまった。

　千愛はあの時、身震いした。

　このド素人の舞桜が、いつか──人生最高のパートナーになるような、不思議な予感がして。

　この腹立たしい子と、どこまでも行けるような気がして。

　この憎たらしい子と、どこまでも行きたいような気がして。

　そんな自分にイライラする。

　だから、

「さっきウソつきって言われたけど。今は正直に言うわ」

「？」

　キョトンと千愛を見つめ返してきた舞桜に──

　さっき言われたから、言い返す。

　そのつもりで、

「あたしはあんたが大っキライよ」

　そう、宣言してやった。

　しかし、そう言われた舞桜は……意外にも、それこそ小悪魔って感じの笑顔を浮かべた。

　面と向かってキライと言われたのに、笑顔を返せるとは──この子……かわいい顔して、やる子かもしれない。チアリーダーに向いた、腹の据すわった子。

　千愛のその思いは、舞桜が笑顔のまま千愛に返してきた──

　思わぬカウンターの一言で、確信に変わるのだった。

「──あは、またウソついたね」























　──姉さん。

　姉さんがアメリカでいなくなってから２年が過ぎたよ。

　あたしは一時期、あたしから姉さんを奪ったチアリーディングを憎みもしたけど……

　いつか姉さんが見てくれる事を信じて、もう一度やってみる事にしたの。

　姉さんたちも昔いた、チアーズで！










　──横よこ須す賀か警察署、泥酔していた者が入れられる保護室……

　そこで寝ていた沙さ織おりは、婦警の足音と、

「出て下さい。朝ですよ」

　という声で目を覚ました。

　二日酔いで痛む頭に溜ため息いきをつき、婦警に肩を借りて立ち上がる。

　クラッチ杖づえを返してもらい、そこから自力で歩いて行った留置管理課で残りの所持品も署名の後、返却される。ドライ・ジンの入ったスキットルもだ。

　婦警に続いて警察署の外に出ると、外は快晴だった。

　ショートヘアの後ろ頭を搔かきながら大きくアクビした沙織に、

「もう、あまり飲み過ぎないで下さいね？」

　婦警が小言を言い残して、署内に戻っていく。

　それには何も返さず、沙織は右手に持った杖つえを突きながら歩いていく。

　いつも通り、ジーンズのパンツに包んだ足……不自由な右脚をかばいながら、しばらく行き……

　交差点を過ぎ、他の建物で警察署が見えなくなった所で、足を止めた。

　それから、ショートコートのポケットから洋酒の小こ瓶びんを出し──

　口を漱すすぐように、吞のむ。強い酒ジンを、ストレートで。

「ふぅー……」

　少し潰つぶれた箱からピアニッシモを１本出して咥くわえ、傷だらけのライターサロメで火を付ける。

　留置場のような所から出られた解放感で、青空に向けて心地よくノビをして……

　一服できた沙さ織おりは、何か忘れている気がしてスマホのスケジューラを開く。

　そして今日やらなければいけない事を見て──盛大に、舌打ちした。









　横よこ須す賀か中央駅に程近いハンバーガーショップ、ウェンディーズ──

　そのテーブルの１つに、南高チア部の３人が集合していた。

　不機嫌顔の千ち愛あの対面トイメンには、上機嫌な舞ま桜おと直なお子こが座っている。

「──部長！」

　舞桜が直子を呼び、

「もう一度呼んで下さいっ」

　直子が舞桜におねだりし、

「よっ部長！」

　舞桜がまた呼ぶ。

　ちゃんと部員が出で来きて部長になれた直子が嬉うれしいのは分かるんだけど、今朝から２人が何べんもやってるこれ、なんか意味あるんだろうか。

　フレンチフライをくわえつつ、千愛は２人の謎なぞプレイに呆あきれ顔するしかない。

　今日の授業は午前中までだったので、お昼時の店内には他にも南高生がチラホラいる。

　クラスの誰かにこの光景を見られたら、自分までアホだと思われるんじゃないだろうか。

　などと不安がっていたタイミングで、

「千愛さんも！」

　と、眼鏡の奥の瞳ひとみを輝かせる直子からご指名を受けてしまった。

　南高は女子校とはいえ、体育校。体育校の運動部は、上じよう意い下か達たつの封ほう建けん主しゆ義ぎ。先輩命令は絶対なのである。

　うぅ～う～、と、千愛は赤くなりつつも、

「……部長」

　渋々、小声で言う。

　なんか『これを言って』と求められるままに言うのって、異様に恥ずかしい。

「くぅ～！　感動です！」

　一方、直なお子こ先輩は『部長』という言葉の響きにエキサイトしている。腋わきをしめ、握った両手を立てる──チアで言えばダガーのポーズで、体をクネクネさせて。

「なんでそんなに嬉うれしいのよ……」

　舞ま桜おは喜んでやってるが、妙な行為を強要された千ち愛あは耐えきれず尋たずねてしまう。

　ちなみに直子はここに来る前に『私は敬語を使われるのがニガテなので、普通に喋しやべってくださいネ』と先輩命令を下している。自分は後輩の千愛たちにも敬語で喋るのに。

「実は去年の先輩は２人とも進学コースの方で、マネージャーだったんです。チアをするのではなく、チアリーダーの写真を撮ったり、ＤＶＤとか動画を見るのが大好きなお２人で……」

　ああ。いるいる。

　チアリーダーをアイドルとかと同一視して、なぜかは分からないし分かりたくないけどバズーカみたいな望遠レンズを付けたカメラで撮影しまくってくるファンの人たち……

　そういうの、主に男性だけど、なぜかお綺き麗れいな女性にもいるっちゃいるのだ。

「でも今年は選手が３人！　大勢の観客の前で、思う存分チアをやれるんです！　それが私の夢だったんです！」

「ゴー！　チアーズ！」

　有頂天の直子に続けて、舞桜がツインテールを跳はね上げさせてバンザイしてる。

　──校則上、マネージャーも一応『活動している部員』にはなるが、最低人数の３人中２人ともなるとかなりキワドイ。

　そんなスレスレの方法で守られていたようなチア部なのに……

　新入部員の舞桜は、なんで入れて大喜びなんだろう？

「あんたさぁ、なんでそんなにやる気あるの……？」

　モチベーションが高いこと自体は悪くないものの、ちょっとキモチ悪いので、舞桜にもそんな質問をする千愛だったが……

「チアが好きだからだよ！　楽しいからだよ！」

　見た目通り小学生みたいな舞桜の回答は、回答になってない。

　これは聞くだけムダっぽい。

「舞桜さん、チアは楽しいだけじゃないですよ？　華やかで気付かれませんが、運動量は凄すさまじいのです。それはもう、凄まじいんです」

「どんとこい！　みんなでチアガールがんばるぞー！」

「チアリーダーですよぉ」

「あっそうだった。えへへー」

　直なお子こと舞ま桜おはそんな会話をしつつ、仲なか睦むつまじくウェンディーズ・バーガーをパクついている。

　長い間、競技者としてストイックにチアをやってきた千ち愛あには……こういう女子同士のキャッキャとした空気に馴な染じみがない。

　対応の仕方が分からないので、しばらく黙ってレモンジュースを飲むだけだ。

　部長となった直子先輩は、シロウトの舞桜にあれこれ説明するのも楽しいらしく、

「チアリーダーCheerleaderとは応援Cheerの指揮者Leader。チアリーディングとは、それがスポーツ化したもの。そのダンスに特化したのがチアダンスです」

「チアリーディングとチアダンス──その両方の出で来きを競う大会が、全日本カップなんだよね！」

「その通りです！」

　おさらい的に、チアについて語っている。だがそれも、千愛にとっては知ってる話だ。

「──よし、あたしたちの目標は……全日本カップでの優勝だーッ！」

　シロウト特有の無鉄砲さで、舞桜がそんな話をブチ上げる。

　ので、千愛は溜ため息いきをつく。

「……あんたねぇ。現実を見なさいよ。あんたはド素人だし、演技構成も音楽も決まってないし。そもそも全日本カップ出場には、最低７人のチームメンバーが必要なのよ？」

　どうやら舞桜は、大会規則すら読んでないらしい。

　全日本カップとは──

　高校チアの日本一決定戦。主催は社団法人・日本チア協会。後援者団体となる日本チア推進議員連盟には文部科学大臣・内閣総理大臣なんかも名を連ねている、ガチの大会だ。

　優勝だなんて、気軽に言わないでほしい。

　と、否定的な態度の千愛に、

「どんな弱小チームでも、99％負けるとしても──１％の可能性がある。それがスポーツってもんでしょ！」

　舞桜は日本スポーツ界特有の精神論を語るが、

「人数が足りなきゃ参加できないの。参加できなきゃ１％も無いの」

　千愛はあくまで、現実派だ。

　微妙に言い合いになってる千愛と舞桜を、直子が「まあまあ」と仲裁して……

「チアとは応援。まずは仲間を応援しなきゃいけません。目標が高いのも、前向きなのも、良いことじゃないですか。千ち愛あさんも舞ま桜おさんを応援しましょう」

　メガネの下の目をニッコリさせて、お姉さんっぽい口調で千愛に言ってきた。

　への字口になりながらも……先輩命令なので、千愛は舞桜にこれ以上ネガティブな事は言わないでおく。確かに、チアリーダーはポジティブでなきゃいけないものだし。

　それに勢いを得た舞桜は、

「全日本カップに向けて、あと４人──新入部員を勧誘しよう！」

　エイエイオーするような手つきで、右手を上げてる。

　そんな舞桜に笑顔を向けつつ、

「ちょうど来週、講堂で部員勧誘会があるんです。私が申請して、チア部も枠をもらっているんですよ。まずはそこに向けて練習しましょう」

　直なお子こはチア部の直近の活動目標に話を軟着陸させている。

　直子の言う、『部員勧誘会』──４月下旬に行われるその催もよおしには、各部が毎年かなり力を入れる。

　これは部員不足で廃部になってしまった部の元部員や、シーズンスポーツの部活と掛かけ持ちをする生徒、あるいはどこかの部に入ったがすぐ辞めた生徒らを勧誘するための会で、講堂を使って大々的に行われる。チアのようなマイナースポーツの部にとっては、個別に行っていた年度頭の新歓より部員獲得のチャンスが大きいものなのだ。




　──ウェンディーズを後にした千愛は、舞桜・直子と共に第３体育館へ向かう。

　今日からさっそく、部員勧誘会で発表するチアの計画と練習をするつもりで。

　その道すがら舞桜が、

「そういえばチア部って、顧問のコーチはいるの？」

　千愛も少し気になっていた事を、直子に聞いている。

「はい！　全日本カップ優勝世代のチアーズにいた、伝説の選手ですよ」

　直子は元気よく、そう言っているが……

　全日本カップ優勝世代という言葉に、千愛の心が少しざわつく。

　それは、姉の百もも愛あがエースを務めていた世代のことだ。

　天才・百愛が皆のレベルを引っぱり上げたとも言われていたが、あの世代は１人１人が優秀な選手ばかりだったらしい。トップ、ミドル、ベースを問わず、出場した15人全員が綺き羅ら星ぼしの如ごとく。

　そんな元スター選手の１人が、今のチアーズのコーチらしい。

　千ち愛あは姉の事ばかり見ていたので、当時のチアーズの誰かと親しかったわけではなく、面識と言えるほどの付き合いすら無かったのだけど。

「全日本カップの、優勝世代……！」

　そのパワーワードにお目々を輝かせる舞ま桜おの横で、

「今日、来てくれるはずなんですが……うぁ」

　直なお子こが小さく声を上げ、足を止めた。

「……？」

「……んん……？」

　続けて、千愛と舞桜の足も止まる。

　第３体育館の外壁に、背をもたれさせ──

　若い大人の女の人が、地べたに座り込んでいたのだ。

　左足を伸ばし、右ヒザは抱えるようにして、ショートに切りそろえた髪の後ろ頭を壁に預けて目を閉じている。

　一瞬死んでるようにも見えたが、イビキが聞こえた。寝てるっぽい。

　カッコイイ系の美女で、身長は高く、ショートヘアも口元のほくろもセクシーだ。

　体育教師みたいなジャージを着ているし、もし本当に先生だったら女子校では大人気になりそうな容姿なのだが……彼女が先生でない事は、すぐ分かった。よりによって胸元に洋酒のビンを抱っこしているのだ。ここ、学校なのに。

　壁には、杖つえ──腕を固定する輪や、横に突き出たグリップのある──カタカナの『ヲ』みたいな形をした杖が立てかけられている。たぶん、彼女のものだろう。

「……なに。酔っ払い？」

　女子校に不審者が入っている、と、千愛は眉まゆを寄せて引き……

　怖いもの知らずの舞桜は彼女に歩み寄ってしゃがみ、

「あのー、お姉さーん。外部の人は立ち入り禁止ですよー」

　と、声をかける。

　すると、

「……うるさいわね……」

　目すら開けない女は、舞桜を嫌がって寝返りを打つように背を向けた。

　外とはいえ、こんなのがいる体育館でチアの練習をするのは……不安だ。

　と、千愛が生活指導の先生を呼ぼうと考えた時──

「さ、沙さ織おりコーチっ……！　またですか、もう」

　直子の、信じられないセリフが。

　え。

　いま、コーチって言った？

　聞き間違いと思いたかったが、直なお子こは明らかに知り合いとして……このショートヘアの泥酔女に、近づいている。

「な、直子先輩……？」

「コーチ……？　この人が？」

　これには千ち愛あも舞ま桜おも、目を丸くしてしまう。

「あー、お酒くさいですねぇ。また、そうとう飲みましたね？」

　沙さ織おりコーチなる人物はいつも酒を飲んでいるのか、直子は別段それに驚いてない様子だ。

　体を揺すられた彼女は、フラつきつつ……壁に手をついて、主に左足だけを使って立ち上がる。

「……直子。まだチアやってたのか」

　鋭するどい眼めを薄く開けた、沙織……は頭を搔かき、直子に杖つえを渡してもらっている。

　どうやら本当に、この人がチア部のコーチらしい。

　えええ……マジですか。

　引きまくりの千愛をよそに、直子は、

「──見て下さいコーチ。部員が増えたんですよ！　勧誘会にも出るんです」

　沙織コーチに……今あまりしてほしくないメンバー紹介をしてくれちゃっている。

　ただ、千愛は彼女に──特に、この目付きの鋭さに──なんとなく見覚えがあるような気がする。

　そうとは思いたくないが、たぶん本当に全日本カップ優勝世代のチアーズにいた人なのだろう。

　だとすると、姉の練習を見に行った時や、国立代よ々よ木ぎ競技場で向こうも千愛を見た事があるかもしれない。

　とはいえそれも３年前の事なので、

「……」

　沙織は千愛をチラリと見はしたが、別に百もも愛あの話をしたりはして来なかった。きっと、覚えてないのだろう。

　その視線は一瞬の事で、むしろ沙織がなぜか眉まゆを寄せて見たのは──

　舞桜の、目、だった。

　やがて沙織は不機嫌そうに杖を突き、カチャッ、カチャッ、と音をさせながら……

「まともなチアなんて、お前たちにはムリ。特にその小さいのは絶対ムリ。やめな」

　……と、３人の横を過ぎ、そのまま体育館から校外に出る道へと歩いていく。

　その背に、

「な……なんで。小さくたって、チアは出で来きるんでしょ……」

　さっきは沙さ織おりを怖がらず話し掛かけていた舞ま桜おが、妙にこわごわ言っている。

　すると沙織は──

　体を捻ひねるようにして、半分だけ振り返った。

　切れ長の、とても鋭するどい、恐ろしい眼めで。

　そして、

「──あたしがお前のカラダを見たか？　チアスピリッツが無いんだよ、お前には」

　男喋しやべりで舞桜に言い、ゴソゴソとジャージのポケットに左手を入れ……そこから煙草たばこを取り出して咥くわえ、学校内なのに当たり前のように火を付けた。

「チア……スピリッツ……？」

　その言葉を知らないらしい舞桜は、戸惑う事しかできずにいる。

　改めて、咥え煙草で去ろうとした沙織を──

「あの、沙織コーチ。ご指導を……」

　直なお子こ先輩が、引き留めようとする。だが沙織は振り返らず、

「あたしは簡易裁判所の命令で来ただけだ。命令書にあった通り、コーチらしい服装にも着替えて来たからな？　誰かに聞かれたら、ちゃんと来たって答えろよ？」

　カチャン、カチャン、と杖つえを突いて……

　動きの悪い右足を庇かばいながら、立ち去っていく。

「あ、あの……」

　直子が、追いすがるように手を伸ばす。

　それを拒絶するように、カチャン──

　と、沙織は杖で少し大きな音を立てて立ち止まった。

「そんなにやりたきゃ勝手にやれ。ただ、ムリはするな。チアは危険なスポーツなんだ。ヘタクソがムリすると……」

　立ち止まった沙織は、首で半分だけこっちに振り返る。

　そして──自分の右ヒザに一瞬視線を落としてから、

「ケガするぞ」

　冷たく、言い放った。




　顧問をしてくれるはずの沙織は帰ってしまったが、だからといって部員勧誘会に向けて何もしないわけにはいかない。












　すでに大体の台本は直なお子こが作成しており、勧誘会で見せるチアの内容──演技構成も、大まかに出で来きていた。まだチアの基本を習得していない舞ま桜おのためにも、簡単なダンスをする程度のもので──直子から口頭でそれを聞いた千ち愛あも、それには同意した。初心者を勧誘するためには、『自分にも出来そう』という印象を与えるのが大事だからだ。

　とはいえもちろん、その簡単なダンスにも事前の練習は必要だ。

　なので、千愛・舞桜・直子は３人でチアユニに着替え……

　まずはストレッチから、今日の練習を始める。

「ポイントー……アップ。ポイントー……アップ……」

　仰あお向むけに寝っ転がり、バレエの準備運動と似た動きで足首のストレッチを行う。

　部長の直子が掛かけ声し、千愛・舞桜と共に入念な柔軟体操をするのだが……

「なんだよーあの人ぉー」

　足首のストレッチを終えると、舞桜はピョコンと短いツインテールを跳はねさせて腹筋で上体を起こし──頰ほおを膨ふくらまし、文句を垂たれる。

　さっきの、沙さ織おりコーチについてだ。

「ホントに……あれがコーチ？　最悪だわ」

　誰にともなく、千ち愛あも立ち上がりつつボヤいてしまう。

　なんだか直なお子こを責めたような口調に聞こえてしまったか、

「きょ、今日はご機嫌斜めだったんですよ」

　直子は沙さ織おりコーチをフォローするような感じで、２人を宥なだめようとする。

「沙織コーチもケガの事を言ってましたが──確かに、チアリーダーがケガすると観客も選手も凍り付きます。ストレッチはしっかりやりましょう」

　沙織コーチの言い残したセリフを取り繕うように言って、直子は健けな気げな苦笑いを２人に向けてくる。

　この人の良い直子先輩に当たるのもアレなので、千愛は舞ま桜おと素直に頷うなずき……アキレス腱けん、ふくらはぎ、内もも、もも裏、ヒップ、体側、胸、背中、腰、腕、首……面倒だけど大事な柔軟体操を、きっちり全部やった。それが終わると、いよいよ練習だ。

　しかし、いきなりダンスの練習をするわけではない。

　今のチアーズには、全くのシロウト──舞桜がいる。

　舞桜はチアはおろかダンス経験が一切無いので、一から教えてやらないといけないのだ。

　で、そのコーチ役は主に直子が担当する事になった。

「チアの基本姿勢はキヲツケです。背は反りすぎず。猫背にならず……」

「はいっ！」

　直子は舞桜を立たせて、後ろから、横から、その姿勢をチェックしているが……どうも、人にものを教えるのが好きな性格らしい。それはコーチに必要不可欠な才能と言える。

　良い選手が良いコーチになれるとは限らず──千愛は選手としてはともかく、コーチとしての才能を自分に感じた事はない。なので、そこは助かったという気分だ。

「腰を締めて。肩は下げる」

「うー……こうですかー……」

「そうそう。立ち方ひとつで、印象も全く変わるんですよ」

　直子は舞桜がキヲツケをできただけで、パチパチ拍手してあげてる。元々、優しい性格なのだろう。

　そんな２人から、少し離れた所で……これは部長の直子も『もちろん』といった調子でＯＫしてくれたが……千愛は１人、別メニューの自主練習を行う。

　マットの上で、数歩の助走を付けてから──

　──タッ、ダンッ。

　キレイな一直線を描く側転カートウエルの動きで、マットをしっかり手で押し、真上にまっすぐ振り上げた両足を揃そろえ、体を捻ひねりながら着地する。

　ラウンドオフ。通称、ロンダート。

　その後にバク転などを続ける、タンブリングの起動となる技だ。そのため、軽く勢いが余るぐらいが丁度いいのだが……

　トン、とロンダート後に１つジャンプした千ち愛あは、顔を小さくしかめる。

　並のチアリーダーよりはいい動きが出で来きてるだろうが、自分的には不満だ。

　体が、重い。

（……ブランクが長いせいね）

　技自体は体が覚えているから、出来ない事はない。でも、キレが足りない。恥ずかしいぐらいに鈍いロンダートだった。

　偏差値に喩たとえると、75から65に落ちてしまったような感じがある。昔の動きを取り戻すには、かなりのトレーニングが必要だろう。

　今のもきっと、白はく亜あに見られたら笑われる。あれはまだ、75を保っているのだから。

　浮かない表情で、腰に手を当てていると……

「千愛ちゃんカッコイイ！」

「さすがですね」

　それでも、普通に今のスピードでロンダートが出来るのは頼もしく見えたのだろう。

　舞ま桜おと直なお子こが、笑顔で近寄ってきた。

　人から褒ほめられる事も久しぶりだったので、千愛は赤面してしまい……話題を自分から逸そらすため、

「……今日は、ちょっと足もとが滑るわね」

　実際いま感じた事を言うと、それを聞いた直子は──

　しゃがんで、千愛のシューズを確認してくれた。

「チアシューズのグリップは、場所や天気によって違いますからね。気をつけましょう」

　しゃがんだまま、直子は舞桜の足下も確認しようと手を伸ばす。

「シューズも、少しでも緩ければ替え……」

　しかし舞桜は直子の動きに気付いておらず、千愛の手慣れたロンダートに興奮したのか、その場でピョンピョン飛び跳はねた。ユニフォームの短いスカートお構いなしで。

　手を踏まれそうになった直子が「うぉぅ!?」と手を引っ込める。

「なーんかあたしたち、同じユニで揃そろったら、チームって感じ出るよねー！」

　危なっかしいほど天てん真しん爛らん漫まんな舞桜に、ズレたメガネを整えた直子は苦笑いしてるだけ。

　優しいを通り越して、ちょっと甘い部長かもだ。

「……そういえばこれ、今日も着替えたけど。チアユニで練習するの？　うちの部」

　舞ま桜おがユニの話をしたので、千ち愛あは少し気になっていた事を直なお子こに尋たずねる。

「はい。普通の学校だとチアの練習は体操着でするものですが、南高は本番に近い環境でやるのが伝統です。イレーネ学院のチア部もそうらしいですよ」

　そういう所は実戦的らしい。このチア部。

　それはきっと、チア強豪校だった昔の名な残ごりなのだろう。




　直子部長の性格もあり、基礎練習は和わ気き藹あい々あいとしたムードで行われた。物が言いやすい空気の中、舞桜が──

　練習の最後に、組体操スタンツをやりたいと言い出した。

　ちょっと早い気もしたが、勧誘会でもダンスの途中に簡易なスタンツを行う演技予定がある。直子部長は「いいですよ」とすぐ許可したし、千愛も舞桜の高いモチベーションを挫くじかないために軽く試してみる事にした。

「じゃあ前に千愛さんに提案してもらった通り、千愛さんがベース、舞桜さんがトップで、スタンツ。サイド・サイ・スタンドを組んでみましょう」

　サイド・サイ・スタンドは３人で行うスタンツの中では簡易なものであり、勧誘会でも実施する予定だ。

　その完成形は……

　千愛がヒザを突き出し、その太ももに舞桜が片足で立つ。

　で、舞桜が片ヒザを上げ、ポンポンを上に掲かかげる。

　それだけといえばそれだけだ。

　とはいえこれを美しくキメるには、千愛ベースの足の角度ランジが正確である事、舞桜トツプが十分に床を蹴けって素早く千愛のヒザに立つ事など、幾つかの条件を正しく満たす必要がある。

　そのため、千愛もこれが一度で出で来きるとは思っていない。自分はともかく、今いきなり直子にYouTubeの動画を見せられて説明を受けている舞桜には、難しいだろう。

「分かりました？」

「うん。だいたい分かった」

　などと、直子と舞桜が話す中……

「ん」

　と、千愛は片ヒザを突き出すランジのポーズを作って舞桜を手招きする。

　さっそく、舞桜が千愛の太ももの上に左足を乗っけようとして……

「あー……」

　苦笑いして、ポンポンを持った手で短いスカートを押さえる。

　ヒザを上げれば、位置的に……

　下着と大差ない形のアンダースコートが、千ち愛あから丸見えになってしまうからだろう。

　思いっきり、千愛の顔の至近距離で。

　でもそれは、水泳選手が水着姿を恥ずかしがるようなこと。そこを恥ずかしがるとは、舞ま桜おは本当の本当に初心者だ。

　確かに、チアユニで練習して正解だったかもしれない。耐性を付けさせなきゃ。

「……恥ずかしがってるうちは本気じゃない証拠よ」

　多くは語らず、千愛はシリアスに舞桜に告げ……

「う、うん」

　舞桜も、割と潔く吹っ切った。

　スポット──舞桜の乗り降り動作を補助し、不ふ慮りよの転落時に受け止める係──の直なお子こが、２人の後ろで「初うい々ういしいですねぇ」と苦笑いしてから、

「はい。では……トップはベースを、ベースはトップを信じて……せーの、ワン、ツー、ダウン、アップ」

　リズミカルにタイミングを作り。

「はい！」

　ひょい、と、舞桜が。

　千愛に左足を支えられつつ、太ももの上にステップアップしてきた。

　バランスが崩れないよう、直子が舞桜の腰を支えているが……その補助が不要なぐらい、舞桜は普通に片足立ちしている。

　１回で、出で来きてしまった。サイド・サイ・スタンドが。

　舞桜のバランス感覚は、目を見張るほど優れている。地上より高い位置に体を上げる事、跳躍に慣れた者の体たい幹かんだ。

　体育校の生徒だから標準以上である事は期待していたが、これはスポーツ推薦生レベルじゃないだろうか。

　チアの選手に、たまにいる……高さを愛し、高さに愛されたトップ。その素養がある。

　ベースとトップの重心が完全に上下に揃そろうと、ベースは全く重さを感じない──とは、理想的なサイド・サイ・スタンドを組むための標語みたいなものだが……

　いま千愛が感じているのが、まさにその感覚だった。

　千愛はベースやミドルとして何人ものトップを抱き上げてきたが、ここまで重さを感じなかった事はない。これはバランスの良さだけじゃない。舞桜は、軽いのだ。多分、30㎏台だろう。身長から考えても、不自然な体重じゃない。

　──さらに。

　今、千ち愛あと舞ま桜おの重心が磁力を持つようにカチッと揃そろった感覚。

　これは……バスケ部の応援で、いきなりトス・トーチを組めた瞬間にも感じたものだ。

　千愛と舞桜は、合う。

　人と人が妙に気が合う事があるように、千愛と舞桜には身体的な親和性があるのだ。

　合理的な説明はできないが、これはチアに限らず様々なチーム競技に見られる現象。

　野球なら投手と捕手、サッカーならツートップのフォワードにそういう関係があれば、そのチームは強くなれる。この相性の良さは、チアーズが発展する鍵かぎになるかもしれない。

　そんな事を考えた千愛が、ちょっと胸に高鳴りを感じてしまっていると──

「……できた！　すごい……高い……！」

　頭上から、感激したような声が聞こえてきた。

　舞桜が、花が咲いたような笑顔で周囲を見回している。

　千愛もリフトされた事はあるから分かるが、今の２ｍチョイの高さでも……トップには、実際より遥はるか高いところにいるような感覚があるのだ。

　舞桜はそれに怯おびえる事もなく、むしろ楽しんでいるらしい。

　高さを怖おそれず、愛すること。

　それもまたトップの素質だ。舞桜は、トップに向いている。

「……いいですよ！　なんか、いっぺんで出で来きちゃいましたね。上体をブラさず、そこでハイブイ！」

　スポットの直なお子こも驚きつつ喜びつつ、２人の後ろから指示を出してくる。

「あっそうだった！　はい！」

　両手のポンポンをＶ字に掲かかげた舞桜は、サイド・サイ・スタンドが出来た事もあり実に楽しそうだ。

　見る人みんなを楽しい気持ちにさせなきゃいけないチアリーダーは、自分も楽しそうにしている事が求められる。

　素でそれが出来る舞桜は、そこも最初から基本が出来ていると言えたのだが……

「はい、降りてデイスマウント。で、もう一度……」

　と、千愛が舞桜を太ももから降ろそうとした時、

「次、千愛ちゃんの肩に乗りたい！　もっと上に行きたい！」

　高い所が好きらしい舞桜は、抗あらがうように足の重心を崩さない。

　さらにポンポンを持った手で、千愛の頭を台にするように押してきた。

「ちょっ、あんた、ちょっと」

　目元が金色のメタルテープで隠れた千ち愛あは、舞ま桜おを落とさないようにと慌てる。

　舞桜は──楽しんでやってるのはいいが、テンションが上がると歯止めが効かなくなるケがあるらしい。

「それはまた今度。舞桜さんはまだ初心者ですから。ヒザにしときましょうね」

　直なお子こ先輩に、幼稚園の先生みたいに諭されて──「はぁーい」と子供っぽくお返事した舞桜は……

「あははは！　たーのしー！」

　千愛の脚に片足で立ったまま、アンダースコートのオシリを振って小躍りしてる。

　さっきまでスカートの中が見えるのを恥ずかしがっていたのに、もうそんな事はお構いなしって感じだ。なんか、２年ぶりのこっちの方が恥ずかしくなってきた。









　──数日後。

　舞桜は授業が終わるとすぐ、

「これから部員勧誘会でチアやりまーす！」

「ぜひ見に来て下さい！」

「よろしくお願いしまーす」

　直子・千愛と一緒に、南高の構内でチア部の勧誘チラシを配る。

　校舎の外で、道行く生徒たちにチアーズのユニフォーム姿で声を掛かける──先日と同じ事をやっているのだが、今回は大きく違う点がある。

　──チラシを、受け取ってもらえている。

「お願いしまーす。勧誘会でチアやりますー」

　ちょっと人見知りなところがあるのか、少し声掛けに勢いは無いものの──

　入部するまでは一ひと悶もん着ちやくあった千愛も、今はマジメに勧誘してくれている。

「まあ、見るだけなら……」

「バスケ部の応援、良かったもんね」

　ちょっとボーイッシュな所のある千愛は、女子校の南高では人気がある。ちっちゃくてナメられがちな舞桜や押しが弱めの直子よりも、チラシを受け取ってもらえる率が高い。

　また、バスケ部の試合でやった制服チアを見てくれたらしい生徒たちは──今回、割とチラシを受け取ってくれている。舞桜や直子からも。

「やっぱり見てくれた人はチアの印象すごくアップしてるみたいだね」

「今日も、しっかり楽しいムードでやらないとですね」

　舞ま桜おと直なお子こが語りながら、チラシ配りを頑張る中……

　またどこかのクラスの授業が終わり、校舎の玄関からゾロゾロと生徒の一団が出てきた。

　彼女たちも、チアの衣装で立つ３人からけっこうな率でチラシを受け取ってくれる。

　その中に紛れて──

　１人、背の高いショートカットの南高生がいた。

　その髪は、染めたものではない天然のカナリヤ・ゴールド。二重まぶたのブルーの瞳ひとみ、高い腰の位置、反則レベルの巨乳。全すべてが、日本人離れしている。ていうか、どう見ても外国籍の子だ。横よこ須す賀かという土地柄、南高にはアメリカ人の生徒も希まれにいるのだが──

　彼女は、ちょっと驚いた顔で受け取ったチラシに目を通し、

「……Cheerleading...Cheers……」

　と、ネイティブの発音で呟つぶやいている。

　舞桜は、彼女にも勧誘会に来てもらうため声を掛かけようと思い立つ。

　成績は１でも、なぜか舞桜の英語は外人に通じる事で定評があるのだ。

　しかし、その時……舞桜の前を生徒の一団が通りかかり、彼女たちが通り過ぎた時……さっきの金髪の子は、どこかに行ってしまっていた。

　──惜おしかった。それこそ、チアガールが似合いそうな子だったのに。




　南高で、いよいよ今年の部員勧誘会が始まり……

　洋弓を持ってきたアーチェリー部、ビキニ姿で登壇したビーチバレー部、チア部と同様廃部の危機をなんとか乗り越えたらしいフリスビーフライングデイスク部が次々と熱心なアピールを行った。

　今はトライアスロン部が、講堂の舞台上で演説を行っているところだ。

「──近年の南高のスポーツの低迷を、トライアスロンで打開しましょう！」

　タイトフィットのレースウェアを着た部員が、両手を握りしめて語っている。

「水泳部、自転車部、陸上部との掛け持ちも歓迎します！　トライアスロンとはアメリカ海兵隊発祥の競技で、鉄人レースとも呼ばれています。高校生はスイム７５０㎞、バイク２０㎞、ラン５㎞を１日で行い、３種目の合計タイムを……」

　その声をＢＧＭに……

　次が出番のチア部、舞桜と千ち愛あが、チアダンスのステップをおさらいする。

　部員勧誘会は各部ユニフォームでやるのが通例なので、チア部は有利だ。女子力の高い衣装やポンポンをビジュアルでアピールできる。

　さっき洗面室に行った直子はまだ戻ってきていないが、勧誘会にはコーチまたは顧問が来るのがルール。舞ま桜おと千ち愛あから少し離れた壁際には……嫌々来ている態度を隠しもせず、杖つえに寄りかかって、早く帰りたそうに時計を見ている沙さ織おりの姿があった。一目もこっちを見ず、思いっきりアクビを嚙かみ殺ころしている。

「──すっ、すみません」

　という声と共に、舞桜と千愛の所に誰かが来た。

　チアーズのユニフォームを着て、ポンポンを手にしているのだが……

　誰だろう、この黒髪おさげの美少女。

　えっ……ま、まさか……

　と、目を見張る舞桜の横で、千愛もギョッとしている。

　その子は、まるで別人のような美人に見える──

「な、直なお子こ先輩？」

　直子だ。

　メガネを外したら、いきなり美少女になった。昭和の少女マンガみたいな人だ。

「えへへ、コンタクトにしてきました」

　苦笑いしながら、手にしたポンポンで顔をちょっと隠す直子に──

「直子先輩カワイイ！」

「誰かと思ったわよ」

　舞桜も千愛も、テンション高めで笑顔を返す。

「あは、あはは……最後にちょっとですが、私も一緒にチアダンスをする予定ですからね。普段は楽なのでメガネにしてるんですが、本番の時だけコンタクトにするんです」

　はにかんだ直子は、それから真剣な目付きになって──

「生徒、集まってますか？」

　舞台ソデから、客席の方を見る。

　千愛と舞桜も、舞台の緞どん帳ちよう脇から客席側を覗のぞき見ると……

　講堂には、かなりの数の生徒が集まっていた。立ち見もいるぐらいだ。

　今年はこの時期になっても、部を選んでいたり、転部を考えている生徒が多いらしい。

　──チャンスだ。

　うまくやれば、この勧誘会で一気にチア部員を増やせる……！









　部員勧誘会が行われている講堂の、出口付近で──

　白はく亜あはイレーネ学院の白セーラー服姿で、腕組みして舞台を見つめていた。

　今、舞台ソデから客席の様子を覗うかがう千ち愛あの顔が見えた。

（戻ってきたわね、千愛）

　この伊い蝶ちよう白亜が、一度は敗北した相手。

　ただ１人、ライバルと呼べる女ひと。

　それが──川かわ澄すみ千愛だ。

　千愛がチアに復帰してくれるという事は、ゆくゆくは千愛を打ち倒し、あの屈辱を雪すすぐ機会があるという事。

　──嬉うれしい。とても。

　今すぐ隣のリエを巻き込んで、喜びのチアダンスを踊りたいぐらいだ。

　しかしここはよその学校だしやめておく。

　それに、喜ぶのはまだ早い。

　千愛の復活は、まだ不完全。実戦を離れていたブランクから立ち直る時間も与えないといけないだろう。白亜が倒したいのは、今の鈍った千愛ではない。かつて白亜を倒した、完全な、全力の千愛だ。

　それに何より、チアとは１人でできるものではない。チアーズには今、部員が３人しかいないという致命的欠陥があるのだ。

　──自分と千愛が直接対決を行う機会は、もちろん各運動部の応援もあるが……

　最もふさわしいのは、競技チアの大会。

　全日本カップ。その予選となる高校チア神か奈な川がわ県大会が、時期的にも規模的にも決戦の舞台としてこの上ないだろう。

　だが、県大会に出場できるチアのチームは──最低７人。

　今のチアーズでは、半分にも満たない。

（７割る２は３余り１。半分にも満たないわよ、千愛？）

　完かん璧ぺき主義の白亜が、律儀に計算しながら考えていると──

「……今日は生徒会の交流でいらしたのに。白亜さんは少し、川澄千愛を意識しすぎじゃありませんか？」

　隣から──『勧誘会には１人で行くから先に帰ってよし』と伝えたのに、何な故ぜかついてきたリエが声を掛かけてくる。

　白亜が何も応こたえず、黙っていると……

「南高に友人がいるクラスメートに調べてもらったんですが、今の南高チアーズは、部としての体ていを成していません。３年生は福ふく原はら直なお子こ１人だけ。２年が川澄千愛と、新人の浅あさ羽ば舞ま桜お。たった３人しかいない弱小チームですよ。それをわざわざ見に来るなんて……」

　リエはそんな情報を語りながら、こちらを訝いぶかしむような目を向けてくる。

　訝しまれるのも、もっともだ。

　全日本カップでの優勝、さらにその上、世界を狙ねらう白はく亜あが……県大会に出られるかすら分からない泡ほう沫まつチームの偵察に来るのは、客観的には無駄な事。そんなヒマがあるなら、練習に時間を割いた方が良い。

　しかし白亜にとって、千ち愛あを倒さず放ほうっておいたままでは──

　たとえオリンピックで金メダルが取れても、その色が褪あせる。

　つまりここに来たのは、１００％白亜の個人的事情。

　さっきリエが言った通り、白亜は意識しているのだ。自分が同格と認めるチアリーダー、川かわ澄すみ千愛を。

　それでも……

　クィーンズのリーダーとしては、

「──獅し子しはウサギも全力で狩るものよ」

　このように、言葉は選ばねばならないだろう。

　この行為には、合理性があるのだと。

「そんな、南高ごときに……」

　……普段は白亜が何を言っても肯定的なリエが、今日は妙に絡む。

　どうやら損得勘定の他にも、白亜を千愛に拘かかわらせたくない何らかの理由があるらしい。

　とはいえ忠誠心の高いリエは、それ以上は何も言ってこない。

　なので、悪いけど──白亜は敵情視察に集中させてもらう。

　もうすぐ千愛の、チアーズの出番だ。

（県大会出場に必要なのは７人。ここで集められるかしらね。千愛）

　７引く３は４──残り、４人を。









「ご静聴ありがとうございましたッ！」

　トライアスロン部の勧誘タイムが終わり、会場からそこそこの拍手が送られた。

　それからすぐに、生徒会のメンバーによって舞台上のマイクや演台が片付けられる。

　チア部はチアダンスを実演する、と、事前に直なお子こが連絡しておいたからだ。

「以上、トライアスロン部でした。次はチア部の皆さんです」

　生徒会のアナウンスに──

　にわかに、客席がざわついた。

　やはり、先日のバスケ部の応援の効果で期待感があるらしい。他のスポーツと異なり、何より『盛り上がり』が大切なチアにとって、これはありがたい事だ。

　いよいよ本番直前になって……

　千ち愛あは、顧問という事にもなっている沙さ織おりコーチをチラッと見てみる。

　……が、沙織はこっちに全く興味が無いそぶりだ。

　立ったまま寝てるかのように、目を閉じている。

　チア部の今後が懸かかった、重要な発表の場だというのに。

「ううう……緊張してきたー……」

　千愛の隣では、舞ま桜おが似合わない事を言っている。

　だが、分からないでもない。

　この部員勧誘会は、新入部員を一気に獲得する最後のチャンス。失敗は許されない。

　しかもこれは、チアーズがチアユニで正式に行う最初のチアになる。制服チアだと多少粗あらさがあっても親近感で大目に見てもらえるものだが、しっかりユニフォームを着て行うチアがミスだらけだとカッコがつかない。

　などと考えていたら、自分の顔も硬かたくなっていたのだろうか。

　小型マイク付きのインカムを片耳に掛かけた、直なお子こが──

「サークルコール、やりましょう」

　と、千愛と舞桜に提案してくる。

「さ……３人で……？」

　千愛は、頰ほおを引きつらせてしまう。

　サークルコールとは、円陣を組んで士気向上の掛け声を叫ぶ行為。

　他の団体競技でも間ま々ま見られるものだが、３人という少人数でやってるのは見たことがない。

「サークルコール？」

　舞桜はその言葉が分からないようだったが、もう時間も無いので──

「ま、やりましょ」

「論より証拠です。はい、みんな肩組んで」

　千愛と直子が肩を組み、残った手で舞桜を抱き寄せる。それで舞桜にも自分たちと肩を組ませて、円というより三角の円陣を組む。

　まずは頭と頭をくっつけるようにして顔を伏せ、直子が──

「行くぞ、チアーズ、ゴー、チアーズ、ゴーゴー、チアーズ。そこから練習通り」

　サークルコールからの流れで勧誘会の本番に入る、その手順を語る。

　初心者の舞ま桜おが今なおキョトンとする中、千ち愛あは直なお子こと目配せし、

「行くぞ！」

　直子が、大きな声を張り──

「チアーズ！」

　千愛と直子が、声を合わせる。

　それを見た舞桜も、ようやく理解したらしい。

　ここからは３人だ。

「ゴー！」

　直子が声を出し、

「チアーズ！」

　３人が声を１つにした。

「ゴーゴー！」

「チアーズ！　ヒュー！」

　バッと顔を上げ、円陣を解き──

　３人は元気よくホップしながら、スポットライトの下へ飛び出していく。







　──さあ、部員勧誘会の本番だ。

　ここからは今まで練習した通りの動きを、間違えずにやらなければならない。

　まずは直なお子こを中心に、向かって右に千ち愛あが、左に舞ま桜おが距離を取って並ぶ。

「チアーズだよ！」

　３人が全く同じタイミングで、全く同じポーズ──首を傾かしげるように上体を左に傾け、左手のポンポンを左ひだり頰ほおに当て、左足を左に出す、アルファベットの『Ｃ』みたいに見える姿勢──を笑顔で取ると、客席からは、わぁ！　かわいー！　などと歓声が上がる。

　思いっきりブリッコなツカミなのだが……カッコ良さや活発さばかりが重視される本場アメリカのチアリーディングと違い、日本チアでは可愛かわいさで観衆のハートを摑つかむのが鉄板。普段クールでコワイと思われてる千愛がそれをやるギャップも効果的だろう。

　そこで予定通り、生徒会が──講堂に、ダンサブルでリズミカルなチアダンスの定番曲Earthアース, Windウインド &アンド Fireフアイアの"Boogieブギー Wonderlandワンダーランド"を流してくれる。

　３人はポーズを解き、千愛と舞桜だけ直立のポーズで両腰にポンポンを当て──まずはリズムを取る踵かかとの上げ下げだけに動きを留とどめ、注目をセンターの直子に集めさせる。

「──チアはスポーツじゃない、そう思ってる人、いますよね？」

　舞台の奥側に２歩ほど下がった直子の声が、インカムを通じて講堂に響く。

「そうじゃないんです。チアはスポーツを応援するだけでなく、それそのものがスポーツでもあるんです」

　そこで右から千愛が、左から舞桜が──ピンと脚を伸ばして倒立・前転するフォワードウォークオーバーで、直子の前を交こう叉さしていく。これはそこまで高難度の体操技タンブリングではないが、動きがダイナミックで見栄えは良く──

　わぁー！　と、客席が一気に盛り上がった。

　生徒だけでなく、客席の一角にいる先生たちも拍手をしてくれている。

　──摑めている。みんなの心を。

「タンブリングは床体操のようですが、問われるのは完成度だけではありません。チアは『会場が盛り上がったかどうか』も競う、楽しくてユニークな競技なのです！」

　直子が語り、千愛と舞桜はポンポンをシャラシャラ振りながらのチアダンスを披ひ露ろうする。ここにもできるだけ、女の子の心を摑めるように可愛いモーションやステップを多く取り入れたつもりだ。その甲か斐いあって、今や会場の目は舞台に釘くぎ付づけ。誰１人、こっちを見てない者はいない。

　そして……

「チアリーディングの特徴の１つに、スタンツと呼ばれる組体操のような動作があります。スタンツで下になる選手をベース、上をトップといいます」

　初日から練習してきたサイド・サイ・スタンドを見せるため、千ち愛あと舞ま桜おは舞台中央の直なお子この所へスキップで集まる。

　そこで一いつ旦たんマイクを小さく手で覆おおって声を遮断した直子が、

「観客の反応、とてもいいですよ」

　今回のハイライトに向かう千愛と舞桜を励はげましつつ、スポットの位置についた。

「行くわよ、サイド・サイ・スタンド」

　千愛は小声で舞桜に言いつつ、片ヒザを出す。

　舞桜は──「先生たちも見てる」と、独り言した。やや鋭するどくしたその目は、教員たちの方に向けられている。今は、観客の生徒たちに笑顔を見せるべきなのに。

　だが、今は舞桜に注意をしてる場合ではない。

　一度始まったチアは、止められないのだ。

「せーの、ワン、ツー、ダウン、アップ」

　音楽のリズムに合わせて、直子が呟つぶやき──

「──行くよ！」

　舞桜が、床を蹴ける。

　続けて、千愛が舞桜のチアシューズを支えた時。

　舞桜の左足が、練習と違う反発を見せた。

（……!?）

　踏み方が強い。予定よりずっと強い。

　千愛の太ももに立つのではなく、さらに上に上のぼろうとしている。これはサイド・サイ・スタンドの勢いじゃない。

　舞桜の左ヒザを抱こうとした千愛の手にも、舞桜が手を繫つないできた。

　この手で、押し上げろと言うように。

（──段取りと、違う……！）

　千愛がそれに気付いた時、舞桜は左ヒザを振り上げ──

　強引に、千愛の肩へ乗ってこようとする。

　サイド・サイ・スタンドを練習した初日から舞桜が言っていた『千愛ちゃんの肩に乗りたい！　もっと上に行きたい！』、それを、やろうとしている。ぶっつけ本番で。

　これは──ウォークアップ・ショルダースタンド。

　舞ま桜おが千ち愛あの両肩に両脚を載せて立つ、２層２段のスタンツ。完成すれば、舞桜の頭の位置はトス・トーチ並の床上３ｍに迫る。

　確かにショルダースタンドは、サイド・サイ・スタンドより遥はるかに高さがある。観客に与えるインパクトも、ずっと大きいだろう。

　だけど──

　急な事なので、息を合わせられない。

　揃そろっていた舞桜の重心が、後ろにズレつつある。

　後ろから舞桜を支える直なお子こが、息を吞のむのが聞こえる。

「いけるって！　上げて！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんな舞桜が叫んだ時には、もうヘタにスタンツを解こうとするのはむしろ危険な体勢だった。

　両手ともに、舞桜は千愛の手を握っている。

「……ッ……！」

　千愛は、焦りながら──

　その両手を、押し上げる。そうするしかない。

　繫つないだ両手を支えにしつつ、舞桜が千愛の両肩にステップアップしてくる。

　そのまま両ヒザを伸ばし、立とうとしている。

（バランスは……ギリギリ、なんとかできる……！）

　いける。ウォークアップ・ショルダースタンドが……！

　千愛が一瞬、そう思った時。

　なんとか千愛の肩に踏みとどまり、かなり後ろに傾いた姿勢から立ち上がりかけた──舞桜の、右のチアシューズが。

　ずるっ。

　と、脱げてしまった。

「──あっ！」

「ッ！」

　舞桜が、約３ｍの高さから落ちていく。千愛の、背後へ。

　その下にマットは無い。

　サイド・サイ・スタンドの低さなら、そんなものは必要なかったから。

　でも、この高さからの転落は──！

　──スポットの直子が、舞桜をキャッチしにかかる。

「……ッ！」

　ぐしゃっ！

　という、破滅的な音。

　チアリーディングの演技中に昔何度か聞いた事のあるその音に、千ち愛あの全身が凍り付く。

　コキィーン！　という……

　直なお子このインカムが落ちた音が講堂内に響き、キャー！　という悲鳴が客席から上がる。

　青ざめて振り返る千愛の目には、舞ま桜おに上から潰つぶされるようにして倒れた……直子の姿が、あった。

　直子は、舞桜をキャッチしきれなかったのだ。

　急に行われた高度のある技、チェック不足だったシューズが脱げてしまうアクシデント、全すべてが想定外だった上に──初心者の舞桜の落ち方が、悪かったから。

「……！」

　姉さんの事故も、こういうものだったのだろうか。

　あれから二度と帰ってこなくなった、百もも愛あの事故も。

　それが頭をよぎり、千愛は悲鳴を上げそうになる。

　──その視界に、飛び込んできた者の姿があった。

　杖つえを突いて駆けてきた、沙さ織おりコーチだ。

　さっきまでこっちをほぼ無視していた沙織だが、この事態への対処は誰よりも早かった。

　折り重なるように倒れた舞桜・直子の傍らに屈かがみ、舞桜の片腕を摑つかんで乱暴にどかしている。

「……い、いたた……ッ……」

　転落した舞桜は、無事のようだ。

　沙織は最初からそれを見抜いていたらしい。

「……」

　舞桜の下になっていた、直子は──

　仰あお向むけに倒れ、失神していた。

　その顔から首にかけてが、血に濡ぬれている。

　紅白を基調としたチアーズのユニフォーム、その白い部分が、鮮血に染まっている。

　──このアクシデントに、生徒会のメンバーが音楽を止めた。

　そのせいで、客席のざわめきが一層大きくなっていく。

　慌てて、千愛は直子の元に座り込む。沙織に首を固定されながら上体を抱き起こされた直子の胸元には──血だまりができていた。甚はなはだしい出血は、主に直子の鼻から出たものらしい。沙さ織おりはまず、直なお子このノドが血で詰まらないよう頭を立てて流し出させたのだ。

　ようやく起き上がり、その光景を見た舞ま桜おも──

「先輩……！　直子先輩！」

　真っ青になって直子に飛びつき、震えながら叫んでいる。

「血は鼻血だ。それより首をやってる。ヘタに触るな。担たん架かだ」

　取り乱す舞桜を冷静に諫いさめた沙織が、集まってきた生徒会員たちに指示をする。

　しっかりした手つきで直子の体を支える沙織は、普段と違って頼もしかったが……

　パニックになった講堂の観客までもは、抑えられない。

「ちょ、ちょっと。あれ、血？」

「動いてないんだけど。死んだ!?」

　血まみれの直子の顔が見えた事で、生徒たちの混乱に火が付く。

　講堂が騒ぎになる中、生徒会が保健委員に連絡を付けて担架を持ってきた。その担架に載せられた直子が、舞台ソデへ運ばれていく。

　千ち愛あと舞桜は、意識が戻らない直子にすがりつくようにして一緒に舞台を去る。

「──保健室ってレベルじゃないな。救急車を呼べ。あたしも行く」

　杖つえを突いて歩きながら直子を診る沙織が、保健委員にそう言う。












　今やもう、生徒たちのざわつきが……講堂に充みちている。

　ああ……おしまいだ……！　なにもかも……！









　チアーズは、ついこの前に復活したばかりの急造チームだ。

　どうせ、ロクなチアは出で来きないだろうと思っていたが……

　まさか、流血の事態になるとは。

　一部始終を見ていたリエは、文字通り開いた口が塞ふさがらない。

　隣にいる白はく亜あも表情こそ変わらないが、その目には失望の色がある。

「……おしまいね。帰るわよ、リエ」

　溜ため息いきをつきながら、白亜が踵きびすを返かえす。

　──南高チアーズ。

　白亜さんの貴重な時間をムダに浪費させ、チアリーディングそのものの評判を落とした、出来損ないのチアリーダーたち……！

　重傷者が出てしまったのを目にしてしまった事もあり、少し興奮状態だったリエは──

「どシロウト！」

　誰もいなくなった舞台にそう吐き捨てると、白亜に続いて南高を去っていった。









　沙さ織おりコーチが付き添った直なお子こ先輩は、救急車で近所の外科診療所に運ばれて行き──

　大急ぎで制服に着替えた千ち愛あと舞ま桜おは、横よこ須す賀か市上うわ町まちにあるそのクリニックに駆けつけた。

　……直子はまだ、診察と治療を受けている。

　手狭な診療所の待合室で、その結果をベンチシートに掛かけて待つ。

　気が気じゃない思いで、１時間、２時間が過ぎ……

　時刻は、夜７時になってしまう。

　薄暗い診療所内に灯あかりは少なく、他に人はいない。

「……あたしのせいだ……」

　もう、何度目だろうか。

　シートに座って頭を抱える舞桜の、震える声が聞こえる。

　千ち愛あも俯うつむいて、

（……何もできない……何かできないの……？）

　延々と思い悩むが、答えは見つからない。

　こういう時、自分たちはなんて無力なのだろうか。

　ただ座って、直なお子こがどうなったか聞ける時を待つしかない──

　そんな数時間が過ぎた後……

　……カチャン、カチャン、という杖つえの音に、千愛と舞ま桜おが振り向く。

　そこには廊下からやってきた、沙さ織おりコーチがいた。

　こわごわ沙織を見つめる２人に、

「全治１ヶ月だ」

　医者からそれを聞かされたらしい、沙織の重い声が返ってくる。

　千愛は……

　申し訳なさで、また視線を落としてしまう。涙目の舞桜もだ。

　そんな２人に向けて、沙織は──

「お前たちにチアリーディングは無理だ。部員勧誘会の結果は、顧問やコーチにメールが来たが……あんなもん見せられたんだ、もちろん誰１人として入部希望者はいなかった。チア部は、今日で廃部だ」

　自分のスマホを示しつつ、冷たく言う。

「……廃部？」

　想定外の追い打ちに、舞桜が顔を上げる。

　千愛も驚いて、沙織を見る。

「４月前半の猶ゆう予よ期間を除いて、『活動できる部員が３人いない運動部は廃部』──それが校則だろ。あたしは弁護士に話して、別の学校に行く」

　それだけ言うと、沙織は有無を言わさず──

　杖を突いて、診療所を出ていこうとする。

　──そんな。

　今、始めたばかりなのに。

　今日が最初の発表だったのに。

　これで、廃部だなんて。

　沙織コーチを引き留めようと、舞桜が飛び出した。

「──待って下さい！　あたしがこんな事を言える立場じゃないけど……直子先輩は……今までずっとやりたかったチアを、やっと始められたところなんです！」

　沙さ織おりの行く手を塞ふさぐように立つ舞ま桜おを、

「知るか。ムダなんだよッ」

　グイッ、と、沙織は杖つえを持った肘ひじで乱暴に押しのけた。

　よろけて転びかけた舞桜は、それでも沙織に縋すがり付く。

　軽いパニックに陥おちいり、半ベソになりながら。

「あたしも……あたしには、もうチアしかないんです！」

　そう叫んでいる、舞桜に……

　千ち愛あは、小さく眉まゆを寄せた。

　それは、チアーズを復活させた頃からの疑問。

　いったい何が、そこまで舞桜を必死にさせているのか？

　なぜ、舞桜はそんなにチアをやりたがっているのか？

「大声を出すな、病院だぞ。今は直なお子こしか入院者がいないからって……」

　舞桜を叱しかる、沙織の声──

　それを搔かき消すように、

「コーチ！　ご心配おかけしました！」

　廊下の奥から、ハキハキした声が聞こえてきた。

　──直子だ。

「！」

「……部長！」

　小走りでやってきた直子の姿に、千愛と舞桜が目を見張る。

　水色の入院服に着替えた直子の足取りは、しっかりしていたが……

　首には、肌色のギプスが塡はめられている。

　走って大丈夫なのだろうか。見てるこっちが痛くなってきそうなほど、痛々しい。

　そんな直子は、

「沙織コーチ。私、明日退院して──部活に出ます。治るまで、マネージャーとして活動します。校則上、マネージャーも部員としての活動に含まれるはずですっ」

　アセアセと、沙織にそんな事を捲まくし立てている。

　心配して直子を見る、千愛と舞桜のそばで……

「……」

　沙織は直子と目を合わさず、黙っている。

「私は、沙織コーチたちの──黄金時代のチアーズを見て、チアに憧あこがれたんです。南高をまた盛り上げるためにも、チアーズを……チア部を潰つぶさないで下さい……！　うっ……」

　お願いするため頭を下げた拍子に、直なお子こは首を押さえて呻うめいている。

　やっぱり、ムリをしていたんだ。

　千ち愛あと舞ま桜おが直子に駆け寄り、診察室からは治療を担当していた女医も心配そうな顔で姿を現した。

　そんな中、

「……分かった。しょが無い。校則だしな」

　ソッポを向きながら、沙さ織おりが言う。

　苛いらついた口調ではあるが、ここは……

　どうやら、譲ってくれたらしい。

　ここで直子たちを騒がせると、医者に迷惑がかかる……という理由もあったのだろうが、なんにせよ廃部の件は棚上げしてくれたみたいだ。

「ただし、明日来られたらだぞ。来られなければ今度こそ廃部だ」

　よっぽどチア部のコーチをやりたくないらしく──口をへの字にしつつ、沙織は直子の顔を指さす。

　首の痛みに軽く顔を歪ゆがめながらも、直子は「はい！」と健けな気げに返事をしている。

「──ほら、戻る。今日は一晩入院するって親御さんにも連絡したんだし。悪くなったら明日退院できなくなりますよッ」

　直子の隣に来て注意する女医に、沙織が小さく頭を下げた。

　千愛と舞桜が直子に話したいこと、話すべきことはいっぱいあったのだが……

　直子はそのまま廊下の奥から、２階の入院室に連れられていく。

　沙織は無言で立ち去り、千愛と舞桜は……

　直子、沙織、それぞれの背を見送る事しかできなかった。









　診療所の出入口の外には、道へ降りる３段ほどの階段があった。

　この辺りは建物も密集しておらず、夜は暗い。

　出入口の光にボンヤリと照らされながら、舞桜は──

　その小さな階段に、座り込んでいる。

　もう何もできないから、帰るべきだけど……

　帰れない。

　何かが、罪を犯した自分を引き留める。

　階段の上には、腕組みして何かを考えている千ち愛あが立っていた。千愛もまた、帰らない。別の何かに、引き留められている。

「……ひとつ聞いていい？」

　不意に、千愛が言う。

「なに」

「あんた、なんでそんなにチアをやりたいの」

　──隠してきた、けど。

　いずれは知られることだろう。

　でも……

　勇気がいる。これを話すことには。

　だってそれは、良くない理由だから。不純、だから。

　これを聞かれたら、嫌われる。憎まれる。

　純粋にチアを愛し、心からやりたがっていた直なお子こ先輩にも──

　やりたがってなかったチアにムリヤリ引き込んだ、千愛にも。

　それが、分かる。

　……けれど、もう……

　自分の心と体が暴走して、こんな事にまでなってしまったからには。

　言わなきゃいけないだろう。

　なぜ、チアをやりたいのか。

「──見れば分かるでしょ」

　震える声で、舞ま桜おは言った。

　それが答えなのだ。

「……？」

　千愛は意味が分からないらしく、黙っている。

「あたしは１４５㎝しかないんだよ！」

　舞桜は、立ち上がりながら声を荒らげた。

　もうヤケクソで。八つ当たりで。

　自分は最低だと、自分でも思いながら。

「もう……伸びないんだよ！」

　その言葉を口にした拍子に──

　今まで溜ためこんできたものが、涙といっしょに溢あふれ出てきてしまう。

　目をぎゅーっと閉じて、舞桜は涙を止めようとする。

　でも、止められない。涙も、想おもいも。

　ああ、浮かんできてしまう。沈めていたものが。

　辛つらくて辛くて、考えないようにしてきた記憶が。




　今から４年前──舞ま桜おはバスケットボールのスポーツ推薦、それも特待生待遇で南高の附属中学に入った。

　小学校のクラブ活動で才能を見み出いだされ、それ以後バスケ漬けの日々を送ってきたのだ。

　舞桜は運動神経がズバ抜けていたし、シュートやパスは有名選手のＤＶＤを見ればそのセンスを身につけることができた。中１の頃の舞桜は、バスケ部１年の最有望選手として試合でも大活躍していたのだ。

　だけど、中２、中３と学年が上がるにつれて……

　舞桜は、だんだん……

　弱くなってきた。

　フィールドゴール成功率ＦＧ％、スリーポイント成功率３Ｐ％が伸びない。平均リバウンド数ＲＰＧ、平均ブロック数ＢＰＧもだ。

　周囲のみんなはそれが伸びるから、相対的に舞桜の立場が無くなっていく。

　努力を怠ったワケではない。勉強なんかほとんど全すべて犠牲にして練習に明け暮れたのに、それでも試合でパフォーマンスが発揮できなくなってきたのだ。

　理由は──

　ハッキリしていた。

　背が、伸びなかったのだ。

　中１の頃の舞桜の身長は平均より一回り小さいぐらいだったが、その後いつまで経たっても……そのままだった。周りの子たちは、どんどん伸びていったのに。

　ゴールが頭上にあるバスケットボールには、身長の高さが求められる。それは子供でも分かる、あのスポーツの絶対法則だ。

　それだけじゃない。同じトレーニングをしていても、身長の高低は体重や筋力といった体格面にも大きな違いを生じさせてしまう。

　多少の差ならともかく、20㎝、時には30㎝近くの身長差がある同級生たちと──舞桜のフィジカルには、いつのまにか子供と大人ほどの差がついてしまったのだ。

　それは当然、プレーにも絶望的な影響を及ぼす。

　シュート成功率は他の子たちに追いつかれ、すぐ追い越され、ボールに触ろうとしても当たり負けして弾はじき飛ばされるようになった。

　コートでいくら焦っても、その差はむしろ広がるばかりで埋まらない。

　初めはナンバーワンだった舞ま桜おは、次第に影が薄くなっていき……

　レギュラーの座も、より高身長の選手たちに奪われてしまった。

　スピードやドリブルを磨いても、戦術システムを理解できている事をアピールしても、日に日に、試合に出るチャンスすら減っていく。やっと出られても、活躍ができない。

　そんな失意の時期が続き……

　舞桜は、家でも落ち込む事が多くなった。

　それを見かねた舞桜の母親は、悪い状況を改善するキッカケになればと──わざわざ、東とう京きようのスポーツ科学センターまで舞桜を連れていってくれた。

　身長が伸びない原因が、たとえば食生活のせいや、過度な練習のせいで成長に栄養素を回せないでいるせいではないかと……問診や血液検査を受けた舞桜は……

　その診察室で、あの話を聞かされたのだ。

　そうであって欲しくなかった、あの話を。

「──遺伝です。ＤＮＡ検査の結果、お母様より大きくなる事は無いと思われます」

　医師から告げられた、舞桜の背が伸びない理由は──

　うっすらと、そんな予感はしていた事だった。

　しかし、いざ科学的に証明されてしまうとショックは大きい。

　身長が１４７㎝しかない、舞桜の母は……

　帰り道で、泣いていた。自分のせいだと。

　もちろん母だって好きで背が低いわけじゃないし、それが舞桜に遺伝した事だって偶然だ。決して、親のせいじゃない。

　でも、親は……そんな事にも、責任を感じてしまうようだった。

　それに一層ショックを受けた舞桜は、もう奇跡に頼るような気になって──

　吐き気がして味覚がおかしくなるまで、カルシウムのサプリを飲んだ。ネットの情報を元に、僅わずかな貯金を崩し、中国語で『背が伸びる』的な売り文句が書かれた怪しげな薬を横浜で買ってきた。それさえもカルシウム強化牛乳でお腹なかに流し込んだ。薬を過剰に服用したせいか、髪色がグレーっぽくなってしまったが……舞桜は構わなかった。背が伸びるならと、鍼はりも打った。神社で祈き禱とうもした。相談した親に止められたが、手術も考えた。

　──だけど、全すべての結果はご覧の通りだ。

　今なお、舞桜の身長は中１の頃とほとんど変わっていない。

　そのまま、舞桜は南高へと進学し……

　諦あきらめたくなくて、バスケ部に入った。

　だが高校になると、さらにスポーツ推薦で入ってきた──スラリと背の高い選手たちに、完全に居場所を取られてしまう。

　それはもう……女子大生たちの中に１人だけ小学生がいるような、残酷な光景だった。

　舞ま桜おはいわゆるベンチウォーマー、戦力外の部員に落ちぶれた。試合には１度も出してもらえず、紅白戦ですら舞桜に出番は与えられなかった。やる事といえば、基礎練習と、ただジャマにならないよう座って……出たくてたまらない試合を、指をくわえて見学するだけ。あとは掃除とボール磨きしか、やる事は無かった。

　人は……

　ＤＮＡには、逆らえない。

　リスがどんなに憧あこがれても、キリンになれないのと同じだ。

　モデルみたいに背が高い、大人っぽいレギュラーたちの──

「ねえ知ってる？　舞桜って、バスケの推薦入学だったらしいよ」

「えっそうなの!?」

「いくら運動神経が良くても、あの背じゃね……」

　──そんなヒソヒソ話にも、いつしか慣れてしまう。

　暗く、耐えがたい高校生活が、１ヶ月、３ヶ月、半年……

　……10ヶ月、丸々続いた……ある冬の日。

　今日もボールクリーナーでゴシゴシとボールを磨いていた舞桜は、

「浅あさ羽ばさん、ちょっといい？」

　と、バスケ部の女性コーチから肩を叩たたかれる。

　ついに、その時が来てしまったのだ。




　コーチと舞桜は、第１体育館から職員室の……対話ブースへと場所を移した。

　そこは、衝つい立たてと観葉植物で周りから隠されるようになっている。

　……楽しい話をする場所ではない、という事だ。

　ソファーに座り、舞桜は深く俯うつむく。

　元女子プロゴルファーの教頭先生を連れ、テーブルを挟んで座ったコーチは──

「浅羽さんが練習を１日もサボらず来てるのは分かるんだけど。もう１年間、学校指定の大会に出られてないわよね。うちはこういう学校でしょ。スポーツ推薦なのに『実績』が作れなかった部員は──辞めてもらう規則なの」

　さっそく、切り出してきた。

　割と事務的で、慣れた口調だ。

　こういう通知を過去、他の生徒にもしてきたのだろう。

「……」

　舞ま桜おは、黙って俯うつむく他に何も出で来きることがなかった。

　スポーツ推薦の特待生は、大会出場の実績が無ければ……部に、そして……この学校に、いられない。その規則は、知っていた。

　先生やコーチに罪はないから、怒りは湧わかない。

　こういう事になるだろうという予想は出来ていたので、動揺もそれほどない。

「あなたの学業成績だと、進学コースにも入れられません」

「……」

「一応、用紙は渡しておきます」

　と、コーチが出してきた紙は……

　退部届。

　それと、退学届だった。

　テーブルに置かれたその紙を見て、舞桜は頭が真っ白になる。

　これも事務的に、教頭先生が──

「もちろん、他のスポーツを始めても構いません。レスリング部から柔道部に転部したり、陸上部から野球部の代走専門選手になったりした生徒も、過去いましたからね。ただし、実績が求められるのはどの部でも同じです」

　そう言いながら、舞桜の11歳女児の平均身長しかない体たい軀くを見る。

　それを合図にしたかのように、

「体育校は、挫ざ折せつして転校してく人もいっぱいいるわ。辞めるなら早い方が、やり直しもきくものよ」

　コーチが、『もう諦あきらめて、辞めろ』という意味のことを言う。

　その声が、すごく遠くに聞こえる……

　もうすぐ高２になる今から始めて、この体格で大会出場レベルの実績を作るなんて──

　確かに、不可能に思えた。




　バスケ部を辞めた舞桜は、退学の危機を前にして──

　パニック気味になって、南高の運動部を駆け回った。

　しかし……

　低身長でも活躍できるリベロ制度を頼りに訪れた、バレーボール部には……既に優秀な後衛守備専門の選手が大勢いて、断られた。

　体操部はそれこそ幼稚園の頃から10年以上トレーニングを積んできた生徒たちだらけで、競技未経験を理由に入れてもらえなかった。

　どこの部に行っても、舞ま桜おは──小さいから、競技未経験だからと、笑い混まじりに門前払いされてしまう。

　そうしている内に時間だけが過ぎ、休みがちになってしまった３学期も終わり……

　舞桜は春休みを、ほとんど引きこもって過ごした。

　身長を伸ばす牽けん引いん器や背骨ストレッチャーなど、効果の無かった器具に囲まれた自室で毛布をかぶり、ヒザを抱えて泣いてばかりいた。

　舞桜は……潰つぶれそうだったのだ。

　──チアに、出会うまでは。

　その胸には、何の希望もなかった。

　新学年の１学期が始まる、その日まで。

　自分が何をすればいいのか、見失っていたのだ。

　──あの日、あの瞬間までは。

　南高の校門で初めて見た、イレーネ学院クィーンズのチアリーディング。

　そこでは、自分と同じくらいの低身長の女子が活躍していた。

　それが、光り輝いて見えた。

　──チアガールなんか、賑にぎやかしのコスプレだと思ってた。

　でも、そうじゃなかった。

　チアは、小さくても──どんな女の子でも輝く事ができる、スポーツだったのだ。

　舞桜にとって唯一の、希望の光だったのだ。

『チアって、小さくてもできますよね？』

『はい。もちろんですよ！』

　その希望は、直なお子ことの出会いで確信に変わる。

　チアはマイナースポーツであり、高校から始めても遅くないものだ。直子も快く入部を許可してくれたし、千ち愛あのおかげで部も存続させる事ができた。

　チアは──

　舞桜にとって、救いだったのだ。




　──上うわ町まちの外科クリニック、その入口そばの階段で……

　舞桜は、自分の身に起きた過去を赤裸々に語った。

　千愛は……黙って、それを聞いていた。

　だが舞ま桜おの話が終わると、

「あんたがチアを始めたのは……退学になりたくないからだったの？」

　怒りで僅わずかに震える声で、尋たずねてくる。

　怒るのも当然だ。舞桜はそれを隠し、つまりは──チアを愛する直なお子こや千ち愛あを、騙だましてきたのだから。

　だけど、もうそれは終わりだ。

　言い訳はしない。

「──そうだよ」

　舞桜は立ち上がり、千愛に正面を切って認めた。もう、まっすぐに。

　その態度に、むしろ千愛は頭に血が上ったらしい。

「あんなに……好きだからとか、楽しいからとか言ってたくせに！　ウソつきは舞桜の方じゃない！　あんたは直子先輩を、あたしを、利用したのね!?　自分のために！」

　詰め寄ってきて、捲まくし立ててくる。

「なんとでも言って。最初はそうだったよ」

　これももう正直に、舞桜が言うと──

「……！」

　パシンッ！　と乾いた音がした。

　千愛に頰ほおを叩たたかれたのだ。

　それが、よろけてから分かった。

　でも。

　すぐに、千愛と正対し直す。

　言わなきゃいけない。

　この話は、まだ終わってないから。

　舞桜は──こみ上げる思いを燃やすように、千愛を見つめる。

「でも！　あたしをクビにしたバスケ部を応援した日に……！」

　負けそうだった試合の最後で、舞桜と千愛が行ったスタンツ。

　２人で成功させた、トス・トーチ。

　翔とぶような高さから見た、新しい世界。

　それはチアが見せてくれたものだった。

　チアの名を持つ、千愛が見せてくれたものだった。

「──千愛ちゃんが、あたしを受け止めてくれた、あの時……！　あたしの胸に、言葉にならない……火が……！　炎が、灯ともったの！」

　チアへの想おもいで──

　胸が熱くなる。

　あの時のように。

　舞ま桜おの目からは、心が沸騰したような涙が溢あふれ始める。

　同じ涙でも、さっきの冷たい悲しみの涙とは違う、熱い涙が。

「あれだって、あたしが勝手に始めた事だよ。急にやったのは、正しい事じゃなかった。それでも、あの景色を──千ち愛あちゃんは、見せてくれた……！」

　千愛の瞳ひとみを見つめながら、舞桜が語る。

　あの瞬間、舞桜は、バスケ部にいた頃よりも高い空を見ていた。

　千愛に抱きかかえられながら、支えられながら、チアの空を見ていたのだ。

「千愛ちゃん……お願い。勝手だって分かってる。でも、もう一度あたしに、あの景色を見させて……！」

　最初は、退学になりたくない一心で始めたチアが……

　千愛に抱き上げられたあの時、舞桜にとって新たな夢に変わったのだ。

　チアを……

　続けたい。

　やめたくない。チアをやりたい。チアじゃなきゃイヤだ。今、心からそう思っている。

　だけど……もう、遅いのかもしれない。

　ああ、あたしはどうして……

　もっと純粋に、チアに出会えなかったのだろう。









「……」

　千愛は、戸惑っていた。

　舞桜は、無邪気に見えて計算高い子だ。その計算に自ら振り回されてしまう、不幸な子という感じもする。

　夢を絶たれ、それどころか高校さえ辞めさせられそうになった──そういう辛つらい過去があった事も、理解はできる。

　舞桜が部員勧誘会であんなムリをしたのも、自分を退学にしようとした学校にアピールしたかったからなのだ。自分にはまだやれる競技がある、という事を。

　そして、今……

　舞ま桜おは、泣いている。

　保身のために始めたチアを、あのバスケ部の応援を経た今は好きになって。

　その好きなチアを、続けたくて。

　千ち愛あに、訴えかけてきている。

「千愛ちゃんは……あたしが今も、ウソをついてるって思ってるかもしれない。思っても当然だよね。だけど、そうじゃないの。あたしはもう今は、学校を辞めたくないからとかそんな理由じゃなくて……チアを、続けたいの……！　あの時、本当に、チアが大好きになっちゃったから……！」

「……舞桜……」

「千愛ちゃん。もう一度きりでもいい。あたしを……受け止めて！　受け止めてくれればこの炎が、きっと千愛ちゃんにも伝わる。部長にだって届く……！」

　舞桜は自分の胸を押さえ、千愛を見上げてくる。

　その、小さな体で。

　２人の間に、しばしの沈黙が生まれる。

　あたしには──もう一度、舞桜を受け止める──それが、できるのだろうか。

　トップとベースが信じ合わなければ出来ないチアで、それができるのだろうか。

　迷う千愛に、舞桜は目を伏せ……

「あたしはこの背の話、他の誰にもしたことないよ」

　そう、告白してくる。

　きっとそうだろう。

　今の話は、あまりにも舞桜の内面や個人的なトラウマに深く係かかわりすぎている。余程の事が無いかぎり、人に話せる事なんかじゃない。それを──

「なんで舞桜は、あたしに話したの」

「……千愛ちゃんは、きっと同じことを知ってるから……！」

　同じ事。

　それが何なのか、千愛は気付く。

　今のシチュエーションは、あの時と真逆なのだ。

　チア部が廃部になりかけた日、夕方の東門で舞桜が千愛を励はげましたあの時と。

　千愛と舞桜は、同じ──

　一度は挫折して、もう一度立ち上がろうとしている者同士なのだ。

　あの時は舞桜が千愛を応援して、チアに戻してくれた。

　それは、千愛の気持ちが分かっていたから。

　一度は運命に負けた人間だから、負けそうな人間を負けさせたくない。

　応援したい。

　そう思ってくれたから、なんだ。

　そして、今。

　千ち愛あには、応援しなければいけない人が２人いる。

　１人は、この舞ま桜おだ。

　それと、もう１人……

　──千愛と再び燃える目を合わせた舞桜が、

「あたしがチアをやるのは……もう、自分のためじゃない。たった今から」

　いつしか、煌きらめく金色のポンポンをドラムバッグから取り出している。

　この輝きを、失うものかと。

　２度も輝くものを失うなんて──

　そんな事は、するものかと。

　言うべき事は全すべて言ったとばかりに、舞桜は右手を診療所の２階に向ける。

「部長を応援する。応援しにいく」

　１つだけ灯あかりの付いた、２階の窓──

　そこが、直なお子この入院している病室だ。

「──『応援』って何なのか。沙さ織おりコーチが言ってた『チアスピリッツ』って何なのか。それはまだ、分からないよ。でも、まずは仲間を応援しなきゃ……！　応援したいの！　したいんだよ……！」

　涙を止める事ができないまま、舞桜が言葉を続ける。

「この気持ちを伝えたい。まだ伝えてない。だから……お願い……千愛ちゃん、来て！　チアは、１人じゃできない……！」

　チアは──

　仲間がいないと、始められない。

　仲間がいないと、続けられない。

　──だから。

「……もう泣かないで。泣き顔じゃチアにならないわよ。まあ……あたしも最初は単位のためにチアに復帰してたし。あんたを責めれないわ」

　照れ隠しのため厳しい口調になりつつも、千愛は……

　自分のスポーツバッグから、お揃そろいのポンポンを取り出した。

「……千愛ちゃん……あたしの事、信じてくれるの……？　こんなにみんなを振り回して傷つけた、あたしを……」

　舞ま桜おが、自分勝手だったって事。

　それが自分でも分かってるなら、反省してるなら、今日のところは良しとしてあげよう。

　今その心にチアがあるなら、もういい。

　過去の事を責める──そんな事をして、仲間割れしていて、何になるだろうか。

　それよりも、見るべきはこれからなんだ。

　これから。

　それは、今、この時からという意味だ。

「あたしは、信じてない子のベースにはならないわ」

　涙を止めさせるように、舞桜の目をまっすぐ見ながら──千ち愛あがポンポンを手に言う。

「……千愛ちゃん……！」

「チアのチームメンバーは、お互いを応援する義務がある。一度同じユニを着たからには、もう、チームよ。あんたも、あたしも、部長も」

　千愛は舞桜に近づき、２人のポンポンを触れ合わせる。

「──あの景色を、あんたに見せてあげるわ。今から、もう一度」

















　病院のベッドに腰掛かける直なお子こは、医者に早寝するよう言われていたが……

　全く、寝付けずにいた。

　捻ねん挫ざした首はギプスのお陰もあり、動かさずにいる分には痛まない。コンタクトを外し、沙さ織おりコーチが運んでくれたバッグからメガネを出して掛けた時も、首を前後させなければ大丈夫だった。

　とはいえ、時刻はまだ９時前。寝るに寝られない時間帯だ。テレビでも見ようか。

（舞ま桜おさん……今、どうしてるんでしょうか……）

　……部長としては甘過ぎかもしれないが、直子に舞桜を責める気持ちは無い。

　トップというポジションは──あのぐらい自己アピールに貪どん欲よくで、どんどん大技に挑む勇猛果か敢かんな子じゃないと務まらないとも言われている。舞桜は体格だけじゃなく、性格もトップに向いているのだ。

　しかし、チアは安全第一でやらないといけない。

　これは絶対のルールであり、チアリーダーが一番最初に覚えるべき事だ。

　今回のケガは、勧誘会への準備を急ぐあまり、舞桜への安全指導が不十分だった自分のせいなのだ。

（これから、しっかりそこを教えていかないと。私もまだまだですね……）

　自分の溜ため息いきが、やけにハッキリ聞こえる。

　病室に、というか今この診療所に他の患者はいない。

　町の中心部からはかなり離れた、ここの周囲には……庭……というか空き地とも駐車場ともつかない場所があり、おかげでとにかく静かだ。

　まるで、世界から１人だけ切り離されたような感じがする。

　ボンヤリしていると、改めて……部員勧誘会で失敗した事、ケガでしばらく選手としてチアの練習が出で来きない事などが頭を巡り、気が滅め入いる。

　それでも未練がましく手元にポンポンを持っている直子だが、今はそれを見るのも少しツライ。

　──すると、その時。

　静けさを、切り裂くように。

「──チアーズ！」

　突然、外から息の合った声が聞こえてきた。

（……!?）

　直なお子こは首を痛めないように気をつけながらベッドを降り、窓から下を見る。

　満月の光で見えた、病院の下には……

「……千ち愛あさん、舞ま桜おさん!?」

　２人の姿があった。

　こっちを見上げていた千愛と舞桜は、両手にチアーズのポンポンを掲かかげている。

　それぞれ、いろんな想おもいがあるだろう。だけど、チアリーダーとして──笑顔で。

　制服姿の２人は、足下に置いたスマホから流れる"Boogieブギー Wonderlandワンダーランド"に合わせて……

　頭上でポンポンを叩たたき合わせつつのステップタッチを右、左。その場で軽快にスキップする、ポニー。一本の線の上を進むようにターンするシェネ。

　チアダンスを、始めた。

　性格は違うのに２人の息は不思議なほど最初から合っていたが、今はもっとだ。

　お互いの心と心が、以前より通い合っているのがダンスから分かる。

　病室の直子を励はげまそうという心を、一つにしている。

　──応援する心チアスピリツツ──

　それはチアにとって、何よりも大切なこと。

「千愛さん、舞桜さん……」

　直子の胸に、熱いものがこみ上げてくる。

　傷ついて落ち込んでいた心に、元気が戻ってくる。

　チアダンスから、千愛と舞桜は──

　ぱぁっ、と。

　今度こそ、キレイなサイド・サイ・スタンドを形作る。直子のために。

　舞桜のハイブイ。

　それから、両腕でチアーズの『Ｃ』を表す可愛かわいらしいポーズ。

　舞桜を千愛がそっと地面に下ろし、それを見た直子の目に感激の涙が浮かんでくる。

「いいディスマウントです……！　そう。では続いてラインダンス、ハイ・ハイ……」

　千愛と舞桜の姿に、直子が嬉うれしさに震える声で呟つぶやく。

　かつてそれは、空想上の仲間に向けての独り言でしかなかった。

　でも今は、その仲間が本当にいる。千愛と、舞桜が。

　たった２人のラインダンスだが、それに合いの手を掛かけられる事が心から嬉しい。

　そして、最後に──

「ゴGーo！　チアーズCheers！」

　２人が両腕をＶ形に掲げ、ポンポンをシェイクさせるハイＶブイで──

　勧誘会で見せるはずだったルーティーンが、無事に終わった。

「千ち愛あさん、舞ま桜おさん……！」

　直なお子こは指で嬉うれし涙を拭ぬぐい、拍手を送る。

　小さく、息を切らした２人は──

　心配するように、２階の病室を見上げていた。

「ごめんなさい部長。あたしのせいで……踊れるの……たった２人になっちゃったけど」

　そう謝ってきた舞桜に、

「なに言ってるんですか。私はずっと１人だったんですよ」

　直子は笑顔で、安心させてあげるように応こたえた。

　２階に向けて、千愛と舞桜が少し大きい声で──

「今の観客は、直子先輩１人……先輩が夢見てた、大勢の応援をリードするチアリーダーじゃない……だけど──」

「たった２人だけど……１人じゃないよ！」

「先輩、あなたはもう、１人じゃない！」

　交互に、言ってくれる。

　いつか聞きたかった、いま一番聞きたかった、そのエールを送ってくれる。

　もう、病室でジッとなんかしていられなかった。

　直子は自分のポンポンを取って、部屋を急ぎ足で出ていく。









　病室の窓から見えなくなってしまった直子が、降りてきて……

　ポンポンを持ち、小走りにやってきた。病院の庭に。

　その姿を千愛は、舞桜と共に抱きとめるようにして迎える。直子の首を揺らさないよう、十分に気をつけつつ。

　２人の応援を受け取ってくれた、直子は──

「私、チアが大好きなんです。ずっと１人でやってて、みんなにバカにされてきたけど、大好きな気持ちは変わらなかった。今、ほんとに、大好きで良かったって……」

　涙をポロポロこぼしつつ、２人に笑顔を向けてくれた。

　舞桜への恨み言なんか、出る気配もない。

　勝ち気なリーダーが多いチアの世界には、珍しい……とっても、優しい人だ。直子部長は。そして彼女は心からチアを愛している。それが、穏やかな笑顔から伝わってくる。

　この人が部長で、良かった。

　でも……舞ま桜おには、ちゃんと説明させなきゃいけないだろう。なんで、あんな事をしたのか。千ち愛あに話したように、全すべてを。

　と、千愛は舞桜を軽く肘ひじで小こ突づく。

　その意味を察した舞桜が、少しモジモジしてから……

「……ごめんなさい、部長。あたし、最初は……本当は、この背のために……」

　洗いざらい話そうとした、その時。

「──分かってました。なんとなく」

　直なお子こがそれを、笑いながら遮さえぎった。

　千愛は、そして舞桜も、これには「えっ」という顔をしてしまい──それを少し可お笑かしがるように、

「でも今の舞桜さんはもう違う。伝わりましたから。これで」

　直子が、自分のポンポンで舞桜のポンポンに触れる。

　１人でやってきたとはいえ、さすがは部長と言うべきだろうか。

　分かっていたのだ。直子は。どこかのタイミングで、舞桜が──その体格のせいで行き場が無くなってしまい、チアに最後の望みを掛かけてやってきた選手だという事を。さらに、チアをやっている中でその心を改めたという事までも。

　だがそれだけじゃないらしく、直子はちょっと赤くなりながら、

「……私こそ、謝らなきゃいけないんです。私も最初はチア部を潰つぶしたくない一心だった。誰でもいいから２人来てくれればいい、って、そう思っていたんです」

　自分にもそういう『裏』があった事を、苦笑いしながら白状してくる。

「だけど、今は──それが千愛さんと舞桜さんで、本当に良かったって……」

　２人の名を呼ぶ中で心がいっぱいになったらしい直子は、ポンポンを持ったまま千愛と舞桜を抱き寄せる。

　千愛は──

　嬉うれしかった。

　人には、それぞれにいろんな事情がある。

　物事とは、初めは不純な動機で始められる事もある。

　でも、人と人が一緒にいるうちに。

　物事を、練習しているうちに。

　失敗するたび。それを乗り越えて出で来きるようになっていくうちに。

　そういう事情や動機は、過去のものになっていく。

　洗い流されていく。

　洗い流してくれる。汗と、涙が。

　辛つらい事も、苦い思いも、なにもかも。

　そうやって、私たちは輝くものへと成長していくのだ。純粋な──チアリーダーへと。

　過去に囚とらわれ、一度はチアの道を外れた千ち愛あ。

　自分の事ばかり考え、大失敗の引き金を引いた舞ま桜お。

　部を潰つぶさない事に腐心し、部長の責務を果たせなかった直なお子こ。

　３人は同じチアーズで、それぞれチアに戻り、チアを知り、チアを守った。





　　──何もかも、これからだ。






　挫ざ折せつや失敗は終わりじゃない。

　そこから這はい上あがる、スタート地点なんだ。

　３人はお互い、この３人でチアーズを始められて良かったと心から思う。

　体を離すと、千愛、舞桜、直子は笑顔を見合わせてから──

「ゴー！　チアーズ！　ヒュー！」












　合わせて６つのポンポンを、星のように振り上げた。

　ここから再出発するぞ、とばかりに。

　すると……

「まったくぅ。そんなに元気なら、もう退院して下さいよ」

　診療所から、外の騒ぎを聞きつけた女医が苦笑いで出てくる。

　そこにはさらに、

「直なお子こー」

　駐車場からタクシーを降りてきた、直子の母がやってきた。

「……お母さん！」

　三つ編みを跳はね上げて驚く直子──

　ちょっと太めなこと以外はその直子とソックリな母親は、なんか大丈夫っぽい娘を見てホッとしたような笑顔になる。

「何よ、元気そうじゃない。学校から電話があって、驚いて来たのに。それなら帰って、お店の手伝いしてよ」

「ちょっ……お母さんっ」

　直子の母は豪快な手つきで直子を引っぱっていきそうになるので、千ち愛あと舞ま桜おが女医の顔を見ると……

　さっき『直子が明日の部活に出られなければ、チア部は廃部』という沙さ織おりの話を聞いていた彼女は、

「……ああ、もう退院していただいて結構です。日常生活は普通に送っても構いません。でもムチャは禁物ですよ。今夜は安静にしてください。何度か通院して整復が終わったら、運動を再開していいですからね」

　と、言ってくれた。

　これで──

　まだ、チアが出で来きる。

　また、チアが出来る。

　練習することも、応援することも、新しい部員を募ることも、まだ続けられるのだ。

　その嬉うれしさに、千愛と舞桜と直子は声を揃そろえて「はい！」と大きく返事するのだった。









　沙織は──

　千ち愛あたちの一連の騒ぎを、物陰から全すべて見ていた。

　喜ぶ３人の姿を見ても、その顔に笑みはない。

「頸けい椎ついネンザごときで……大げさな」

　杖つえをついて独り言し、チアーズに背を向けながら……

　沙さ織おりは、大きな溜ため息いきをつく。

　そして、１人呟つぶやくのだった。




「──やっぱりアイツらは、チアがどんなスポーツか分かってない」





CHEERS For The NEXT!!!
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　チアってカワイイ！　そして楽しい！　──『チアーズ！』の開幕です！




　この小説は大型女子体育校・南高を舞台に、チア部『チアーズ』の成長と日常を描いたスポーツ物語です。

　一度はチアの道を捨てた元・名チアリーダー、カッコ良くて美人の千ち愛あ。

　全くの初心者だけどチアに憧あこがれて入ってくる、明るく元気な舞ま桜お。

　優しくて人はいいんだけど知識ばかりの部長・直なお子こ。

　その３人のチアーズをライバル視する──ライバル校の天才チアリーダー、白はく亜あ。

　それぞれが出会い、手を取り合い、奮闘しながら……華やかなチアを演じるこの１巻を、ぜひお楽しみ下さい。




　かわいい衣装とポンポンで彩られたキャラクターたちのイラストを描いて下さったのは、『緋ひ弾だんのアリア』でもおなじみのこぶいちさん。今回も表紙から挿絵まで、それはそれは魅力的なイラストを揃そろえて下さいました。ありがとうございます！

　また、この小説の執筆に際しては、社会人チアリーディングチーム・ＰＨＯＥＮＩＸの皆様に取材をさせていただきました。練習でお忙しい中にもかかわらず快く見学をさせて下さり、本当にありがとうございました。高い空にも届きそうな３層のスタンツを、私は生涯忘れることはないでしょう。




　この『チアーズ！』は、小説『緋ひ弾だんのアリア』ⅩⅩⅥ２６巻、コミック版『緋弾のアリア』ⅩⅥ巻と同時発売。同時購入キャンペーンや私の書き下ろしＳＳ等がもらえる店舗特典もありますので、詳くわしくはＭＦ文庫Ｊ公式ページにてご確認下さいね。

　さらに！　早くも、講談社さま『ｇｏｏｄ！　アフタヌーン』にて、外伝コミカライズ企画も進行中です！　チアのユニフォームでチアーズが誌面を跳び回る新感覚のマンガを、ぜひお楽しみに！




　チアとは、応援。このストーリーが少しでも皆さんを応援できたら、赤あか松まつは幸せです。

　千ち愛あたちのチアが、いつか日本中をもっと元気にする日を夢見て──それでは、また。
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